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　　　序章　生産ギルドと除じよ虫ちゆう香こう







「──それでな。桃とう藤とう花かの樹の所まで行って花びらを手に入れたんだよ」

「そのトウトウカ？　だっけ？　それって何だ？」

「美み羽うちゃんから聞いてないのか？　美羽ちゃんたちもホラーケイブを越こえて桃藤花の樹に辿たどり着ついたって話だぞ」

　俺は知らない。と首を振ふる。

「桃藤花の樹は、丘おかの上に一本だけ生えている桃もも色の藤ふじみたいな花を咲さかせる樹で、いつ行っても満開なんだ」

「へぇ～。花見にはちょうど良さそうだな」

　酒好きが、月夜の一いつ杯ぱい。なんかもありそうだ。っと、そんな事を考えたら、俺また料理に駆り出されそうで、すぐにその考えを振り払はらう。

「あー、無理だぞ。あそこＭＯＢの湧わき速度速いんだ。だから花見なんて余よ裕ゆうないよ。あるとしたら、桜の花はな吹雪ふぶきじゃなくて、血の花吹雪？」

「食事時に聞きたくない単語だよ」

　学校のお昼休み。多くの生徒がお昼を食べる中で、俺たちも例に漏もれず昼飯を食べている中での物ぶつ騒そうな単語にげんなりする。

「出現するＭＯＢを一いつ掃そうすると桃藤花の樹から花びらが一人一枚手に入るんだ」

「何かのクエストアイテム？」

「いや、一回だけＨＰ１の状態で蘇そ生せいさせる下級の蘇生アイテムだ。それにしても、峻しゆんの弁当は、相変わらず栄養バランスよく作られてるな」

「話を逸そらすな。けど、美羽に昼飯任せたらどうなるか分かるだろ」

「あー、まぁ、同類だからな。俺も人のこと言えないけど……」

　目の前の親友の巧たくみが俺の弁当を羨うらやましそうに見ながら、購こう買ばいで買って来た惣そう菜ざいパンをもそもそと食べ、ジュースで流し込んでいる。

　その栄養バランスの悪さに顔を顰しかめると共に、巧が何な故ぜそんなものを買うのかは、幼おさな馴な染じみとして熟知している。

「全く、ＯＳＯオンリーセンス・オンラインだってやってるのに、どこに他のゲームをやる時間があるんだよ」

「それは、捻ねん出しゆつしているんだよ」

　捻出って、お前……と溜ため息いきを吐はき出す。そう、巧は、欲しいゲームなどを買うお金を昼飯代から作り出している。その上で、ＶＲＭＭＯまでも続けているのだから、かなりの廃はいゲーマーだ。

　そして、妹の美羽も同類の廃ゲーマー。俺が楽をして昼飯代を渡わたせば、同じ結果になることは幼馴染のこの男を見てよく理解している。そのために、俺は毎朝二人分のお弁当を作って学校に登校してくる。

「他ひ人との事を言ってるけど、お前だって結構やってるの知ってるんだぞ」

「……何の事だ？」

「美羽ちゃんから聞いたけど、暇ひまな時は、いつもログインしているそうじゃないか」

　少しニヤついた笑顔を向けてくる巧。

　顔を突つき合わせていた俺たちの間に影かげが差し、頭上から少女の声が降ってくる。

「そうね。暇ってことはやるべきことが終わってるってことよ。巧くん」

　見上げる先には、声の元である一人の女子生徒が立っていた。

「げっ、遠えん藤どう」

「遠藤さんが来たって事は、また提出期限か」

　長い髪かみを一本に編んで左ひだり肩かたから前に掛かけ、下した縁ぶち眼鏡めがねに気の強そうなつり目。表情は、柔やわらかいが、気の強そうな印象からハキハキとした真ま面じ目めな性格を連想できる彼女は、クラス委員の遠藤さんだ。

「そうよ。今日提出の古典の宿題。まだ出してないでしょう。一応確認に来たわ」

「峻。助けてくれ！」

「……巧。全く、俺の宿題は提出してあるから見せられないけど、教えてやれるから」

「よし！　次の休み時間に提出するぞ！」

「なんでその時間なんだよ」

「放課後に職員室に届けるとその分だけ、ゲームの時間をロスするだろ」

「全く、お前という奴やつは……」

　俺が、巧の答えに溜息を吐つけば、遠藤さんがくすくすと笑い、峻くんはご苦労様。と声を掛けてくれる。

「ホント。なんで峻くんと巧くんみたいな性格の違ちがう二人が親友なのかしらね」

「それは、俺も不思議だよ」

「まぁ、峻はなんだかんだ言って、面めん倒どう見みがいいからな」

「お前が言うな」

　俺を頼たよってくる巧に、そう文句を言うと、遠藤さんは、そうよね。と同意してくる。

「峻くんがいるから助かるわ。もしもいなかったら、私が巧くんの宿題を終わるまで見張らなきゃいけないもの」

　その点、峻くんに伝えれば、無理にでも終わらせてくれるから助かるわ。と言われたが、微び妙みような笑いが漏れるだけだった。

「ほら、峻。飯食べ終わったから教えてくれ！」

「はいはい。ちょっと待て」

　巧の取り出した宿題を覗のぞき込むように見る。どこが分からないか、どこが難しいか考えさせて、可能な限り自力で解かせようとするつもりだ、分からない所はさり気なく答えを教えよう。そして、その巧の姿を眺ながめている遠藤さんがふと視界に入る。

　眼鏡の奥の目をやや細めて、真しん剣けんな表情の遠藤さん。巧がノートにシャーペンを走らせる音が響ひびく間、この場に無言が広がり、周囲の雑音が遠く感じる。

「…………」

「……遠藤さん？」

「ちゃんと始めたようね。それじゃあ、後はお願いね」

　巧が宿題を始めたのを見届けた、といった感じで手をひらひらさせて席を離はなれる遠藤さん。巧を見つめる表情が真剣だったので、そのギャップに面喰くらう。

「峻。次、ここ教えてくれ」

「あ、ああ……」

　なんだかモヤモヤ感を抱いだいたまま、巧の宿題を手伝う。巧は自分が宣言した通り、午後一の授業の終わった休み時間に宿題を提出し、放課後に全力で自宅へと帰っていく。

「全く、親友おいてきぼりかよ。まぁ、夕飯の買い出しとかがあるから仕方がないけど。今晩は何作ろうかな」

　スーパーで食材を買いつつ、ふと頭の中を遠藤さんの真剣な姿が過よぎる。

　よく、巧に声を掛けてくるし、気にも掛けている。クラス委員としての役割を果たしているが、まさか──

「まさか、遠藤さんは、巧が……」

　好きとか？　いや、まさか。ないない、と一人苦笑いして買い物を終えて、帰宅する。

　俺は、食材を片付け、迷わず自室へと向かう。

　ベッドの横に置かれたＶＲギアを装着して、ベッドに寝ね転ころがる。目を閉じて、ログインする。




　　　　●




「皆みな様さまのご尽じん力りよくのお蔭かげで、無事に【生産ギルド】のギルド会館が完成しました。ギルドも設立し、あとは運営を始めるだけですが、その前に盛大にやりましょう！　──乾かん杯ぱい！」

「「「──乾杯！」」」

　俺が今居る場所、開けたホールと木製のカウンターの並ぶ建物の内部には、たくさんのテーブルが用意され、様々な料理やスイーツが並べられている。

　ここは、ギルド会館と名付けられた【生産ギルド】の拠きよ点てんだ。外観は、周囲の建物の倍以上の大きさの三階建ての建物で、朱しゆ塗ぬりの柱と看板がよく目立つ。だが、外観よりも注目するのは、その内部だ。

　最大限まで亜あ空くう間かんが拡張されたギルドルームは、外観の倍以上の広さを有し、今この場ホールには、かなりの生産職プレイヤーが集まっている。

「そのうちＮノン・Ｐプレイヤー・Ｃキヤラクターたちが働いて、素材アイテムが売買されるんだろうな」

　まだ、本格的には稼か働どうしていないが、アイテムの融ゆう通ずうをし易やすいように、素材の流通を一元化し、生産職からの代理販はん売ばいも行う──【生産ギルド】

　そのほかにも生産施し設せつを持たない個人のプレイヤー向けの共同生産所や生産体験コーナーや生産初心者への支し援えんを行う予定だ。

　そして俺は、二階のテラスからそれぞれ楽しそうに談笑をしているプレイヤーたちを眺めている。

「ユンくん、どうだった？　私の音おん頭ど取りは」

　テラスの手て摺すりから声の方向へと振り返れば、見知った人物が立っていた。

「マギさんの姿、ばっちり見てましたよ。堂々としていてよかったです。でも、俺も招待してよかったんですか？　部外者ですよ」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。ここに居る人の殆ほとんどは部外者だから。でも、ユンくんとの共通点があるとしたら……共同出資者ってところだね」

　マギさんからその言葉を聞き、なら安心です。と答える。今日、夕方の時間帯にパーティーに招待されていたために、是ぜ非ひとも参加して、マギさんにこの言葉を贈おくりたかった。

「本日は、お招きありがとうございます。そして──【生産ギルド】の設立とギルドマスターの就任、おめでとうございます」

「ありがとう、ユンくん。でも本当に、どうしてこうなったんだろうね？　サブマスは、クロードだし。私全部クロードに押し付けちゃうよ」

　笑うマギさんに対して俺は、いいんじゃないですか？　と賛成する。

「やっほー、ユンっち。みんなへの挨あい拶さつ回まわりにきたよ」

　俺とマギさんが会話しているのを見て、リーリーがやってきた。

「リーリーもこっちに来たんだ。それで、クロードは？」

「クロっちは、別の生産職の人たちに報告と挨拶回りしてるよ。パーティー中にもイベントの話をする予定。で、僕らは僕らで回っていてユンっちの所ところに来たって所かな」

　クロードの活動に対して、小まめだな、と呟つぶやく。やっぱり、クロードの方がギルマスとしての事務能力は高く感じる。感じるのだが──

「まぁ、クロードが人の頭に立つよりは、マギさんのような印象的で明るい人物がトップの方が分かりやすいですしね」

「あー、分かる。クロっちって影の支配者とか、参さん謀ぼうとかの役が合いそうだよね」

「分かる分かる。計画通り。とか、マギなど所しよ詮せん人形に過ぎん。このギルドの真の支配者は俺だ！　とか言ってそう。私は、所詮は人形かぁ」

　妙みように、しみじみと呟くマギさん。その冗じよう談だんに、俺とリーリーは小さく噴ふき出す。クロードの芝しば居い掛がかったポーズと言動がマッチし過ぎて容易に想像できたからだ。

「まぁ、前置きはこれくらいにしようかな」

「それで、マギさんたちは、挨拶以外にも用事があるんでしょ」

「やっぱり、分かっちゃうか」

　照れるように言う二人は、すぐに本題を告げてくる。

「ユンくんの耳にももう届いていると思うんだよね。イベントの話が」

「はい。【生産ギルド】主しゆ催さいのイベントを二日間に掛けてやるんですよね」

【生産ギルド】の設立記念と宣伝を兼かねて、大々的に行う予定のイベント。

　様々なアイテムを売り出し、このギルド会館でオークションを開かい催さいするなど。その他ステージショーやＰプレイヤー・Ｖバーサス・Ｐプレイヤーなどのイベントも企き画かくされているとは聞いている。

「そうそう。それでイベントをもっと盛り上げるために、面白そうなアイテムが無いか、ってユンっちに聞きに来たんだ」

「面白そうなアイテム……」

「うん。【メイキングボックス】を持ってるユンっちなら、普ふ通つうじゃないアイテムも持ってそうだし」

　リーリーの言葉の通り、確かに少し実用性に欠けるレシピの素材は持っているが、面白いかどうかは、俺は判断できない。

「うーん。面白い素材とか、アイテムか。毒薬とかの状態異常バツドステータス薬だろ。あとは、レシピであるのが、【除虫香】と【食人の秘薬】と【増毛薬】あとは……【魅み了りようの香こう水すい】かな」

「状態異常バツドステータス薬は汎はん用よう性高いよね。って、あれ？　マギっち、顔赤いよ」

「えっ!?　あ、うん。リーリー。何でもないよ！」

　顔を赤くしているマギさんに、その理由を知っている俺は、なんとなく気まずく感じた。

　それは先日の出来事だ。

　ミュウと行った用よう途と不明の生産素材を使った実験。慎しん重ちような俺とは違い、行動派のミュウに促うながされるまま、作ったポーションの実験中──




　複数のポーションを使って、自覚できる程強い効果は見られなかった実験で、最後の薬を飲んだ時、変化が起こった。

　──ドクン。と一ひと際きわ心臓が跳はねるような強い鼓こ動どう。全身がカッと熱くなり立つことが困難になり、その場にしゃがみ込んでしまう。

「お姉ちゃん!?」

「はぁはぁ……大丈夫。けど、なにが」

　朦もう朧ろうとする意識の中でミュウが俺の肩かたを摑つかんで支えてくれる。メニューには、【魅了】の状態異常バツドステータスが表示される。最後の薬は、状態異常バツドステータス薬だったのか……。と吞のん気きに考察していたら、目の前のミュウにも変化が起こる。

「お、おねえちゃん。なんか、変な気分になってきた！　どうしよう、これ！」

　ミュウの目が何やら真剣味を帯びて、摑んだ肩に力を加えて床ゆかに押おし倒たおしてくる。

「ちょ、何が!?」

「何だろう？　私も【魅了】なの？　止まらない」

　そのまま、俺に覆おおいかぶさるようにして乗るミュウは、息を浅く速く繰くり返している。

　俺は何か、途と轍てつもない危険を感じ始める。ミュウを押しのけようとする。しかしステータスの差でがっちりと摑まれた俺は抵てい抗こうできずにいた。

「こんにちはー。ユンくん、ちょっと話があるんだけど……あっ」

「えっ……マ、マギさん？」

「いや、その妹さんとのス、スキンシップだよね。その、お邪じや魔ましましたぁ！」




　こうしてマギさんに余計な誤解を与あたえてしまい、先日それを解いたばかりなのだ。ちょっと、その記き憶おくがまだ消化し切れていないんだろう。俺も思い出したくないので、早々に話を進める。

「作れるレシピの中だと、前の二つだけだぞ」

【除虫香】は、虫系ＭＯＢを寄せ付けなくする効果が、そして【食人の秘薬】は、食料アイテムに混ぜることで、ステータスを三十分ほど上じよう昇しようさせ、その間の満腹度の減少速度を速める効果がある。
















「と、こんな感じの効果だ」

「そうなんだ。【除虫香】は面白そうかな」

「そうか？　効果を調節すれば【食人の秘薬】の方がヤバいぞ」

「例えば、どんな？」

　まだ少し顔が赤いが、復帰したマギさんが尋たずねてきたので、【食人の秘薬】の効果を端たん的てきに伝える。

【食人の秘薬】の設定は、体内で薬を調合することによって、食事のエネルギーを効率良く爆ばく発はつさせて、力にする。という代しろ物ものだ。

　ステータスは確かに上昇する。だが、調合の比率を間ま違ちがえれば、戦っている暇ひまなどないほどの速さで満腹度が減少するようになるので、秘薬の効果が切れるまで食べ続けないと飢うえ死じにする状態になる。

「つまり、満腹度の減少効果を最大にすれば、食べるだけのマシーンになるんだ」

「うわっ……毒よりもえげつないね。ユンっち、なんて恐おそろしいアイテムを持っているの」

「知らないよ。けど、これは色々な意味で使うのは避さけたい」

「私もそう思う。危険なアイテムね。まだ、普通のプレイヤーには早い」

　三人一いつ致ちの意見で、【食人の秘薬】は使わない方向になった。

　そうなると再現可能なレシピは、【除虫香】だけとなるが、リーリーは何かアイディアが浮うかんだのか、楽しそうな表情でニコニコしている。

「けど、【除虫香】だけでも面白そうなイベントができそう。うん、クロっちに相談してくるね」

　そう言って、俺たちにどのようなアイディアか伝えずに、走っていくリーリーの後ろ姿を見送る。

「リーリー、行っちゃった」

「そうですね。じゃあ、俺もそろそろ失礼します」

「えっ!?　パーティーは始まったばかりだよ」

「招待されたので祝いの言葉と顔見せのために来たんです。この後、夕飯の準備をしないといけないので」

「あー、そっか。ミュウちゃんのお姉さんだもんね」

　だから、俺は男です。といつものように口にしようとしたが、仕方がないね。と一人納得されてしまった。

「そういうことなら、今日は来てくれてありがとう」

「いえ、話ができてよかったです」

　挨拶を交わして、マギさんは他の生産職プレイヤーへの挨拶回りへと戻もどっていく。その姿を見送ってから俺はログアウトをするのだった。







　　　一章　湿しつ地ち帯たいとダークマン







　第一の町の南側に位置する【アトリエール】は、ポーションなどの回復薬やサンドイッチなどの食料アイテムを扱あつかう小さなお店だ。

　そして、そのお店の裏手には、小さいながらも畑があり、様々な種類の薬草が栽さい培ばいされている。

「キョウコさん。今日の収しゆう穫かくはどんな感じ？」

「薬草などの外部より入手可能な素材は、一度栽培をストップし、【メイキングボックス】より産出した素材とバッドステータス系の毒草、ハイポとＭＰポーションの素材を均等に育てています」

「そっか、ありがとう。今までの薬草のストックもあるから問題はないね。一応、ある程度の数まで【メイキングボックス】から出た素材を増やしたら、元に戻そう」

「わかりました」

　愛あい嬌きようのある笑顔を作り、作業に戻るＮノン・Ｐプレイヤー・Ｃキヤラクターのキョウコさん。その作業する後ろ姿を見て、俺も自分の持ち場である【アトリエール】の工こう房ぼう部へと引っ込む。

　最近は、【言語学】のセンスを使い、生産レシピを集めているために、ノートにはいくつかのアイテムのレシピが記き載さいされている。

　そのアイテムのレシピと素材を見ながら、俺は呟つぶやく。

「やっぱり、現状のままだと行ける範はん囲い内の素材に限られるよな。他のプレイヤーが持ち込むのを待つのも一つの手だけど、なるべく自分で探したいよな」

　このＯＳＯを始めた頃ころから常にフィールドを歩き回り素材を集めているために、その思いは強い。

「それに、今行きたい場所には、色々と面白いＭＯＢがいる。その奥の街にも行けるようになりたい」

　目的を整理すると、素材の採取、目当てのＭＯＢとの接せつ触しよく、新たな街への到とう達たつ。この三つだ。エリアの様子が分かれば、どの敵に注意すればいいか、など大体の目め途どが立つので、ソロの時の下見という意味もある。

　そして、そのために俺は以前も使った方法で行動範囲の拡大を目指す。

「ユンお姉ちゃん、来たよ！」

「全く、普ふ通つうに声を掛かければいいのに」

　小さな苦笑いを浮かべて、素材の整理を止やめて【アトリエール】の店てん舗ぽ部に戻る。そこには、事前に声掛けをしておいたミュウたちのパーティーが待っていた。

「すまないな。また、みんなに頼たよることにした」

「気にしないでください。ちゃんと報ほう酬しゆうは貰もらっていますから」

　俺の言葉に、微笑ほほえみながら答えるルカート。

　俺は第二の町へと行くために、ミュウたちと共にパーティーを組んで、東側のボス・ブレードリザードを突とつ破ぱした。その時は、トラブルに巻き込まれたり、俺までボスと戦う羽目になったりと色々あったが、基本は俺がミュウたちのパーティーに一時的に乗り掛かる形でのボス攻こう略りやくとなった。

「報酬は、前回と同じハイポとＭＰポーションの詰つめ合わせでホントに良いのか？」

「はい。戦せん闘とうが多いパーティーなのでいくらあっても足りないくらいなんです」

　ルカートとの世間話のような内容に、俺は苦笑いを浮かべて、報酬の頭金と戦闘の必要アイテムとして、ハイポーションを始めとする回復アイテムを余分に渡わたす。

「……ユンさんも名が売れ始めたんですから私たちではなくて、別の方法も取れたのではないですか？」

　俺とルカートの事務的な打ち合わせに声を掛けてきたのは、パーティーの斥せつ候こう役を務めるトウトビだ。どこか不安そうに尋ねる姿に首を傾かしげる。

「別の方法？」

「ほら、ユンさんってマギさんやクロードさんたちと懇こん意いにしてるじゃないですか。それ関係で私たちよりももっといい護衛とかつけられるんじゃないですか？」

「ああ、そのことか」

　言葉少なめのトウトビをフォローするようにヒノが言葉を補足する。

　確かに、複数パーティーを組んでの大隊での移動でもそれは可能だし、一度に複数人の生産職プレイヤーを安全に護送できる。

　共きよう闘とうペナルティーを回かい避ひしつつ、雑ざ魚こ掃そう討とうパーティーやボス特化パーティー、戦闘外からの辻つじヒール役など、様々な支し援えんで安全に移送できるのはメリットだ。

　だが、当然デメリットも存在するわけだ。

「うーん。なんと言うか。あれって俺の肌はだに合わないんだよね」

「……肌に合わない？」

　不安そうに眉まゆを下げていたトウトビがキョトンとした表情を作る。その表情が何な故ぜか、可愛らしくて、おかしくて小さく笑ってしまう。

「そう。それだけの護衛態勢を整えるのに、かなりの計画と時間的な制約があるだろ？　それにその報酬のために結構高いお金が必要になる。まぁ、そこは参加する生産職プレイヤーで頭割りなんだよね」

「……そうですか」

「それにもう一つ。これが最大の理由」

　俺が、最大。と言ってのける内容に、全員が興味を示す。だが、それほど大した理由ではない。ただ単純に俺の好みの問題だ。

「あまり大勢でいても風ふ情ぜいがないだろ？　のんびりと出歩くのが楽でいいんだよ。俺は」

「ふふふっ、ユンさんらしい考えですね。好きですよ、そういうの」

「せやな。やぱり、ミュウと姉妹なだけあって、少し考えが天然入っとる」

　リレイとコハクの二人の反応に、俺のどこに天然が入っている。と文句も言いたくなる。だが、いつまでも喋しやべっていては冒ぼう険けんに出ることもできない。

「はいはい。それじゃあ、そろそろ出ますか。ユンさん、行き先は湿地帯でいいのですね」

　ルカートがタイミングを見計らって、俺に話を振ふってくる。本来の目的を忘れるところだった。と反省しながら、全員に告げる。

「目的は、第一の町の南部、湿地帯だ。まぁ、【アトリエール】から近いからのんびり行く予定だけどね」

　目的を受けて、パーティーを組んでの冒険となる。前回は、リレイがパーティーから外れて俺の護衛についてくれたが、今回は、パーティーの目であるトウトビが外れる予定だ。

　第一の町の外に広がる平原をノンアクティブなＭＯＢの草そう食しよく獣じゆうを横目に、湿地帯の入り口までたどり着く。

「それじゃあ、私が索さく敵てきに専念しますが、ユンさんも気を付けてくださいね」

「わかった」

「それじゃあ、トビちゃん。よろしくね」

　トウトビが一人先行して安全を確認する後ろ姿を、ミュウが手を振って見送る。

　俺もトウトビに言われて周囲を気に掛けるが……

「……なんか、視線って奴やつかな？　それを多く感じるんだけど」

　何ど処こかははっきりしないが、確かに感じる。じっとした無機質な視線のためにすぐに襲おそってくるという感じではないが、敵ＭＯＢの姿がはっきりと見えない。

「ここのＭＯＢは、色々ときついですからね」

「一時の方向に、数三」

　一度戻ってきたトウトビが手短に情報を伝えて、また奥へと先行する。その言葉を頼りに進んでいくと、確かに、トウトビの言っていた方向には、俺の【発見】のセンスが何かを感じ取る。

　その直後に、地面より何かが飛び出し、腰こしに下げた剣けんで斬きり落とすルカート。そして、水が薄うすく張った湿しつ地ちに火柱を作り出すリレイ。

　一いつ瞬しゆんにして水が蒸発して、地面を乾かわかす火力に目を見開くが、その燃え跡あとから既すでにＭＯＢが消しよう滅めつした証あかしである光の粒りゆう子しが散っていた。

「な、なに!?」

「ああ、近づいてきたので反応したのでしょうね。ユンさんは反応できましたか？」

「い、いや。できなかった。なにかが居るかな？　程度で」

「ユンお姉ちゃん、センスのレベルが低いの？　それともセンスを成長させてないの？」

　ミュウの指し摘てきを受けて、一度メニューからセンスステータスを確認する。

　幾いくつかのセンスが成長と派生が可能だった。

「取れるのは、二つだな」

　まず【弓】センスがレベル30を超こえて、いくつかの種類の弓系センスに派生が可能だった。俺の武器である【黒くろ乙女おとめの長ちよう弓きゆう】は、その名の通り、長弓の分類であるために、ＳＰセンスポイントを２つ消費して【長弓】のセンスを取得する。

　そして、もう一つは【発見】のセンスがレベル30になったことで上位センスの【看かん破ぱ】へと成長させることができる。こちらは、元のセンスが消滅するが、より強力なパッシブ効果を得ることができ、【長弓】と同じＳＰ消費で取得可能だ。
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　センスを一度整理し直し、その状じよう況きようをミュウたちに伝えた。

「二つのセンスがレベル１かぁ。そうなるとステータスも低くなるね。どうしようか」

　ミュウがそう評価を下すが、【発見】のセンスを【看破】へと成長させたことで今まで見つけることのできなかったＭＯＢや鉱石の隠かくれ採さい掘くつポイントなどを見つけることができ、俺としては満足だ。こういう発見があるからフィールドワークは楽しい。

「ちょっと、ユンお姉ちゃん。聞いてる？　もう……」

「まぁまぁ、ミュウ。ユンさんも色々考えているんだから」

　腰に手を当てて呆あきれた様子のミュウをヒノが宥なだめる。

　再び、斥候のトウトビが戻もどってきて、新しい情報を伝えてくれる。

「この先に、トレントがいます。どうしますか？」

「トレントかぁ、ユンお姉ちゃんがいるから今回はパスだよね」

「ええ、そうですね」

　トウトビの報告を聞いて、そう判断を下すミュウと同意するルカート。だが、一方で、別の意見が上がる。

「ちょい待ち！　トレントは、発見の面めん倒どうなＭＯＢやで！　偶ぐう然ぜんとは言え、見つけた時に倒たおしておいた方がいい！　絶対！」

「ふふふっ、ドロップの素材は私たち魔法使いの杖つえに適した素材。できるなら確保したいですね」

　ミュウ・ルカートの回避派とコハク・リレイの討伐派で意見が割れてしまった。

「えっと……どうするの、トビちゃん」

「……どうしましょう」

　判断を下せないヒノとトウトビが困ったような表情を作る。その前に……

「えっと……トレントってどんなＭＯＢなんだ？」

　先ほど、不意に襲って来たＭＯＢすら確認できていないのに、新しいＭＯＢをどうにかしなければならない。倒すのか、避けるのかを選ぶための客観的な情報が欲しい。

「お姉ちゃん。トレントってＭＯＢは、強ＭＯＢって言われる部類の敵なの」

　ゲームによっては、下手なボスよりも強かったり、厄やつ介かいな状態異常バツドステータスを使ってきたり、特とく殊しゆな攻こう撃げき方法などを使用する強い雑ざ魚こを総称して、強ＭＯＢや強雑魚と呼んでいるらしい。

「それでそのトレント──純じゆん粋すいなステータスでは、湿しつ地ち帯たいのボスＭＯＢを上回っていて、急所への不意打ちで一いち撃げき死しする被ひ害がいが多いの。つまり湿地帯に出現するＭＯＢの代表的な一体なの」

「……それにトレントは、擬ぎ態たいしていて外見はただの樹です。プレイヤーが攻撃範はん囲いに来るまでじっと待っているので、相当高いレベルの発見・感知系のセンスが必要です」

　トウトビがミュウの説明にそう補足をする。全員が俺の顔をじっと見つめ、トレントへの判断は、護衛対象である俺に任せるような雰ふん囲い気きが流れている。

　わざわざリスクを負う必要はないと思う一方でトレントには興味がある。その両者の妥だ協きよう点として──

「──トレントとは戦せん闘とうしないけど、見るだけならいいかな？」

　俺の提案に、全員がその考えはなかった、といった感じで苦笑いを浮うかべる。

「そして、様子を見に行ったユンさんがトレントの蔓つるによって吊つるされて、あられもない姿に──「あんた、いい加減に黙ろか！　それ以上は危険やから！」──」

　横から口を押さえる形でリレイを黙だまらせに掛かかるコハク。手て馴なれてるなぁ、と感じつつもリレイの頭の中で俺はどんな姿になっているのか、聞くのが怖こわい。

「……リレイとコハクは、置いておくとして。ユンさんなら、ここからでも安全に確認できると思いますよ」

「トビちゃん、酷ひどっ！　なんでリレイと一いつ緒しよにされなあかんの！」

　二人で漫まん才ざいしているためにトウトビにワンセット扱あつかいされたコハクが抗こう議ぎの声を上げるが、全員でスルーする。中々に慣れているな、と感じつつ、トウトビの指差した先を凝ぎよう視しする。

【鷹の目】のセンスが遠くを見通し、一本の樹を見つける。一本の老木が湿地帯に根を張っている。それ以外は、特に何の変へん哲てつもない外見だが、先ほど取得した【看破】のセンスに弱々しいながらもＭＯＢの反応があり、その近くに採取ポイントがある。

「殆ほとんど、見た目は樹なんだな」

「……それがトレントの擬態の効果です。本来の姿を見せるのは、戦闘時だけですからね」

　その説明を受けて、俺は満足した。下手に好こう奇き心しんで近づいてリスクを負いたくはない。

「悪いな。今回は、トレントとは戦わない方向で頼たのむ」

「ふふふっ、今回は仕方ありませんね。ですが、ユンさんみたいな美少女の申し訳なさそうな表情が見れただけで十分です」

「リレイ。あんたはもう。まぁ、今回はしゃーないか」

　二人が納得してくれたことで俺たちは、トレントを避さけるように奥へと進む。
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「これがこのエリアのＭＯＢなんだな」

　今の所、南部の湿地帯エリアで見たＭＯＢは、強ＭＯＢのトレントを除く蛙かえる型ＭＯＢのムーア・フロッグ、粘ねん度どの低いスライム系ＭＯＢである粘ねん菌きんスライム、鬼おに火びや人ひと魂だまなどと呼ばれるウィル・オ・ウィスプだ。

　先程の【発見】のセンスに反応があっても姿が見えなかったＭＯＢのムーア・フロッグは、湿地の泥どろの中や蓮はすっぽい植物の葉の下に隠れるように潜ひそみ、近づいたら攻撃してくる。

　トレントに続き、ムーア・フロッグも不意打ちをするが、こちらは群れで存在しているために、一いつ匹ぴきに攻撃を加えるとその周囲に居る蛙がリンクして襲ってくる。

　トレントとは違ちがい、数が多いのが厄介な点であるが、その他のＭＯＢである粘菌スライムとウィル・オ・ウィスプは、脅きよう威い度は高くない。というより無視できる。

「トレントとムーア・フロッグだけ避ければ十分に歩けるな」

「そうですね。ここら辺で一度戦闘して、ムーア・フロッグの強さを体験しましょう」

「先程は、一撃で全ぜん滅めつさせてしまったので、今度はユンさんの分を残しておかないと」

　火柱の一撃であの付近のムーア・フロッグの群れを一瞬で蒸発させたリレイ。火力特化の魔法使いとして優ゆう秀しゆうなんだよな。

「ふふふっ、ユンさん。どうしたんですか？　そんなに見つめて。まさか、誘さそってます？」

「そんな訳あるか」

　ジト目でリレイを見る。この言動が無ければ、と内心溜ため息いきを吐つき、近くのムーア・フロッグの群れに目を向ける。

　相手の攻撃範囲より俺の弓の方が攻撃範囲が広いために最初の一撃は安全に入れられる。その後は、その一匹以外、全てミュウたちに任せる。

「それじゃあ、いくぞ」

　俺の準備が整い、みんなが頷うなずき返してくれる。俺は、弓を構えて弦つるを引き絞しぼる。狙ねらい易やすい蓮の葉の裏に隠れた蛙に狙いを定さだめて、矢を放つ。

　やや高めに掲かかげた弓から放たれた矢は、放物線を描えがき、狙った地点へと突つき刺ささる。矢が蓮の葉を貫つらぬき、湿地に薄く張った水に波は紋もんが広がる。

「──《ファイア・ショット》」

「──《クイック・ブラスト》」

　リレイとコハクが波面と共にジャンプで飛び出す蛙たちを初級魔法で貫き、数を減らす。

　ミュウもワンテンポ遅おくれて、地面に着地した蛙の一匹を得意の《ソル・レイ》の光線で消し去る。

「ユンさんの分を残すように戦ってくださいね」

「分かってるよ！」

　ルカートの声と共に蛙たちへと接近するミュウとヒノ。

　ヒノは、槍やりを脇わきに構えて走る勢いのまま、蛙を突き刺し持ち上げる。持ち上げた段階でまだＨＰの残っている蛙を見て、槍を振ふり回して、近くの樹に叩たたきつけて倒す。

　ミュウは、細かなステップを繰くり返し、ムーア・フロッグに狙いを定めさせずに近づいて、一いつ瞬しゆんで仕留めていく。

「あっという間に、群れが半分に……いや、もう三匹びきか」

　俺が目の前の光景を眺ながめている間にも次々と打うち倒されていく蛙たち。

　死角から放たれる蛙の長い舌も、体を低く沈しずめることで避けて反はん撃げきするなど、ミュウは危なげない戦いを見せる。

　最後に残るは、俺の練習用のムーア・フロッグ一匹だけだった。

　いつでも助けに入れるように剣けんを抜ぬいたまま引いてくるミュウとヒノ。

　俺は、残ったムーア・フロッグから目を逸そらさずに、弓を構える。

　両生類特有の冷たい大きな目で見つめ返され、プレッシャーを感じる。だが、ここで引くわけにはいかない。

「大だい丈じよう夫ぶ！　冷静に対処すれば弱いから！」

　ミュウの声せい援えんを聞き、大きく深呼吸する。

　そして、先に動いたのは、ムーア・フロッグの方だ。手足を伸のばした力強いジャンプは、俺の背を軽く超こえる高さまで跳とび上がり、こちらへと体当たりをしてくる。

「──《連射弓・二式》！」

　俺は、弓系センスのアーツにより、逃にげ場のない空中へと早射うちで矢を放つ。腹部の柔やわらかい部分に二本の矢を受けても倒れない蛙に動どう揺ようせずに、即そく座ざに移動して、着地地点から距きよ離りを取る。

　なるべく蛙の背後を取るべく回り込むように移動した。ミュウたちの戦闘を観察した結果、背後を取ればジャンプによる体当たりと長い舌の攻撃は、すぐには使えない。

　それらの行動をするには、体の向きを変えるしかない。その時間的猶ゆう予よを利用して更さらに、矢を放っていく。

　腹に二本、背中に三本と矢を放っていくと、ムーア・フロッグが小さな水すい弾だんを作り出した。

　蛙の残りＨＰが少ないためにその攻撃より先に、ＨＰを削けずり切れると判断する。が──

「──しまった」

　最後の最後で矢を外し、それと行き違いに放たれた水弾を肩かたに受ける。

　方向転てん換かんを終え、体当たりするために高くジャンプしたムーア・フロッグ。

　俺は今度こそ外さないタイミングで矢を放ち、それが当たってＨＰを削られたムーア・フロッグは、空中で光の粒りゆう子しとなって消えていく。

「お姉ちゃん。大丈夫？　──《ヒール》」

「大おお袈げ裟さだな。そんなに強い攻撃じゃないよ」

　心配してぺたぺたと俺に触さわって無事を確かめるミュウだが、ムーア・フロッグの一撃はそれほど脅威じゃない。ホントに怖いのは、群れに囲まれての集中攻撃だと理解し、先に数を減らしてくれたことに感謝する。

「戦ってみた感じ、どうでしたか？」

「ルカート。そうだな……まぁ、一対一なら勝てそう。それ以上だと逃げる。絶対に無理」

　情けないようだが俺の判断はこれだ。安全第一で戦う。

「いいウォーミングアップになりましたか？　それじゃあ、ボスに行きましょう。大丈夫ですよ。普ふ段だん通りに戦えば問題ありません」

　ルカートの言葉に従い、湿地帯のボスへと挑いどむ。

　俺の訓練以外の戦闘は、極力避ける方向で、ボスのいる方向を目指す。

　俺たちは、少ない戦闘で無事にボスＭＯＢ・ダークマンの前までたどり着いた。

『ダァァァァク』

「……なかなかに独特なボスＭＯＢだな」

　ボスＭＯＢ・ダークマンの姿を端たん的てきに表すと、それは質量のある影かげだ。

　不定形の姿から時折、人型を構築して、再び質量を持った影の塊かたまりに戻もどる、を繰り返している。どこが声帯になっているのか分からないが、酷ひどく聞き取りにくい声で『ダーク』と言っているからダークマンで間ま違ちがいないのだろう。

「来ます！　今回はトビさんが戦闘不参加ですが、耐たえ抜けば目的は達成されます！　最優先事じ項こうは、ユンさんの生存！」

「ルカちゃん。別にできるなら倒たおしてもいいよね！」

「ミュウさんは相変わらずですね」

　ミュウの発言に苦笑いを浮かべたルカートは、背中に差している剣を引き抜く。片手剣にしては大きく、大剣にしてはやや小ぶりの剣──分類上、バスタードソードと呼ばれる剣を中段に構える。

　ヒノは、重量系の武器である大おお槌づちではなく、長槍を。リレイとコハクはそれぞれの杖つえを掲げてボスを見つめている。

「ボスが動き出したね」

　まるでこちらの準備が整うのを待っていたかのように、動き出すダークマン。不定形な影が成人男性のような形を作り出し、腕うでがドロリと溶とけ始めた。

「先手を取るで──《ウィンド・カッター》！」

　一番、出の早いコハクが溶けたダークマンへと風の刃やいばを放つ。地面を大きく抉えぐり、湿しめった土つち塊くれが辺りに飛び散る中で、ダークマンは、その場から伸び上がるように、近くの樹の上に跳び上がり、影の体を再構築してこちらを見下ろしてくる。

「あかん。先制に失敗した」

「仕方がないよ。さて、目の前の奴やつはどうするか」

「目の前？」

　コハクを慰なぐさめるリレイの言葉に、疑問が浮うかぶ。跳び上がったダークマンに目を奪うばわれ、コハクの放った一いち撃げきの跡あと地ちへと目を向けると体から切り離はなされた影の腕の塊が残っている。倒されたＭＯＢや切り離された体の一部は、通常光の粒子となって消えるが、影の塊は、形を変えはじめる。

「……なんか、蠢うごめいてるんですけど」

「ダークマンは、分身体を作り出すんです」

　ルカートが冷静に解説をする一方で樹の上に跳び上がったダークマンの本体が再び体の一部を切り離して、新たな分身体を生み出す。

　ボトリ、ボトリと落ちるそれは、本体と全く同じ大きさの人型になる。

「分身体は、ＨＰ以外が本体と同じステータス。それに違う武器を使ってくるからね」

　ルカートの言葉に、補足する形でヒノが説明した直後、三体目の分身体が腕の影を引き伸ばし、長槍を作りこちらを突いてきた。それをヒノが搦からめ捕とるように受け流し、三体目の腹部を刺し貫く。

「弱っ……」

「一体一体は弱くても、数が多いと面めん倒どうですから、ね！」

　バスタードソードを横に振り抜き、三体の分身体を一度に斬きり伏ふせるルカート。だが、その間も後方にいるダークマン本体は、次々と分身体を生み出し、俺たちを囲んでいく。

　剣、槍、盾たて、短たん剣けん、短たん弓きゆう、棍こん棒ぼう、大おお斧おのなど様々な影の武器を作り出す分身体をルカートがバスタードソードで纏まとめて斬り裂さき、ヒノが長いリーチを使った力強い槍の振り抜きで、数体纏めて吹ふき飛ばす。

「ふふふっ、私たちも負けてはいられませんね」

「そうやな。うちが合わせるからバッチリ決めてや！」

「行きますよ。──《フレイム・サークル》！」

「──《リトル・トルネード》！」

　リレイの収束する炎ほのおの環わが五体の分身体を飲み込み、その炎の力をコハクの生み出す小さな竜たつ巻まきが勢いを加速させ、余波で数体の分身体が消し飛ぶ。
















「見えた！　──《ソル・レイ》」

　戦いの展開の速さについていけずに、俺はただ守られるようにこの場所の中心に立っていた。

　ミュウが、火か炎えん旋せん風ぷうによって空いた分身体の穴を埋うめるべく体を切り離すダークマン本体に収束光線を放つが、その高い素早さで避よけられ、本体は同じ見た目の分身体の中に隠かくれて、四方に散っていく。

「惜おしい！　ほら、ユンお姉ちゃんも手伝って！」

「っ!?　《付加エンチヤント》──ディフェンス！」

　今回の目的は、俺の街への到とう達たつであるために俺自身が倒れる訳にはいかない。

　だから今回は、防ぼう御ぎよエンチャントを優先し、俺自身も弓を構えて分身体を射る。

「どれを狙えば良い!?」

「遠距離攻こう撃げき持ちを優先して潰つぶしてください！」

「了りよう解かい！」

　ルカートの指示に従い、前衛役の隙すき間まを縫ぬうように後方から影の矢や短剣を投げてくる分身体を狙う。

　ルカートやヒノたちの攻撃のように一撃では倒れないが、四本の矢を受けて、分身体がドロリと溶けるように消える。

　その後も、足りなくなったリレイとコハクのＭＰ回復にアイテムを使い、エンチャントを掛け直すが、一向に戦せん況きようが好転しない。そもそもダークマンが分身体の中に隠れてしまい、見つけられないのも硬こう直ちよく状態の原因だ。

「なぁ、前はどうやって倒したんだ？」

「あの時は──ルカちゃんとヒノちゃんが分身体を抑えて、後衛のリレイとコハクが範はん囲い攻撃で一気に減らして、見つけたボスを私とトビちゃんで挟きよう撃げきしたかな」

　そう説明しつつ、片手剣で分身体の一体を斬り捨て、空いた手を反対方向へと翳かざして、収束光線で二体纏めて貫つらぬく。

「俺がいるから攻撃力不足か」

「それもあるけど……トビちゃん。見えた？」

　今まで戦せん闘とうから離り脱だつしていたトウトビだが、ミュウの呼びかけに目を向けると近くの樹の上からこちらの戦闘を観察していたようだ。

「……十一時の方向に分身体の生成の兆きざしあり！　そこにダークマンが居ます！」

「リレイ！　コハク！」

「ふふふっ、分かっているわ。──《フレイム・サークル》」

「──《リトル・トルネード》！」

　二人のコンビネーション技が炸さく裂れつし、トウトビの示した地点で再び激しい熱波が巻き起こる。それに呼応するように、その地点を守るように動き壁かべを作る分身体を、ルカートとヒノが逃にがさない。

「させないよ。──《多段突づき》！」

「──《ショック・インパクト》！」

　二人がボスまでの道のりを確保し、そこへと飛び込むミュウ。俺はその背中にエンチャントを施ほどこす。

「《付加エンチヤント》──アタック、スピード！」

「ありがとう！　さぁ、今度は逃げるなぁ！」

　火災旋せん風ぷうが晴れた先には、ダークマンただ一体が残っており、ミュウから逃げるように影の下半身を滑すべらすように移動する。

「逃がさないんだからぁ！」

　凄すさまじい速度で斬り結ぶミュウだが、速さだけは負けていないダークマン。自らの右みぎ腕うでを突とつ撃げき槍やりの尖せん端たんのように形を変えて、受け流すように攻撃を凌しのぐ。

　その一方で、体の一部を溶けさせながら、再び分身体を生成し、こちらへと向けて進行させてくる。

「もう一踏ふん張ばりです！　ここで耐えます！」

　ルカートの号令に再び防御エンチャントを掛け直し、襲おそい来る分身体に対処する。槍で突き、剣けんで払はらい。魔ま法ほうで焼き、刻む。俺の弓矢も敵の額に吸い込まれるように突き刺ささる。

　ミュウの方は、元々高めの速度ステータスをエンチャントで底上げし、ダークマンを徐じよ々じよに圧あつ倒とうし始めた。ジワジワとダメージを与あたえ、残りＨＰを三割の所にまで持ってきている。

「これで終わりだぁ！　──《フィフス・ブレイカー》！」

　アーツの青白い光を発する片手剣を振ふり上げて、必殺の攻撃を放とうとするミュウ。だが──

「……時間ですね。逃げられてしまいました」

　共きよう闘とうペナルティーを受けないために、戦線を離れていたトウトビの声が耳に入り、目の前の全てのダークマンの分身体と本体が溶けるように崩くずれ、地面に吸い込まれて消える。

　ミュウは、連撃の初撃を空から振ぶりし、即そく座ざにアーツの動作をキャンセルする。

「そんなぁ、逃げられたの!?」

　倒し切れると思ったのに、倒せなかったことにショックを受けるミュウ。

「なぁ、これって何なんだ？」

「ダークマンとの戦闘には、時間制限があるんです。一応、制限時間一いつ杯ぱいまで耐えることができればクリア扱あつかいですけど、ドロップアイテムが手に入らないんです」

　悔くやしそうにしているミュウを宥なだめるトウトビを見ながら、ルカートがボスとの特とく殊しゆ戦闘について説明してくれる。

　確かに、あと少しで倒せそう、という段階で逃げられたら悔しいよな。

「もう一回！　もう一回やらせて！」

「駄だ目めです。ユンさんを次の街に案内しないといけないんですから」

　ボスとの戦闘に拘こだわるミュウを引き摺ずるように運ぶルカート。こっちもこっちで手慣れた様子を感じつつ、ボスの守護していた場所の奥へと向かう。

　しばらく歩くと、南の湿しつ地ち帯たいの終わりが見えた。

「これが第四の町──通つう称しよう、【迷めい宮きゆう街】です」

　目の前に広がるのは、東南アジア系の雰ふん囲い気きが溢あふれる外がい壁へきだった。




　　　　●




　特とく徴ちよう的な紋もん様ようの描えがかれた城門を抜ぬけると、街中もどこかじめっと湿しつ気けており、城門に合わせたオリエンタルな紋様が刻まれた建築物が建ち並ぶ。

　大通りを真っ直ぐに進むと転移オブジェクトのポータルが見て取れ、俺はそれに触ふれて、転移ポイントとして登録する。

「ここは、街中に四つのダンジョンの入り口を持っているんです。ですから、ダンジョンを内包する街で【迷宮街】と呼ばれています」

　ルカートの説明を聞きながら、街の主要な場所を案内される。

　街の中央に位置するポータルのすぐ脇わきには、尖せん塔とうのような建物があり、それがダンジョンだとか。

　第一の町の近くにも洞どう窟くつ系ダンジョンがあり、第三の町の近きん郊こうには鉱山系ダンジョンがある。だが、迷宮街のダンジョンは、それらとは全く別のタイプである。

　前者がエリアに即そくした形だとするならば、迷宮街のダンジョンは亜あ空くう間かんダンジョンだ。

　入り口は、大きな建物の四方に一つずつあり、それぞれ中身が全く違ちがうダンジョンになっている。

　一つ目は、状態異常バツドステータス攻撃を多用する石造りの壁と床ゆかで構築された構造物的なノーマルダンジョン。

　二つ目は、薄うす暗ぐらく足場の悪い場所での戦闘や、水属性のＭＯＢが多い地下洞窟ダンジョン。

　三つ目は、複雑な地形と多種多様なアンデッドが跋ばつ扈こする暗黒空間のホラーダンジョン。

　最後に、アップデートで解放される予定の未解放ダンジョン。

「ダンジョンがこの町の中心であり、メインの狩かり場ばでもあるんです。また町の四方にもエリアは広がっていますが、町の外部は敵が強くレベル差が大きいので、攻こう略りやく組や実力派のプレイヤーも足を踏み入れていません」

「へぇ、前ぜん人じん未み到とうの未み開かい拓たくエリアにダンジョンかぁ。中々楽しそうな町だな」

　前人未到の未開拓エリアなんて、色々な生産素材がありそうでワクワクする。

　ちょっとエリアを覗のぞいて、入り口付近のアイテムを収集して、逃げ帰るだけでも十分に成果がありそうだ。

「お姉ちゃん今、戦わなければ、素材だけ掠かすめ取れるとか考えたでしょ」

「……駄目なのか？」

「駄目以前に、同じような事を考えて実行したプレイヤーが何人もいるのに成功例が殆ほとんどないんだから、諦あきらめて自分のセンスのレベルを上げた方が建設的じゃないかな？」

　まぁ、そうだよな。強すぎて、倒たおせない敵を搔かい潜くぐり、採取アイテムを手に入れるのは、困難だろう。

　素材アイテムを入手できて一つか二つ。そして、デス・ペナルティー付きでの死に戻もどり。これでは割に合わない。

「仕方がない。諦めるか」

「ユンさん。行く気満々だったんですね。意外にチャレンジャー」

　あはははっ、と引き攣つった表情で乾かわいた笑いをするルカートたち。ミュウには、呆あきれた様子で、たまにズレたことをするのがお姉ちゃんなんだよ。と溜ため息いきを吐つかれた。

「まぁ、その話は置いておくとして、この後どうする？　このまま解散。なんて味気ないよね」

　話の流れを変える為ためにヒノが聞いてくる。俺は、【迷宮街】のポータルを登録するという目的を達成したために、解散しても問題ないと思うのだが……

「リベンジにダークマン！　今度こそ倒す！」

「さっき逃のがしたトレントを倒すで！　トレントの木材で杖つえのグレードアップや！」

　ミュウとリレイが声を上げる。また、今回パーティーを外れて貰もらったトウトビは、なにやら期待の籠こもった目でちらちらと俺を見てくる。

「ユンさんの目的も達成できましたし、戻って狩りでもしますか。よかったらユンさんもご一いつ緒しよしませんか？」

「いいのか？」

「今回みたいに、今後も私たちを護衛にするんですよね。なら、私たちの誰だれと組んでも戦えるように予行練習ということで」

「そういうことなら、こっちからお願いしたいな。それにあんまり戦闘系センスのレベルが上がってないからついでにレベリングを」

「やったぁ！　それじゃあ、ユンお姉ちゃんを入れて、全員のパターンやるからダークマンと後五戦しなくちゃね」

　ミュウが突とつ然ぜん言い出したことに驚おどろき、固まる。

　まさか、あのボスと再び戦うのか、それも連戦!?

「それじゃあ、行こう！　すぐ行こう」

「ふふふっ、そうですね。トレントにも逃げられてしまいます。まだあの場に残っていればいいんですけど」

　ダークマンとの五連戦の後に、更さらに、トレントも控ひかえているのか!?　俺は流されるまま湿地帯へととんぼ返りした。

　一度撃退したためにノンアクティブになったボスＭＯＢのダークマンとの戦いでは、ミュウたちのパーティーをローテーションしての五連戦だ。一度の戦いで大体の流れを摑つかんだが、五戦中二度逃げられ、三回はギリギリで倒せた。

　倒した三回のドロップでは、全て通常ドロップの【魔法生物の触しよく媒ばい金属】という素材を手に入れた。

　これは、通常のインゴットを作る要領で加工することでランダムに別種の金属インゴットになるというアイテムだ。だが、通常インゴットを作るには、触媒金属×５が必要であるために今のままだと足りない。

「まぁ、今は持ってるだけかな？」

　ボスのダークマン五連戦だけでへとへとで、その後、勢いに流されてトレントを倒すとなったのだが、運がいいのか悪いのか、既すでに移動したトレントを見つけることができずに、その日の冒ぼう険けんは終わった。

「くぅっ！　次、見つけた時は絶対に倒す！」

　悔しそうなミュウを宥めながらも、実はトレントを探す際に、採取ポイントで薬草などを回収できたので、意外と悪くなかったと思う。

　湿地帯の全景も把は握あくでき、不安はなくなった。

　最後に、ミュウたちに報ほう酬しゆうとしてポーションなどの消しよう耗もう品ひんを渡わたす。俺の気持ちとしては、護衛やレベリングに付き合って貰ったのに、いささか渡すアイテムが少なく感じ、追加で報酬を渡したかった。だが、手持ちのアイテムが足りないために、一度全員で【アトリエール】に戻ることにした。







　　　二章　ギルド勧かん誘ゆうと雲くも隠がくれ







　ダークマンとの五連戦、湿しつ地ち帯でのトレント捜そう索さくと、かなりエリアを探たん索さくして、【アトリエール】への帰路についている。

「やっぱり、ダークマンとの戦せん闘とうだと被ひダメージよりも複数相手のアーツや魔法のためにＭＰ消費が激しぃですね」

「それなら、追加の報ほう酬しゆうはＭＰポーションがいいか？　それとなんだかんだ言って、結構活動して満腹度が減ってるだろ」

　俺は、一か所に留とどまっての援えん護ご射しや撃げきが主体であるために、プレイヤーの空腹度合いを示すパラメーターである満腹度は半分ほどしか減っていない。だが、敵ＭＯＢとの間を駆かけ回るミュウやトウトビ、また大きな武器を振ふり回すルカートやヒノなどは、その分満腹度は減少しやすいはずだ。

「うちの店のサンドイッチも報酬で追加しておくな」

「確かにお腹なかぺこぺこだよ。サンドイッチも良いけど、何か美お味いしいもの食べさせてよ」

「全く、仕方がないな。作るのに時間がかかるからな」

　ミュウに頼たのまれて、溜ため息いきを吐つきながら答えるがその実、甘えられることが少し嬉うれしかったりもして。甘やかすのは、兄としての悪い癖くせだろう。

　本当は、南の湿地帯で倒したＭＯＢのドロップから料理を作るのが正しいのだろうが、生あい憎にくと食材に使えるＭＯＢは居なかった。

「そうだな……食材ならミルバードの肉が使えるな」

【料理】センスの中には、食材の毒抜きスキルがあるためにこれを利用すれば、今まで料理などの生産分野に活用できなかった食材が活用できる。

　ただ、毒を持つミルバードの肉と聞いた瞬しゆん間かん、表情を強こわ張ばらせたのが若じやつ干かん二名程いるのだが？

「大丈夫だ。ちゃんと毒抜きするから。それに、リゥイの【浄じよう化か】も併へい用ようして状態異常バツドステータスの要素は排はい除じよするよ」

　今、自分で言っていて思ったが、リゥイの【浄化】ってＨＰと状態異常の回復スキルだよな。最近、食材の熱処理工程と被かぶってしまうのは、気のせいだと思おう。

「ミルバードだから、鶏とり南なん蛮ばんか、それともから揚あげか、普ふ通つうに塩だれの肉野菜炒いためか、シンプルに焼き鳥かな。持ち帰りなら焼き鳥だけど、ステータス強化の補正だと鶏南蛮と肉野菜……いや、手間を考えると肉野菜炒めがいいな。どれも家庭料理で手の込んでないやつだけど、どれがいい？」

「さ、流石さすが、【保母さん】や。一つの素材でそれだけの料理が作れるなんて……」

「うん？　これは普通だぞ。そうだ、結構、肉の買い取りで余ってるから早く消費したいしな」

　最近【アトリエール】のお客さんから一部の素材が過か剰じよう供給気味でダブついている。ビッグボアのような毒抜きの手間がいらない素材ならすぐに料理に取り掛かかれるのだが、ミルバードの肉などは毒抜きの手間もある。

「まぁ、考えても仕方がないか。焼き鳥と肉野菜炒めでいいか？　少し余分に作って持ち帰りにしてもいいし」

　中々、提示した料理の中から決めないので俺が勝手に決めてしまった。

　そして、ルカートがぽつりと呟つぶやく。

「──居酒屋【アトリエール】でしょうか？」

「ルカート。うちは、居酒屋じゃないぞ」

「す、すみません」

　たまに、【アトリエール】を小料理屋とか食事処どころなんて勘かん違ちがいされるが、工こう房ぼうとしてプレイヤーの応おう援えん・サポートに徹てつするお店だ。

　それも殆ほとんどが、俺の趣しゆ味みと何となく取得した生産センスのためである。

　時には、薬くすり師しとして【調薬】し、必要なら【料理】も提供する。あまり大っぴらにはしていないが、【彫ちよう金きん】や【錬金】、【合成】なども扱あつかっている。何でも屋とも言えるが、本業は、やっぱりポーションなどの薬師である。

　終わった後の料理を話し合っている間に、お店へと近づいていく。

　第一の町の南側の閑かん散さんとした中にある小さなお店である【アトリエール】の前に一人のプレイヤーが待っていた。

　店の中へと入る様子もなく、またこの男性プレイヤーの顔には見覚えがない。

　訝いぶかしげな表情で男性プレイヤーを見ながらお店に近づくと、向こうがこちらに気がついた。

「すみません。あなたがこの店のプレイヤー・ユンさんですよね」

　丁てい寧ねいな言葉遣づかいだが、断定的な言い方からして事前に俺の事を知っているのだろう。

「そうだけど……何か用か？　アイテムが必要なら店員のキョウコさんに聞いてくれ」

　面めん倒どうそうな相手なので、用件を喋しやべる前に店の奥に逃にげ込もう、と画策するが、強引かつ一方的に、店の前で用件を言ってくる。

「ユンさん、俺たちのギルド【グリーン・フォール】に加入してくれませんか！」

「断る。帰れ」

　ばっさりと取り付く島もない俺の拒きよ絶ぜつに、数秒ほど何を言われたか理解できずにいた男性プレイヤーが、徐じよ々じよに意味を理解していく。話だけでも聞いてくれ、といった視線を送ってくるが、視線を合わせない。暗に拒絶する。帰れ、話しかけるな、邪じや魔まするな。と。

「他人のギルドに興味ない。客じゃないなら帰れ」

「そこを何とか！　今は中規模ギルドですけど、ユンさんみたいな有名プレイヤーが入れば、知名度も上がります！　それに、みんな戦闘職が多くてやる気もある！　今は【ヤオヨロズ】の天下ですけど！　いつか俺らのギルドがＯＳＯ最大のギルドになります！」

　一方的に捲まくし立てる男性プレイヤーを内心冷めた目で見ている。後ろに着いて来ていたミュウたちの様子を確かめるべく、視線を動かすと、表情を硬かたくして固まっている。

　全く、ミュウたちにまで不快な思いをさせやがって、と俺の心は余計に苛いら立だつ。

「──ですから、ギルドへの加入をお願いします」

「最初に、断る。って言ったはずだ」

　俺の顔をやっとまともに見て、脈がないことを知る。むしろ、マイナスだった事に気がついたようだ。

　俺の視線を受けて、たじろぐ。それでも勧誘は続く。

「……その、勿もつ体たいない。だから」

「だから何だ？　ギルドに入る意味も利点も無いのに？」

「俺たちは、常に戦闘する！　そんな俺たちの回復アイテムを作ってくれれば、調合センスのレベルが上がりやすい」

「それにメリットは感じないんだけど……もういいよ。キョウコさん、今度からこのプレイヤーには、販はん売ばいしないで。それとギルド【グリーン・フォール】の所属メンバーが来店したら、無条件で警告しておいて、『次やったら、出禁だ』って」

「はい、わかりました」

　いつの間にか来ていた店員ＮＰＣのキョウコさんに任せて、俺は【アトリエール】へと入る。

　愛あい嬌きようのある笑みを浮うかべるキョウコさんは、男性プレイヤーへのおかえりを願っている。彼もまたＮＰＣに怒ど鳴なるなどの行動なく、肩かたを落とした感じで去っていく。

「悪いな。変なところを見せて」

「い、いえ。いいんですけど……」

　俺が店のカウンターに入りそう言うと、躊躇ためらいがちに答えるルカート。何かおかしかっただろうか？

「ギルドの勧誘はいつも断ってるの？」

　カウンターの席に着いたミュウがそう質問を投げかけてくる。俺は、どう言おうか、と思案しながら、調理器具を揃そろえていく。

「まぁ、たまに、かな？　いつかバレるとは思ってたけど、夏のキャンプイベントで入賞したことがバレたり、変な二つ名つけられたりで、来るようになったな」

　レア幼よう獣じゆうである一いつ角かく獣じゆうのリゥイと空くう天てん狐このザクロも居るし、安定した生産拠きよ点てんである【アトリエール】もある。

　まぁ、他にも色々な理由はあるだろうが、俺一人ギルドに引き込めば、色々なオプションがついてくる、といった感じだろう。

「最近は、ギルド勧誘の間かん隔かくも短くなってるから鬱うつ陶とうしいんだよな」

　溜ため息いきを吐つきながら調理器具の魔ま導どうコンロに火をつけて、フライパンを熱していく。

　温まるまでの間に既に調理用に毒抜きしたミルバードの肉と何種類かの野菜をカウンター裏のアイテムボックスより取り出す。

　最近は、【料理】センスのための食材が増えたために多くの野菜をストックしてある。その中の幾つかを包丁で一口大に切り、油を引いたフライパンに肉と一いつ緒しよに入れて、塩だれを掛けて、炒める。

　その一方で一口大に切った鶏肉を串くしに刺して、焼き鳥を作り始める。

「……す、すごい……料理を二種類同時に作るなんて」

「うん？　慣れだよ。こんなの」

　野菜炒めは、六人全員に行きわたるには量は少ないが、一ひと先まず完成し、大皿に載のせて、それぞれが小皿に取り分けるセルフ形式にしていく。また、焼き上がった焼き鳥も付け合わせの葉物野菜の上に並べていく。

「ふふふっ、野菜のシャキシャキ感とタレのしょっぱさと肉の旨うま味みが……」

「……いや、それ以前に、ステータスにプラス補正がついていますよ。ＡＴＫ＋３が15分。焼き鳥だと重複はしないみたいですけど、＋２です」

「そりゃ、モンスターの肉だからな。ビッグボア程度じゃないにしても少しは底上げになるぞ」

　驚おどろき、食事を食べる箸はしを止めるトウトビに向かって、俺はそう言う。ミュウとヒノは、変わらずにパクパクと出された料理を食べ、ルカートとリレイは、ステータス強化のことは気がついているが美味しそうに食べる。驚くトウトビと一人料理を真しん剣けんに吟ぎん味みするコハク。食事の仕方一つとっても個性が出るな。と思いながら、キョウコさんに全員分のお茶をお願いし、サンドイッチ用の肉を毒抜きしていく。

「ユンさん、慣れた手つきですね」

「そうか？　まぁ、何回もやってるからな」

　どこをどう切っていけば綺き麗れいに毒を除去できるかということは、何となく理解できる。これも一種のセンスによるアシスト効果なのかもしれないが、あまり気にせずに、次々と焼き鳥を作っていく。

　しばらくして、全員が満足し、余った焼き鳥を持って帰ることになった。

「ごちそうさま。また、食べに来るね！」

　そう言って、ミュウたちは、ワイワイ話しながら【アトリエール】を出ていく。

「全く、料理はいつも作るわけじゃないんだぞ。まぁ、気が向いたらな……。次もあるかも──」

　今回で、下準備しておいたミルバードの肉が減ったために、纏まとまった時間が取れる今のうちに毒抜きをする。

　もう、フィールドでの素材採取や雑ざ魚こＭＯＢ狩がり、アイテムの作成などをしている時間はないために、細々とした生産の下準備を始める。

「──邪魔するぜ」

　俺が、アイテムボックスから未処理のミルバードの肉を取り出している間に店の前に誰だれかが来たようだ。振ふり返ると、暗色系の軽装備で身を固めた男性プレイヤーが二人。

　一人は、黙だまったまま威い圧あつ的な雰ふん囲い気きを放ち、声を掛けて来た男は、がに股またで近づいてくる。

「いらっしゃい。今、手が離はなせないからそっちの店員に用件を言ってくれ」

「用件は、お前だよ。ユンとか言ったか？　うちのギルマスが欲しがってるんだ。ちょっとギルドに入ってくれねぇか？」

「断る」

　男と顔も合わせずに、拒きよ否ひする。

「おめぇ、誰に喧けん嘩か売ってんだ？　俺たちは、ＰＫプレイヤー・キラーだぞ」

　男が腰こしのレイピアを引ひき抜き、自らをＰＫと名乗る。

　ＰＫ──プレイヤー・キル。ゲーム内の他のプレイヤーを攻こう撃げきする行こう為いを指し、またそれを行うプレイヤーはプレイヤー・キラーと呼ばれている。様々な派生形が存在しているが、ＯＳＯでは滅めつ多たにいない存在だ。なによりメリットが少ないのが理由の一つになるのだが……

「何黙ってんだよ！　すかした顔しやがって！」

　ＰＫを名乗る男が激高し、カウンターにレイピアを突つき立てる。それも、積み上げられたミルバードの肉ごと突き刺さして。黙って入り口に立っていた男もまた武器を抜ぬき、こちらに向けてくる。

「なんのつもりだ」

「はっ！　ただのギルド勧かん誘ゆうさ！　まさか、断らねぇよな」

「もう一回言う。断る」

　俺の言葉に額に青筋を浮かべる男。だが、こっちとしてはどうでもいい。

「面めん倒どう事ごとはごめんだ。とっとと帰ってくれ」

　俺の一言に、切れた男がカウンター越ごしに手を伸のばしてくる。

　俺は、胸むな倉ぐらを摑つかまれて、無理やり引き寄せられる。胸倉を摑まれる苦しさに顔を顰しかめる。

「お前、チョーシ乗るなよ。俺たちをただのＰＫだと思うなよ。【フォッシュ・ハウンド】のＰＫを動員して、さっきいたあの女どもを執しつ拗ように狙ねらってやるよ」

　別に、自分に何をされようが構わないが、こいつはミュウたちを狙うことを口にした。

「……許せないな。うちの知り合いを狙う。なんてことを口にするなんて」

　今まで邪険に扱あつかっていたが、こいつは敵だ。俺は、胸倉を摑まれた状態で男の目を見て、睨にらみつける。

「あん？　なんだよ、その目は」

「店にミュウたちがいたことを知ってるってことは、どこかでこっちを見てたんだろ？　人が居ないタイミングで来るなんてそんなことだろう。と思ってな」

　相当、俺自身が怒おこっていたようだ。思ったことをそのまま口に出して挑ちよう発はつしてしまったために、胸倉を摑む力が強められ、床ゆかから足が浮く。

　流石さすがに、苦しさに余よ裕ゆうがなくなった時、店の中を強めの風が駆かけ抜ける。

「こっちが美う味まそうな話を聞いて来てみれば、無ぶ粋すいな連中が居るな」

　鋭するどい打だ撃げきが俺を摑む腕うでを打ち、その衝しよう撃げきで放された俺は、倒たおれるようにカウンター内側の床に座り込む。

「この、これは……」

　カウンターに摑つかまり、のろのろと立ち上がると、既に店に来ていた二人の男が店の外に排はい除じよされていた。

　それも片方は、呻うめき声を上げて打ち据すえられた腹を押さえ、もう一人は、周囲に待機した十数本の氷の槍やりを見て、表情を硬かたくする。

「ほら、邪魔だから行けよ」

　手の平を下に、しっし、と振って、犬いぬ猫ねこでも追おい払はらうようにするワインレッドの髪かみをした女性。

「くっ……。おい、行くぞ！」

　硬い表情で茫ぼう然ぜんとしている男に声を掛かけて、覚おぼ束つかない足取りで去る男たち。降参、覚えてろー、とかの捨て台詞ぜりふはないんだ。内心、残念に思っている俺は、意外と余裕があったらしい。

　そして、騒さわがしいギルド勧誘のＰＫたちが去った後、二人の名前を口にする。

「──ミカヅチ。それにセイ姉ねぇも」

「ああ、覚えていてくれて光栄だな」




　　　　●




「かぁ！　やっぱり、酒につまみがあるとなお旨うまいな！」

「未成年に酒の味を語るなよ。全く」

　俺を助けてくれたのはセイ姉ぇとミカヅチだった。ちょうど【アトリエール】を訪れた所で悪質なギルド勧誘を追い払ってくれたのは有難いが、お店に来た理由が……

「妹ちゃんが焼き鳥を持ってたからな。食べに来た！」

　臆おく面めんもなく言い切り、今目の前で自前の酒を片手に焼き鳥を食べている。

「それにしてもユンちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？」

「……大丈夫じゃないな」

　あそこまで露ろ骨こつな脅おどしを実行されてしまえば、知人・友人に迷めい惑わくを掛けてしまう。

「はぁ、ほんとどうするかな」

　ＰＫが挑発したようにミュウたちがＰＫに負けるとは思わないが、迷惑を掛けるならいっそＯＳＯを止やめてしまうのも一つの手段だろう。

「なにを悩なやんでるんだよ。こういう時は、年長者に相談するもんだぞ」

「酔よっ払ぱらいにする相談かよ」

　焼き鳥を次々と焼きながら、そう口にするが、どうせ自分一人でも結論は出ないと思い、相談する。

「ギルドの勧誘も最近多くて鬱陶しいんだよな。それにさっきのような奴やつらにも目を付けられたみたいだ」

「少し落ち着くまで時間が必要かもしれないわね」

　セイ姉ぇの相あい槌づちに頷うなずく。そもそも俺がギルド勧誘を断る理由は、メリットがないからだ。

「俺は、【生産ギルド】で必要なことが足りてるんだよな。素材の収集とか、販はん売ばい先とか」

「あそこは、ギルドメンバー以外も平等に扱うって話だからな。うちのギルドの生産職たちもギルドを乗り換かえずに、生産活動が楽しめるって喜んでた」

　焼き鳥を片手に、そんな話を聞いたという風に答えるミカヅチ。

「そうなると、あれだな。しばらく人の少ない場所に行くか、店に顔を出さないかだな」

「それは──雲くも隠がくれってことか？」

　疑問で返す俺に、ミカヅチが焼き鳥を咀そ嚼しやくしながら頷き返す。

「そうそう。まぁ、落ち着いた頃ころにひょっこり店のカウンターに立っていればいいんじゃね？」

　食べ終わった焼き鳥の串をぷらぷらさせて、お酒を一口呷あおるミカヅチの言葉に、視界が開けるような気持ちになる。

　別に、お店を中心に活動する必要はない。店を持つ前なんて、あっちこっちとふらふらしていたのだ。その頃に戻もどったと思えば何でもない。

「それいいな。そうなると何が必要なんだ？」

「もしも雲隠れするなら、二つのアイテムが必要だな。嬢じようちゃんは、今動かせる所持金ってどれくらいだ？」

「今動かせるお金っていうと……80万Ｇくらいかな？　生産設備の更こう新しんとか、店の維い持じ費に使うから本当はもう少しあるけど……」

「上々だ。まず一つ目のアイテムは、【ミニ・ポータル】っていうアイテムだ。聞いたことはないか？」

「確か、ギルドホームとかに設置するあれだよな。簡易ポータルとか」

　エリア転移用オブジェクトであるポータルとほぼ同様の効果を持つ【ミニ・ポータル】は、ギルドなどの団体向けアイテムであり、自由に指定箇か所しよに設置できる。

「【ミニ・ポータル】があれば、店の中からでも自由にエリア移動できる。店から外に出る時に見つかる心配もないし、万が一別のポータルを見張られても、店の見えない位置に戻ってくれば、監かん視しは撒まける。後は、そうだな……副次的な効果で【ミニ・ポータル】での転移に気付いた奴は、嬢ちゃんが既すでにどこかのギルドに所属している。と思うだろうな。まさか、個人で所有してるとは思わないだろ」

　くくくっ、と人の悪い笑みを浮うかべるミカヅチ。確かに、自由に【アトリエール】に帰き還かんできるのは魅み力りよく的ではある。

「けど、あれって確か１００万Ｇだったよなぁ。お金が足りないじゃん」

「そうだな。雲隠れするには後、20万必要だな。それとセイは、あれ持ってるか？」

「あれって、【暗者の泥でい土ど】？　持っているわ」

　セイ姉ぇは、メニューを操作し、自分の手元に小さな小こ瓶びんを取り出す。小瓶の中には黒い泥どろのような液体が入っているようだが、何もしていないのに微び妙みように振しん動どうしているのがなんとも気味が悪い。

「……これを飲めと？」

「違ちがうよ！　これは強化素材の一つで【暗者の泥土】ってアイテムなの。防具に使えば、ＭＯＢからのヘイト値の上じよう昇しようを抑おさえる効果と感知エリアの減少効果が得られる。他にも、アーツやスキルの発動を感知する【看破】【第六感】【見切り】などのセンスに対して、予備動作を察知され難にくくする──ってのが【認識阻そ害がい】で得られるんだよ」

　ヘイト値の上昇抑よく制せい、ＭＯＢの感知エリアの減少は、ソロ・後衛向けの効果だろう。

　ヘイト値が上がらなければ、こちらへの攻撃の優先度は低く維持できる。

　ＭＯＢの感知エリアの減少なら、一対一の場面を作り易やすく、戦わないまでもエリアの探たん索さく時には有用な効果だ。

　なによりプレイヤーとの戦せん闘とうでスキルを感知されずに発動できるということは、奇き襲しゆうや不意打ちに有効で、敵が混乱してくれれば逃とう走そうの成功率が上がる。

「ありがとう。セイ姉ぇ……」

「おっと、嬢ちゃん。何事もタダで得ようなんて思ってないだろうな」

「私は、そのまま渡わたしても良いんだけど」

　俺が、セイ姉ぇの置いた小瓶に手を伸ばしかけると、ミカヅチが止めた。セイ姉ぇの方を見ると苦笑いしていた。

「嬢ちゃん。そう身構えんなって、別に取って食おうって訳じゃないんだから」

「いや、だから嬢ちゃん言うなよ。俺は男だ」

　いつものように男であることを主張するが、空になった皿を突き出されて、渋しぶ々しぶ焼き上がった焼き鳥を載のせていく。

「あっ、持ち帰り用に包んでおいてくれ」

「これは、助けて貰もらったお礼。助けて貰ったお礼……」

　俺は何度も繰くり返し呟つぶやき、ミカヅチへの不満を押し込める。

「……それで、ミカヅチは何が欲しいんだ？」

「そう焦あせるな。まずは整理しよう。ユン嬢ちゃんが必要なのは、足りない資金の残り20万Ｇと【暗者の泥土】だ。これだけあれば、十分に雲隠れの準備は整う」

　ミカヅチが考える雲隠れプランには、それだけの物が足りないようだ。そして、それをミカヅチたちが持っている。

「じゃあ、今度はこっちの番だ。ギルド【ヤオヨロズ】では、現在【迷宮街】のノーマルダンジョンを攻こう略りやく中だ。敵ＭＯＢのスペック自体は低いが、状態異常バツドステータスを多用してくる。これを乗り越こえたい」

　真しん剣けんな目で真っ直ぐ俺を見つめてくるミカヅチに疑問を投げかける。

「攻略したい、って。攻略すればいいだろ」

「【混乱】や【魅み了りよう】の状態を一度に回復する、万能薬はないだろ？　結構キツイんだよ」

「でもないよりはマシだろ」

「まぁな。けど回復魔ま法ほうで代用できるんだ。それなりに効果の高いポーションを出してくれるだろ？」

　俺とのやり取りを、酒を飲みながら楽しそうにやっているミカヅチ。このやり取りも悪くはないと思う。

「なら、店に置いてない奴を出すよ。数は多くないけど種類はあるから」

　毒を始めとした八種類のＢＳバツドステータス回復のポーションなら、少数ある。

　最初期に作った弱い解毒ポーションは、70Ｇだが、それは回復量が低い奴で、そこから一段階回復量が上がる毎ごとに値段も上がる。

　ワンランク上がる毎に値段は数倍となり、【解毒４】のポーションは、７０００Ｇから１万Ｇが大体の相場となる。だが、こいつを作るために解毒ポーション×10個を【錬金】センスの【上位変へん換かん】スキルでワンランク上のポーションにしているために、かなりロスが大きい。

　だから、手て頃ごろな値段のポーション以外は、あまりお店の商品としては表に出していない。

「それなら10万Ｇ分くらいは出すな。じゃあ、次だ。毒薬はあるか？」

「……お前。誰だれを毒殺。いや暗殺？」

「失礼なこと言うな。これは対策の一つだよ」

　胡う乱ろんな視線をミカヅチに向けると、困ったようにセイ姉ぇが助け舟ぶねを出す。

「今回は、状態異常バツドステータスを起こす毒薬を使って耐たい性せい系センスを強制レベリングするためね。安全に弱いＭＯＢのＢＳ攻こう撃げきを待つよりも確実だからね」

　毒を服用し体を慣らして、耐性を高める──それってどこの忍にん者じやの修行だよ。とツッコミを入れそうになる。

「まぁ、あるけど。ＢＳ回復のポーションと同様、種類が多いぞ」

「なら精神系に分類される怒いかり、混乱、魅了の三種類だけを頼たのむ。これなら高いＭＩＮＤのステータスと耐性センスを組み合わせて厄やつ介かいな奴だけは防げる」

　ミカヅチの言葉を聞きながら、なるほど。と感心する。

　身体系の状態異常バツドステータスは、毒、麻ま痺ひ、眠ねむり、気絶の四種類。これらは、ＤＥＦのステータスである程度まで防げる。

　精神系の状態異常バツドステータスは、怒り、混乱、魅了、呪のろいの四種類。ミカヅチが言ったように、魔法防ぼう御ぎよのＭＩＮＤのステータスが対応している。

「じゃあ、ＢＳ回復ポーション10万Ｇに状態異常バツドステータス薬が10万Ｇな。状態異常バツドステータス薬の方は、１個当たり高いぞ」

　俺は、夏のキャンプイベントで採取した各種毒草を【アトリエール】裏手の畑で栽さい培ばいしているために数を揃そろえているが、状態異常バツドステータス薬はレアなのだ。

　回復ポーションと比ひ較かくしても高いために、今回は種類を絞しぼった。

　だが、腑ふに落ちない点がある──

「ＭＯＢのＢＳ攻撃だと効率が悪い。って言ってたけど、別に薬に頼たよらなくても、モンスターの肉とか特定部位でも代用できるだろ」

　俺は、カウンター裏のアイテムボックスから秘蔵のポーションを取り出していく。

　低い位置にあるアイテムボックスから取り出すために外した視線が再び、セイ姉ぇとミカヅチに向くと、二人はどこか苦々しげな微妙な表情をしている。

「あれは、嫌いやな事件だったな」

「ええ、まさかあんなことになるなんて」

「えっ、なに!?　何があったんだよ！」

　俺が狼狽うろたえながらも、二人に尋たずねるが、何故か生温かい目と見守るような慈じ愛あいの表情でこちらを見るだけで何も言わない。

「なんか、怖こわいんだけど！　何があったの！　セイ姉ぇ！」

　その後は、セイ姉ぇとミカヅチの二人は決して内容を語らずに、俺の恐きよう怖ふ心しんを煽るだけ煽った。




　　　　●




　セイ姉ぇとミカヅチが【アトリエール】を訪れた二日後、クロードとは都合がつかずにすぐに会えなかったが、その間に【ミニ・ポータル】だけは購こう入にゆうして【アトリエール】の工こう房ぼう部に設置した。

　気を利きかせて付つき添そってくれたセイ姉ぇと【ミニ・ポータル】の購入のために町中を歩く以外には、工房部の外には出ずに、ログイン中は本を読むか、幼よう獣じゆうのリゥイとザクロと延々と戯たわむれるか、後はポーションや料理を作って過ごしていた。

　そして、クロードとのアポイントメントが取れた現在、【生産ギルド】の一室を借りて向かい合っている。

「すぐに対応できなくてすまんな。悪質なギルド勧かん誘ゆうやＰＫに狙ねらわれたそうだな」

「まぁ、そうだな。あんまり実感ないけど」

　自分のことながら、吞のん気きに構えているな。と思いつつも、どうしても実感が追い付かない。

「しばらく雲くも隠がくれをしたいからその準備中という話は聞いている。ギルド勧誘の話は、一部、俺たちの方にも原因がないわけでもないからな。可能な限り、手を貸そう」

「どういうことだ？」

　いきなりのクロードの発言に首を傾かしげると、ユンも間接的には関わっていることだ。と前置きをしてからクロードが話しだした。

「この【生産ギルド】の設立で、ギルドを作るための【ギルド証】の値段が高こう騰とうしたのを覚えているか？」

「ああ、資金が用意できずに俺たちが取りに行ったからな」

　つい最近の出来事を思い出しながら、それが今回とどう関わるのか、首を傾げる。

「値段が高騰しても、いつかは正常に戻もどる。買い占しめていた【転売ギルド】がこれ以上の利益を出せないと判断して、集めた【ギルド証】を投げ売り。その結果、値段は暴落し、中小規模のギルドが乱立する今の状じよう況きようになっているんだ」

「ああ、だから少しでも他よりも規模を大きくするためにギルドへの勧誘が盛んなのか。そんなの仕方がないことなのに間接的だなんて、律りち儀ぎだな」

　全く、言わなきゃ分からないのに。と溜ため息いきを吐つき、だが手を貸して貰えるなら貰うとしよう。

「それじゃあ、防具をこの【暗者の泥土】で強化してくれるか？」

「分かった。なら代わりの服を──「最初期の服が残ってるからいい」──ちっ、上う手まく逃にげ道を作ったな」

　毎度毎度、クロードの口車に乗せられてコスプレさせられて堪たまるか。

「仕方がない。ついでに防具の方も素材をグレードアップして強化しておくぞ」

　俺は、装備を切り替かえて、オーカー・クリエイター一式と【暗者の泥土】をクロードに渡す。

「手直しするのには、時間がかかる。そうだな。三日後の午後、でいいか？　それとイベント関連で頼みたいことがあるんだ。これに対する報ほう酬しゆうも勿もち論ろん出る」

「別に急いで雲隠れする訳じゃないから急がなくてもいいぞ。それで、頼みたいことって何だ？」

　俺に頼むようなことがあるのだろうか。あるとすれば、リーリーに話した幾いくつかのレシピに関して、だろう。

「ユンには、【除じよ虫ちゆう香こう】と【花火】を作成して貰いたい。リーリーから【除虫香】のレシピは知っていると聞いたから、【花火】のレシピだけ渡しておく」

　クロードがインベントリより取り出した一枚の紙を受け取り、目を通す。

　ジョークアイテムの【花火】だが、必要素材の種類が多い反面、実用性が低いものだ。

「これはまた【黒こく爆ばく石せき】【燐りん魂こん結けつ晶しよう】【強酸性ゼリー】【蛙かえるの胃い袋ぶくろ】と……なんでこんなアイテムが必要なんだよ」

「一つは、生産ギルドが行うイベントの開幕に打ち上げようと考えている。魔法を空に打ち上げるだけでは、ファンタジー色が強すぎるのでな。逆に普ふ通つうの物を、と思ったんだ。【除虫香】は、リーリーが企き画かくしたメインイベントで必要になるそうだ」

「【除虫香】は一部実用性があるけど、【花火】みたいなジョークアイテムのレシピって実用性がない割に、中々見つからないだろ？　よく見つけることができたな」

「ユンはまだ見てないのか？　キャンプイベントの本の一つにジョークアイテム集があるんだぞ」

　夏のキャンプイベント中に特定ＭＯＢがドロップするアイテムに本があった。

　それらは、全て読めている訳ではない。俺の【言語学】のセンスはまだ15と低く、読めない本もある。

「納得した。それじゃあ、【除虫香】と【花火】の作成は、引き受けるよ。他にイベントの企画とかに必要なアイテムはあるか？」

「そうだな。今は特に思いつかないが、万が一必要になる可能性もあるからできる範はん囲いで素材を集めて貰もらえれば好きにしていい」

　生産ギルド主しゆ催さいのイベントは、二日間に掛かけて行われる予定だ。

　プレイヤーが露ろ店てんや屋台を出してアイテムを商売する──自由市いち。

　特設ステージで各おの々おのが好きにパフォーマンスを繰くり広げる──ステージショー。

　ギルド会館内部で行われる商品の競せり──オークション。

　戦せん闘とう職・生産職問わず、プレイヤー同士が戦い合う──Ｐプレイヤー・Ｖバーサス・Ｐプレイヤー大会。

　その他にも細々としたイベントや当日解禁の目玉イベントも開催されるらしく、見ているだけでも楽しめそうだ。

「それじゃあ、俺はそろそろ行くな」

「それなら、雲隠れする前に一度マギに会ってこい。今は、町の西門の外に居るから」

「西門？　なんでそんな所に？」

　特に目ぼしい鉱石はないし、なによりクロードの所有するダンジョンで収集できる素材は、布や革系の素材が大半だ。

「ＰＶＰの参加者のスカウトだ。探たん索さくに不向きな夜の時間帯を使って、戦闘センスのレベルを上げるために、自主的にＰＶＰをやっているんだ」

「わかった。行ってみる」

　クロードに言われて、ギルド会館の一室を後にする。改めてギルド会館内部の広さを観察しながら、建物の外に出る。

　外では、人工的な明かりを灯ともすランプや松たい明まつが町の中を仄ほのかに照らし、頭上を見上げれば、夜空の星が良く見える。

　第一の町のほぼ中央の位置から西門へと向かえば、門の外には、明かりの無い世界が広がる。だが、光のないはずの平原の一角では、頭上に幾つもの光球が打ち上げられ、広い範囲でプレイヤーたちが武器を構え、互たがいに打ち合っている。

「あれ？　ユンくん？　どうしたの？　それに、なんでその装備!?」

　俺が探していたら、マギさんに先に見つかり声を掛けられた。

「こんばんは。こっちに居るって聞いて来ちゃいました。それと装備は、クロードに強化を頼むために預けました」

「そうなんだ。けど、クロードに変なことされなかった？」

「ええ、代用の装備を渡わたされそうになったから、この初期装備を持ってきたんです」

　遠い目で答えるとマギさんが、あはははっそれ正解だよ、と乾かわいた笑い声を上げる。

「マギさんは、確かＰＶＰのスカウト？　でしたよね」

　クロードから聞いた話を思い出しながら、尋ねる。

「そうだよ。夜になると光がないじゃん。ユンくんみたいな【鷹たかの目】による暗視能力とか【光属性才能】を取得して光を確保する方法は、全員がやれるわけじゃないからね。そうなると夜の時間をプレイヤー同士でのＰＶＰに当てる人たちがいるのよ」

「へぇ、そうなんですか」

　目の前で、プレイヤー同士が一対一での戦闘を繰り返し、自身の戦闘技能を磨みがいている。

「だからイベントの宣伝とＰＶＰ大会の参加のお願いに来たのよ」

　感心しながら、マギさんの話に耳を傾かたむける。

　その場のノリで参加してくれるプレイヤーは居るだろうが、事前にある程度数を集めないといけないことやプレイヤー同士の横の繫つながりによる宣伝という意味もあるそうだ。

「だから、地道な活動なんだよね」

「頑がん張ばってください。こっちもクロードから頼たのまれたことがあるのでそっちで協力しますよ」

「あっ、それってリーリーの考えた企画だよね。リーリーが凄すごい楽しみにしてるからお願いね」

「分かりました。それでは、失礼します」

　マギさんに頭を下げて、この場を去ることにする。何やら去り際ぎわにこちらを見ていた男性プレイヤーたちの小声が気になる。

「おい、あれって【保母さん】だろ。けど、なんだって初期装備なんだ」「なんでも装備の強化に出してるみたいだな。俺は、いつものホットパンツが好きだな。綺き麗れいな足を拝めるから」「馬ば鹿かっ、初期装備の丈たけの短い上着から見えるお腹なかまわりがいいんじゃねぇか」「初期装備のダサさが逆に原石少女っぽくていいんだよな。俺もあの格好は好きだぞ」

　なんて、駄だ々だ漏もれの欲よく望ぼうは聞こえないったら聞こえない。

　マギさんが背後で赤黒く明めい滅めつを繰り返す戦せん斧ふを取り出し、肩かたに担かつぐように構えた。

「あんたたち！　うちのユンくんをそんな嫌いやらしい目で見てんじゃ、ない！」

　重厚感のある戦斧を振ふり回し、欲望を垂れ流したプレイヤーを追い回すマギさんとそれから逃げる集団。

　マギさんは、怒おこっているような声を出すが、顔が完全に笑っており、途と中ちゆうからからかうようなチェシャ猫ねこのような笑いを浮うかべていた。

　その様子は、完全に鼠ねずみを嬲なぶる猫。

　またそれが分かっているプレイヤー側もＰＶＰの息いき抜ぬきで悪乗りしている。

「全く……さて、俺は【アトリエール】に戻るとするか」

　背後で一人マギさんの戦斧に捕つかまり宙を舞まうが、気にせず、その場を後にするのだった。
















　　　三章　トレントと錬金ＭＯＢ







「ふぅ、今日は何して過ごすかな」

　窓を開け、涼すずしい風を部屋の中に取り込みながら、サンダルで庭に出る。

「お兄ちゃんは、休日だけどＯＳＯにログインしないの？」

「周りが騒さわがしいからな。ログインしてもしばらくは、人の多い所は避さけるかな」

　ソファーに座って携けい帯たいゲームをしている美み羽うにそう言い返しながら、秋晴れの空の下に洗せん濯たく籠かごを運び、洗濯物を干していく。

　休日は、掃そう除じ、洗濯、食事の準備と家事をするが、やることにも限りがある。

「まぁ、ログインして本を……あー、そう言えば今ある本、読み終わったんだよな。図書館に出向かないと。でも、人通りのある所を通らないと、本借りられないな」

　そう呟つぶやくと、居間のソファーからこちらを見ている美羽が不ふ機き嫌げんそうに頰ほおを膨ふくらませる。

「ずっと部屋に籠こもりっ放しなんて、精神衛生上よくないよ！」

「いや、ゲームする時、部屋で寝ねてるだろ。ＶＲギア着けたまま。それと変わらないだろ」

「違ちがうよ！　広い森や平原を歩くだけで気分がリフレッシュできるのに！　なんで、自分の部屋よりも薄うす暗ぐらい場所に籠っているの！　お兄ちゃん、少しは外出しなよ！」

「そうだな。そろそろ味み噌そが切れそうだから、買い足しておくか」

「また買い物の話！　自分のために時間を使いなよ」

　美羽が心配してくれるのは、ありがたいが、これと言ってやることもない。

「全く。じゃあ、午後にでも買い物ついでに本屋でも寄るか」

　気を遣つかわせたかな、と美羽に目を向けると、不思議そうに小首を傾かしげて再び携帯ゲーム機に目を落とす。

「それじゃあ、俺は食後に出かけるから。何か欲しい物はある？」

「それじゃあ、パウンドケーキとかのお菓か子し！」

「了りよう解かい」

　洗濯物を干し終わり、空の洗濯籠を持って家の中に戻もどる。

　台所に掛けてあるエプロンを取り、慣れた動作でそれを着けながら、美羽に昼食のリクエストを聞く。

「お昼はなにがいい？」

「グラタン！　チーズたっぷりで食べたい！」

「はいはい。じゃあひき肉とトマトソースのグラタンでいいか？」

　冷蔵庫から食材を取り出して、準備をしていく。炒いためたひき肉と玉ねぎにホールトマトを加えて水分を飛ばし、硬かためにゆでたマカロニと混ぜて、器うつわに入れ、上からトマトソースとホワイトソース、チーズを掛けてオーブンで焼く。

　グラタンは、一品料理で作るのは楽だが、その分夕食を多く作らないと満足しないだろう。何を作るか、と頭を悩なやませていると美羽が思い出したように声を上げる。

「そうだ。今日ね。お父さんとお母さん、早く帰ってくるから夕飯の準備はしなくていいって」

「それは、楽ができるな。そうなると鍋なべかな？」

　なら、彩いろどりや量など気にする必要はない。家事で考えることがなくなると、いよいよ以もつて暇ひまになる。

　準備できた昼食をテーブルに並べて、美羽と一いつ緒しよに食べる。

　食べ終わった食器を片付けてから、俺は手早く着き替がえて、借りていたゲームを持って家を出る。

「本と食料品なら、ちょっと遠いけど駅前のデパートに行くか」

　俺は、交通機関を利用して、外出する。本や食料品の他にも適当に色々なものを見ながらデパートの中を回っていると、見知った姿が目に入る。

　相手もこちらに気がついたのか、会え釈しやくしてくる。

「こんにちは、峻しゆんくん」

「こんにちは。遠えん藤どうさんも、お買い物ですか？」

「本を買いに来るついでに少しお菓子でも、ってね」

「うちは、休日に家の中にいるのは不健康だからって追い出された」

　遠藤さんは俺の言葉に、どこも同じよね。とクスクスと小さく笑い、俺も苦笑を浮かべる。そして彼女は、何かを探すように視線を彷徨さまよわせている。

「どうしたの？　何か探してるの？」

「えっ？　いや、いつも巧たくみくんが一緒にいるから今日はいないのかな、と思って」

「今いま頃ごろは、家でゲームでもしてるんじゃないかな？　あいつ何気に廃はい人じんだしな。誰だれかとパーティーでも組んでるかも？　友好関係は広いからな」

　俺の言葉に、容よう赦しやないわね。とクスクスと笑う遠藤さん。

「そう、いないのね。じゃあ、やっぱり一人？」

「うん。妹に美お味いしいお菓子を頼まれたんだ」

「妹さんと仲がいいわね」

「うん。まぁ悪くはないかな？　それでパウンドケーキとかで遠藤さんのオススメがあったら教えてほしいんだ」

「それなら、私がいつも買っているお店があるわ。味は保証するわ」

　遠藤さんに案内されたお店は洋菓子専門のチェーン店で、小分けで包装された商品が並んでいる。

「パウンドケーキならここが美味しいわ。私は、ドライフルーツやブランデーの香かおりが強いしっとり系が好きね」

「そっか。俺は、どれにしよう。美羽の好みも考えると……」

　うーん、どれも美味しそうなんだよな。と悩む。

　遠藤さんが勧すすめてくれたドライフルーツとブランデーのを二個。他に、レモンを練り込んだ柑かん橘きつ系とシンプルなパウンドケーキ、それから紅茶味を数個ずつ選び、紙かみ袋ぶくろに入れて貰もらった。

「これだけ買えば、味を覚えるし、再現する時の参考になるかも。うん」

「峻くんは、いつもお弁当を作ってきているのは知っているけど、お菓子も作るのね」

「一応、美羽が食べたがった時に、ある材料で作れる程度には」

　ただ、最近は、ＯＳＯの方で素材、もとい食材が簡単に揃そろってしまうので、どんどんと料理の要求レベルが上がっている気がする。

「そうなんだ。けど、これだけの種類を自分で作るとなると材料費が掛かかるわよね」

「その辺は大だい丈じよう夫ぶかな。ＶＲで練習だけなら気軽にできるから。あとはレシピとかも調べないと……ネットで探せばあるよね。って、何か変だった？　顔をじっと見て」

「う、ううん。なんだか楽しそうだな。と思って聞いてたわ。今度、峻くんの作ったパウンドケーキ食べてみたいわね」

「売り物よりは上手くないけど、できたらお裾すそ分けするよ」

　遠藤さんの希望を安やす請うけ合いしてしまった。だが、特に問題はないし、ＯＳＯの方で何度か練習して、味と手順を覚えてから作ったものを渡わたそうか、と今の内に算段を付けておく。

「それじゃあ、また学校でね。さようなら」

「さようなら、遠藤さん」

　柔にゆう和わな笑みを浮かべて、軽く頭を下げる遠藤さん。

　その後ろ姿を見送り、ほっと息を吐はき出す。

「丁てい寧ねいで責任感があって、納得のクラス委員って感じ。俺の作ったお菓子を食べてみたいとかお世辞でも嬉うれしいな」

　けど、巧のことを探した。ってことはやっぱり巧のことを意識しているのか？

　まさか、巧に春の予感が!?　と一人その光景を想像して、ニヤニヤ顔がなおらぬまま家に帰る。

　おやつに丁ちよう度ど良い時間で、美羽と一緒に、買って来たパウンドケーキの何種類かを食べ比べする。

「お兄ちゃん、なんだか嬉しそうだね。いいことあった？」

「何なんにもないぞ。それよりこのパウンドケーキ、人に勧められたんだけどおいしいな」

　遠藤さんに勧められたケーキを味わいながら、自分でも機き嫌げんがいいのを感じる。

　不思議そうに首を傾げるもパクパクとお菓子を食べる美羽。

　その後買って来た本を読んで、お菓子のレシピを調べて一日を過ごし、ＯＳＯにログインしたのは、寝る前の短い時間だった。

　日課である【アトリエール】の売上と在庫管理。そして、翌日のＮＰＣのキョウコさんへの指示を残して、ログアウトする。

　キョウコさんへの指示に、お菓子用の材料の購こう入にゆうを追加しておいた。




　　　　●




　クロードに防具を預けた三日後の午後のこと。きっちりと時間通りに強化を終えた装備が届いた。委い託たく販はん売ばいの商品を渡しに行ったＮＰＣのキョウコさんに持たせてくれたのだ。





ＣＳ[image: なんばー]６オーカー・クリエイター【外着】

ＤＥＦ＋29　追加効果：ＤＥＸボーナス、自動修復、認識阻そ害がい






　追加効果は、外着に付けられており、預けた防具の全てがより上位の素材を使って強化されている。

　オーカー・クリエイターのない数日は、生産活動をしても一割、二割の確率で失敗、もしくは生産アイテムの品質低下が見られたために、【ＤＥＸボーナス】の効果の大きさを実感した。

「それにしても、この狭せまい工こう房ぼうに引き籠っていても、騒がしさは変わらないとはな」

　実は、俺の不在中の出来事として【アトリエール】の店てん舗ぽ部に複数パーティーのプレイヤーたちが一度に詰つめかけた。

　彼らは【フォッシュ・ハウンド】のギルドを名乗り、前回失敗したギルド勧かん誘ゆうの続きをしに来たそうだが、明らかに威い圧あつ行こう為いだろう。少し、店の方がうるさいな、と思いながら、俺はひんやりと冷たい石の床ゆかでリゥイとザクロを撫なでまわしていた。

「気がつかない俺も問題あったんだけど、他でも色々と問題行為があったんだな。あいつら」

　お店に来た知人プレイヤーがフレンド通信で連れん絡らくしてくれなかったら、気がつかなかっただろう事実を思い出しながら、即そく座ざにギルド【フォッシュ・ハウンド】のメンバー全員をお店への出禁にして、そのことをクロードに報告。

「生産職を舐なめているようね。いいわ！　全力で相手してあげる！」

　クロードからその事実を伝え聞いたマギさんは、烈れつ火かの如ごとく怒おこったらしい。

　マギさんの掛かけ声一つで生産ギルドに所属する生産職プレイヤーの殆ほとんどが【フォッシュ・ハウンド】の悪質な行為を通達。また、他ギルドから同様の迷めい惑わく行為を受けた生産職が一いつ斉せいに同調し、一部のギルドを村八分にしたために縮小の一いつ途とを辿たどるギルドが出始めた。

「ＰＫプレイヤー・キラーギルド二つに、悪質な勧誘のギルド八つが、多くの生産職から相手にされなくて、責任転てん嫁かとか、この二日の間に事態が動き過ぎだろ」

　全く、穏おだやかに過ごせないものか。と溜ため息いきを吐き、その煩わずらわしさから逃にげる為ために俺はさっそく雲くも隠がくれを開始する。

　しばらくは、幼よう獣じゆうたちと共にピクニック気分でフィールドを歩き回り、素材を集めつつ、クロードからの依い頼らいをこなそう。

　幼獣であるリゥイとザクロは、非常に目立つので、リゥイの幻げん術じゆつで二匹ひきとも姿を隠かくしてもらい、設置した【ミニ・ポータル】の前に立つ。

　いつもは下ろして、その中にザクロが入り込むオーカー・クリエイターのフード部分を目ま深ぶかに被かぶり、装備を確認する。

「よし、装備の準備は完かん了りよう。──【ミニ・ポータル】、転移」

　俺は、リゥイとザクロを伴ともない、先日登録した街へと跳とんだ。

　登録したばかりの【迷宮街】が目的ではなく、南部の湿しつ地ち帯たいにある素材が目的であり、エリアに入る所をなるべく見られないために、【迷宮街】側から入ることにした。

「さて、ここから逆行するか。【認識阻害】がどれだけ効果を発揮するかな」

　静かな湿地帯の視認できる範はん囲い内、【看破】のセンスに反応がある。

【迷宮街】側から進んで最初に出会うボスＭＯＢのダークマンはノンアクティブ化しているが、いつ襲おそってくるのか分からないために、視線を外さずに、やや足早に抜ぬける。ただ、通り抜ける時、誰にともなく小さく会釈したのは、日本人としての性さがなのだろうか。

「まずは、ソロ向けの【認識阻害】の効果がどうなのか。調べないとな。《付加エンチヤント》──アタック、スピード」

　蓮はすの葉っぱの裏や浅い泥どろ沼ぬまの中に隠れるムーア・フロッグの一団をセンスで確認し、その中の一いつ匹ぴきへと弓を引く。

　蓮の葉を貫かん通つうして水中へと突つき抜ける矢での攻撃は、ミュウたちと一いつ緒しよに戦せん闘とう訓練した時と大体同じだけ離はなれて行った。これで周囲のムーア・フロッグたちが一斉に飛び出してくる。今回は、【認識阻害】の追加効果も手伝って、計五匹だけを釣つり出す結果になる。

「敵の感知範囲の低下、が一つの効果か。あとは……」

　透とう明めい化して、姿を消しているリゥイとザクロはターゲットにされていないために俺の方へと向かってくる蛙かえるたちだが、バックステップで一気に距きよ離りを開くとその内の何匹かが動きを止めて、元の場所に戻もどっていく。

「……追つい撃げき範囲の低下かな？　まぁ、ソロなら使いやすいだろうな」

　一人呟つぶやき、更さらに距離を離すと、攻撃した奴やつ以外は全部帰って行った。いくらヘイト値を下げる効果がある、と言っても、攻撃を受けた奴は流石さすがに追ってくるようだ。

　ミュウたちとのパーティーで学んだ対処方法である──先手必勝。を実行していく。

　蛙は、体当たりや舌を利用した攻撃、水魔ま法ほうを使用する前に、息も吐つかせぬ連続攻撃で倒す。

「──《ボム》」

　弓を構えながら、下級地属性の魔法を放ち、ダメージを与あたえていく。たった一匹が相手だ恐おそれる程ではない。

　相手が接近してくる間に弓矢と魔法を併へい用ようして、なるべくダメージを稼かせぎ、近づいた所で、装備を包丁へと切り替かえて、ジャンプしての体当たりを避よける。

「何度も戦って慣れたから自然に避けられるようになったのは成長かな？」

　何度も一対一で戦わされて、体当たりを受けては悔くやしい思いをしたために、回かい避ひ技能だけは上がったようだ。

　飛び込んできた蛙の背後に回り、靴くつ裏うらで背中を踏ふみつけて、動きを止めて頭に包丁を突き立てる。さくっという手て応ごたえと共に、大きく減っただけのＨＰを見て、まだ倒していないことを確認し、更にもう一突き。瞬またたく間まに、ムーア・フロッグの姿は消しよう滅めつし、後には何も残らない。ただ──

「よし、【花火】の素材を手に入れたな」

　俺が手に入れたのは、ムーア・フロッグのドロップである【蛙の胃い袋ぶくろ】だ。

　ミュウとの狩かりの時にも手に入ったが、数は多めにあった方が生産する時の調整がし易やすい。

「このまま一匹ずつ安全に狩りながら、セーフティーエリアまで進むか。リゥイもザクロも気を付けてくれよ」

　俺は、姿を隠した二匹と共に、セーフティーエリアの方向へと敵を倒しながら、進む。

　不意打ちを主体とするＭＯＢが多いエリアで、それを見み極きわめて、先手を打つ。

　ムーア・フロッグの他に、ノンアクティブで核かくの露ろ出しゆつした黄色い平べったいゼリー状のＭＯＢ──粘ねん菌きんスライムも見つける。これも【花火】の素材をドロップするＭＯＢで【強酸性ゼリー】をドロップする。

　弓矢のような点攻撃の武器では弱点の核を狙ねらいにくいために、地属性の《ボム》を四発撃ち込んで倒す。

　このエリアでは【花火】の素材の殆どが揃そろう。それは、ＭＯＢだけじゃなくて、採取・採さい掘くつにしてもそうだ。

「おっ、あの場所、採取ポイントじゃないか。けど、粘菌スライム群のど真ん中だな」

　普ふ通つうじゃ気がつかない程度に黒い湿しめった土の露出した場所が採掘ポイントであり、その周囲には、黄色い粘菌生物が体の一部を地面に出して地中に隠れ潜ひそんでいて、そのまま苔こけのようなものを食べるために集まっている。

　全部で五匹の粘菌スライムを相手にするのに、単体攻撃魔法の《ボム》では面めん倒どうだ。強さは、同ランクのスライム種より弱めだが、やはり複数は相手にしたくない。

「マジックジェムを複数投げて、連鎖チエーンボーナスで仕留めきるか？　でも、宝石が勿もつ体たいないからな……うん？　インフォメーションが来てるな」

　ちょうど、先ほどのムーア・フロッグとの戦闘で【地属性才能】のセンスのレベルが上がり、新規の魔法を習得したようだ。

　今回のような複数のＭＯＢを相手にするには、打って付けらしい。

「一いち撃げきで倒せるとは限らないから、宝石に付加して、マジックジェムに……できないか」

　取り出した宝石は、普ふ段だん使っている中サイズの宝石だが、これでは駄だ目めだった。

「じゃあ、一撃の威い力りよくを上げて、残った奴を倒す方向で。《付加エンチヤント》──インテリジェンス」

　ＩＮＴを上じよう昇しようさせるエンチャントを自ら施ほどこし、地面に手を押し付ける。

「──《アースクエイク》」

　俺を中心に局地的な範囲で地面が鳴動し、短い間、体に揺ゆれを感じる。

　地属性の第四魔法である《アースクエイク》は、自分を中心としたポイント一帯に地じ震しんを発生させる魔法だ。

　副次効果として、地震中は、相手が軽いスタン状態になる。地中を移動するようなワームや今回隠れているムーア・フロッグや粘菌スライムなどに対して、対地特とつ攻こう性能を持っている。

　ただ、使い勝手は非常に悪い。味方にはダメージは発生しないが、揺れを直じかに感じる為に仲間の行動阻害の原因になることがある。

　また、他のパーティーが近くに居る場合には、安易に使えない。大型ＭＯＢの足止めをするにも自身を中心にした範囲であるために、実質的な効果範囲が狭すぎる。

　他、飛行ＭＯＢに対して無意味という点も使い勝手の悪さとして有名だろう。

「倒したのは、二匹か。まあいい！」

　地面に隠れた粘菌スライムは、湧わき出すように現れ、半数ほどが倒れた。初動が遅おそいので残った粘菌スライムの中心地にマジックジェムを二つほど投げ込み、爆ばく破はして倒す。

「一撃じゃ全部は倒し切れないか。やっぱり、この前センスを成長させたばかりなことと俺自身のレベルの低さが原因かな。思ったよりも魔法の威力が出なかった」

　反省すべき点は多いが、それより先に、採取ポイントを掘ほり返さないと。

　ピッケルを用いる採掘ポイントとは異なり、ここではインベントリから農作業用のスコップを取り出す。
















　採取ポイントの土をざっくざっくと軽い音を立てて掘り返すと、片手で握にぎれる程度の真っ黒な石や下級の鉱石、宝石の原石が現れた。

　先ほど使ったマジックジェムよりも多い数だったので、収支はプラスと考えていいだろう。俺の求めていたアイテムもあり、満足している。

　真っ黒な石──【黒爆石】を拾い上げて、インベントリに収めていく。

　数は、八個と少ないため、その場を離れて、別の採取ポイントを探す。

　同様の黒っぽい地面を探し、採取を続けていく。

　時に、ムーア・フロッグの群れの中にあるポイントは、やや密集気味で【認識阻そ害がい】の効果が期待できないと諦あきらめ、時に、別の採取ポイントで薬草系素材や鉱石系素材の補ほ充じゆうを行い、有意義な時間を過ごせた。

「セーフティーエリアに来たから休きゆう憩けいしよう。おいで、リゥイ、ザクロ」

　俺は湿地帯でも少し高めの位置にある地面に腰こしを下ろし、一本の樹に背中を預ける。

　ぽんぽん、と太ももを叩たたいてパートナーの幼獣たちを呼ぶと、今まで幻術で隠していた姿を現し、俺の膝ひざに頭を載のせるリゥイと手の甲こうに首筋を擦こすり付つけるザクロを俺は撫でる。

　ふぅ、と深呼吸をして息を吐はき出し、ゆったりした解放感を味わう。

　最近は、雲隠れの準備が完了するまで、狭せまく暗い工こう房ぼう部に籠こもりっ放しだった。【アトリエール】が嫌きらいな訳じゃないが、こういうソロプレイの解放感が久しぶりに嬉うれしく感じる。

「意外と精神的に疲つかれてたのかもしれないな」

　一人呟き、大きく脱だつ力りよくする。

　しばらく、意味も無くぼんやりしてからインベントリよりサンドイッチを取り出す。

　それをリゥイとザクロに食べやすいように千ち切ぎって与えながら、二匹が食べる姿を観察して、小さく微笑ほほえむ。

「あー、癒いやされる～」

　小さく啄ついばむように食べるザクロと一口で三分の一ほどを齧かじって味わうリゥイの様子を見ながら、自分のアツアツの紅茶を入れた水すい筒とうを取り出す。

　デザインがややファンタジー風だが、インベントリに入れたままなので、熱も逃にげず、砂糖を入れて甘めに作った温かい紅茶に、ほっと息が漏もれる。

「はぁ、紅茶が美う味まいな」

　人の来る気配もないために、目深に被かぶったフードを取り、髪かみの毛の間の熱い空気を外に逃がす。

　ピクニック気分でだらけている俺は、ふとセーフティーエリアの境界上に漂ただよう存在を見つける。ゆらゆらと揺れ動く黄色い火の玉がこちらにアピールするように８の字を描えがく。

「ウィスプか。ついでだし、ちょっとお裾すそ分わけでもするか」

　重い腰を持ち上げて、黄色い火の玉へと近づく。ウィスプ──正確にはウィル・オ・ウィスプというＭＯＢだ。鬼おに火びや人ひと魂だまなどのゴースト系のＭＯＢだ。

　火の色によって、喜き怒ど哀あい楽らくを表し、喜びの緑色、怒いかりの赤、哀かなしみの青。そして、今は楽しさの黄色。

　粘菌スライムと同様ノンアクティブなＭＯＢで大した旨うま味みのないウィスプは、倒たおせば【花火】の素材である【燐りん魂こん結けつ晶しようの欠片かけら】をドロップするが、それ以外の入手方法もある。【燐魂結晶の欠片】は、花火に必要な【燐魂結晶】と同じ効果だが、量が少なく、五個で一個分となる。

「これ、食べるか？」

　リゥイとザクロに樹の傍そばで待って貰もらい、一人黄色いウィスプの前に進んでいく。

　先ほど採取したハイポーションの素材である薬やく霊れい草そうの束をウィスプの目の前に掲かかげる。

　光に誘さそわれる虫のように薬霊草に寄っていくウィスプ。ウィスプの炎ほのおが俺の手を包み込むが、敵対しないウィスプの炎は、熱さを感じさせない。

　炎が舐なめるように薬草の束に触ふれると、アイテムが光の粒りゆう子しとなって消滅……いや、ウィスプに吸収され、ウィスプの炎が喜びの緑へと変化する。

　そして、全ての薬草を食べ終わったウィスプが俺の手から離はなれて、炎で構成された体を震ふるわせる。

　ぽとっ、という音と共にウィスプの体から白っぽい結けつ晶しようが落ちる。

　それが二個、三個と地面に落ちて、小さな山を作る。

「結構取れるんだな。燐魂結晶って。これだけあれば十分か？」

　ウィスプは、物の生気を奪うばって生きるＭＯＢ。敵対しないウィスプにこうしてアイテムを与えることで、ウィスプの体内の余よ剰じようエネルギーを燐魂結晶として抽ちゆう出しゆつできる。

　倒すと、結晶の欠片しか手に入らないが、こうした一部の野生のＭＯＢとの物ぶつ々ぶつ交こう換かんはこれはこれで面白いし、何より普通に倒すよりもいいアイテムが手に入る。

「おっ、【燐魂鉱石】も混じってるのか。これレアドロップでも更さらに確率低いのに、いいことありそう」

　拾い上げたアイテムをインベントリに収めて、結果に満足する。

　最終的に、【燐魂結晶】二十三個と【燐魂鉱】石二個を手に入れた。

　俺が暫しばらく手に纏まとわりつくウィスプと戯たわむれていると、待つことに痺しびれを切らしたリゥイとザクロが俺の隣となりにきた。

　ザクロの軽い体だと俺の服に摑つかまり、ぶら下がる感じだが、リゥイの場合は短い角が刺ささらないように配はい慮りよしつつもそれで俺を小こ突づいて不満を表す。

「うわっ!?　悪かった！　それじゃあ、探たん索さく再開するか」

　俺が驚おどろいた拍ひよう子しに、虚こ空くうへと消えるウィスプを見送り、休憩は十分と再び湿しつ地ち帯たいの探索を始める。




　　　　●




　南の湿地帯の探索を続けていると、第一の町の方から男女二人組のプレイヤーが言い合いをしながらこちらに歩いてくる。

「だから！　こっちに来たんでしょ！　私は、さっさと差を広げたいの！」

「無理だって。堅けん実じつに行こうよ。ねぇ、お願いだから僕の話を聞いてよ」

　年とし頃ごろは、ミュウと同じくらいだろうか。肩かたを怒いからせて進んでくる少女と、それを引き留める少年の会話から背せ伸のびをしたいプレイヤーがこちらに流れてきたようだ。

　装備を見ると、初期装備だろう。

　ＯＳＯの正式サービスが始まった頃によく見かけた装備を懐なつかしく眺ながめる。

　野や暮ぼったい印象を与あたえる初期装備は、今だと逆に初心者らしい初うい々ういしさを俺に伝えてくる。

　俺の視線に気がついたのか、少女と目が合い、怪け訝げんそうにこちらを見返してくる。

　少し警けい戒かいをさせてしまったか、フードを被ったままでは怪あやしかったのだろうか、と考えを巡めぐらせている間に、少年の方は、軽い会え釈しやくを返し、少女の説得を再開している。

　ただ、身の丈に合ったエリアで出会っていたら、そのまま見送っていただろう。

　ここは、お節せつ介かいで止めるか。

「全く、何やってんだろうな。堅実や背伸び以前の問題だろうに」

　無警戒で湿地帯を進む少年少女の二人組。浅い場所と言っても、よくムーア・フロッグの奇き襲しゆうを受けずにここまで来られた。と二人の運のよさに溜ため息いきが漏れる。

「なに？　今の？　ソロでいるってことはそれなりに強いのかしら？　フード被って格好付け？」

「もう、またそういう事言って！　ガン見されてるじゃん！」

　お節介をやめようかな。と遠い目をする俺。だが、一いつ瞬しゆん目を離した隙すきに事態が動く。

「ライちゃん、あそこに採取ポイントがあるでしょ。ここのアイテムを持って帰れば、無茶しないでもアイテムが買えるよ」

「もう、心配性しようね。分かったわよ。幸か不幸か、敵にも出遭わなかったし。出遭ったら、倒して経験値にしてやるのに」

　俺が目を離した隙に、少し離れた場所にある採取ポイントへと向かっていく。だが、その場所は、先ほど俺が探索の際に避さけた場所だ。

「待て！　そこは──」

　止めようと声を出すが、樹の根元にある採取ポイントを目指す二人。

　俺は、インベントリから抜ぬき身みの包丁を取り出し、左手に【クレイシールド】のマジックジェムを摑つかむ。

　二人の向かう先にいるのは、隠かくれたムーア・フロッグの群れじゃない。樹木に擬ぎ態たいしたＭＯＢ・トレントだ。

「何よ。私たちにアイテム取られるから焦あせってるの？」

「って、さっきの人がこっちに来てるよ！」

　こちらを振ふり返る二人は、俺を見て、表情を強こわ張ばらせる。

　全く、子供の無む謀ぼうを止める為ために突つっ込こむはめになるとは、そしたらＰＫに間ま違ちがえられて怖こわがられるのは、散々だ。と内心では悪態を吐つきながら、突とつ撃げきを止やめない。

「私たちの邪じや魔まをするの!?　アル、倒すわよ！」

「ライちゃん。……分かった」

　おいおい、二人で武器を取り出し、こちらに向かって構えるが、トレントに背を向けたままとは、滑こつ稽けいだ。

　二人の背後では、トレントが徐じよ々じよに擬態を解き、樹の幹みきをめりめりと広げて、目と口のような洞うろが出来上がり、ニタッ、と嫌いやらしい笑みを浮うかべて、木の枝を鋭するどく尖とがらせる。

「リゥイ、水盾！　《付加エンチヤント》──ディフェンス、スピード。《呪加カースド》──アタック！」

　俺は、速度エンチャントによって一気に距きよ離りを縮め、武器を構える二人の横を通り過ぎる。近づいたこちらに甘い構えで槍やりを突き出す少女の攻こう撃げきを避よけ、更に杖つえを両手で握った少年すら追い抜いて、トレントの鋭い枝の槍を打うち払はらう。

「な、何!?　きゃっ！」

「うわっ！」

　俺が二人の間に入り、鋭い枝の槍を迎げい撃げきし、斬り落とすが、それは俺の手が届く範はん囲いだ。短いリーチの包丁では、斬り落とせずに、俺の左右を回って二人へと向かう攻撃。

　だが、俺は、自分のできる範囲のことをして後ろに任せる。

「ナイス、リゥイ！　お前ら、とっとと逃げろ！」

　二人を貫つらぬこうとする枝の槍をリゥイの水盾が受け止める。俺がカースドによって攻撃力を下げた一いち撃げきを見事に防いでくれた。

　俺は、伸のびた枝を打ち払い、樹の擬態からの不意打ちを防いだ。

　ただ、全ての攻撃を防げた訳じゃない。俺の頭部を襲おそう攻撃だけは、体に近すぎて防げず、頭を掠かすめた。その際、被っていたフードが外れて、髪の毛が外気に晒さらされるが、今は気にしていられない。

「……綺き麗れい」

「う、うん」

「ボケっとするな！　リゥイの先導で逃げろ！」

　放心状態の二人に声を掛かけて、正気に戻もどす。

「ナナちゃん！　逃げようよ」

「ナナちゃん、言うな。今はライナよ！」

「ご、ごめん。ライちゃん」

「お前ら、早く行けよ」

　背後の余よ裕ゆうのある会話を聞きながら、突き立てられる枝の槍と蔓つるの鞭むちを包丁一本で捌さばいていく。最初から攻撃は捨てて防ぼう御ぎよに徹てつしているが、敵の攻撃のターゲットが俺に移らない。

　ここまで妨ぼう害がいしているのに、ターゲットを変えられないことに焦りを感じつつ、一つの事実が思い浮かぶ。
















「くそっ！　そういうことかよ！」

　新しく防具に付けた追加効果【認識阻そ害がい】には、敵ＭＯＢからのヘイト値の抑よく制せいがある。後衛や遊ゆう撃げきなどの役割のプレイヤーには有利に働くが、ターゲットを自分に移すためには、いつも以上にダメージを相手に与えないと駄だ目めだ。

「あんた、私たちに逃にげろ。って言うけど、私たちだって戦えるんだから！」

「今、手を出すな！　共きよう闘とうペナルティーが発生するぞ！」

「ぐっ……」

「駄目だよ。逃げるタイミングがないよ」

　迎撃し切れないトレントの攻撃は、エンチャントで防御力を底上げした体で受け止めているが、それでもじわじわとＨＰは削けずられていく。

「ここは、一か八かで、一気にダメージを与えるか！」

　握にぎっている【クレイシールド】のマジックジェムを地面に落とし、新たに【ボム】を複数取り出す。

　それをトレントの方へと投げて、キーワードを唱える。

「──【クレイシールド】、【ボム】！」

　落とした宝石を起点に一枚の土つち壁かべが迫せり上がり、枝の槍が、土の防ぼう壁へきに受け止められる。その先せん端たんが土壁を僅かに突き破ったのが見てとれた。

　その直後に響ひびく、【ボム】の多重爆ばく撃げきの音が土壁越ごしに衝しよう撃げきを齎もたらす。

　濛もう々もうと立ち込める土つち煙けむりと突とつ然ぜんの爆ばく音おんにしゃがみ込む二人組に逃げる為に声を掛ける。

「逃げるぞ！　リゥイ、ザクロ、先に行け！」

　俺の声に、今まで二人組を守り抜いていたリゥイが湿地帯の出口へと向かう。俺は、その後についていくように二人の背中を押しやる。

「俺も逃げっ──!?」

　肩と脇わき腹ばらに何かが突き刺さり、反射的にそちらを向く。

　刺さるのは、硬こう化かした鮮あざやかな緑色の葉っぱ。それが土壁を迂う回かいするように放たれ、曲線を描えがく軌き道どうで俺の方へと向かってくる。

「ははっ、手しゆ裏り剣けんかよ」

　更に、次第に崩くずれゆく土壁の向こうでは、獲え物ものを逃がしたことで怒いかりの表情を作るトレントが見えた。

　嫌らしい笑い顔ではなく、口元はそのままに釣つり上がった目の洞が俺の姿を見て、再び笑顔に戻る。

「なんだよ。逃げられてやっと俺にターゲットが移ったのかよ。遅おそすぎだぞ」

　悪態を吐くが、放たれた葉っぱの投とう擲てきを四し肢しに受けて、姿勢が崩れる。

　ＨＰも残り三割。早くポーションで回復しないとヤバいな。と思いながらも目の前のトレントを見上げる。

「おいおい、ここにきて全力かよ」

　何本もの枝が捩ねじれるように寄り集まり、先端部分が太い瘤こぶを作る。それを端たん的てきに表すなら棍こん棒ぼうだろう。それが高々と掲かかげられていく。

「全く、全員無事生せい還かんなんて力のある奴やつしかできない訳だ」

　俺、相変わらず弱いな。と最後に自じ嘲ちよう気味な溜息が漏もれる中で、声が聞こえる。




「──《召しよう喚かん》。行け、ブロンズ・ゴーレム！」




　不ふ愉ゆ快かいな形の洞で表情を作るトレント。

　その顔面に、赤しやく銅どう色の拳こぶしがめり込む。

　風圧すら伴ともなう金属の塊かたまりの出現に動くことができなかった。

　赤銅色に輝かがやく巨きよ像ぞうが湿しつ地ち帯たいの地面より現れ、トレントを浮き上げるように殴なぐり付ける。

　トレントと赤銅色のゴーレム。そして、俺との間に一人のプレイヤーが躍おどり出る。

　ブロンズ・ゴーレムが俺との戦せん闘とうに介かい入にゆうした結果、共闘ペナルティーの黒いオーラを纏まとうゴーレムとその召喚主。

　弱体化したブロンズ・ゴーレムがトレントによって拘こう束そくされる。

「お、おい！　共闘ペナルティーが発生してるぞ！」

「そう……今の内に謝っておくわ。ごめんなさい」

　俺の手を取るのは、顔の上半分を覆おおう仮面をつけた麗れい人じんだ。長いクリーム色の髪かみを三つ編みにして肩かたから前に流した姿と機械のような声こわ色いろは、中性的な印象をこちらに与えてくる。

　その仮面の麗人は、腰こしのベルトに差さる鞘さやから一本の剣けんを抜き出す。

　両りよう刃ばの直剣なのだが、剣けん身しんに等とう間かん隔かくで切れ込みが入っている不思議な剣を俺の肩に当てて、軽く尖せん端たんで突く。

「痛っ！」

「ゴーレム！　全力でトレントを倒たおせ！」

　仮面の麗人は、もっとも簡単な共闘ペナルティーの解除である俺への攻撃を最小ダメージで行い、ブロンズ・ゴーレムに指示を出す。

　黒色のオーラを纏まとい、トレントの蔓に搦からめ捕とられていた赤銅の巨きよ体たいが、オーラと蔓の二重の拘束から解放され暴れる。

　後ろで見ている俺たちの所にまで届く風圧を伴う赤銅の拳。ゴーレムの巨体から繰くり出される一撃は、トレントの幹を砕くだき、削っていく。

　不格好な両りよう掌てでトレントの顔面に相当する幹を両手で挟はさみ、万まん力りきのように力を加えていく。その圧力によってダメージがじりじりと蓄ちく積せきし、トレントのＨＰを確実に削っている。

「そのまま握り潰つぶしなさい！」

　仮面の麗人の指示で一気に圧力を強めるゴーレム。

　トレントは逃げようと枝の槍や蔓の鞭、捩り合わせた棍棒でゴーレムを殴るが、光こう沢たくのある赤銅色の体の表面を滑すべり、脱だつ出しゆつは叶かなわない。

『ギ、ギィィイヤヤヤヤヤヤヤッ──』

　最後には、樹に罅ひびが入り、耳みみ障ざわりな断だん末まつ魔まの叫さけびを上げながら、ゴーレムに握り砕かれる。砕け散ちった木片が光の粒りゆう子しとなって、徐々に消え去り、トレントの体は次第に消しよう滅めつしていった。

「……ドロップは、トレントウッドね。大だい丈じよう夫ぶ？　回復は必要？」

「い、いや。大丈夫！　回復は、自分でできる」

　インベントリよりハイポーションを取り出し、口に含ふくむ。

　その間、目の前の人物を観察するが、綺麗な三つ編みを揺ゆらし、口くち許もとに微笑ほほえみを浮かべている。仮面で目元は隠されているが、体形は確実に女性であると示している。

「そんなに警けい戒かいされると困るな。確かに、共闘ペナルティーを解除するために攻撃して敵対したことの説明をしなかったのは悪かったと思う」

「いや、それは気にしてない」

「そう、それなら良かった」

「その……ありがとう。助かったよ」

　少し、その姿に警戒していたのは確かだ。だが、このＯＳＯの世界ではもっと奇き抜ばつな奴は沢たく山さんいる。それに比べれば、まだ可愛い方だろう。むしろ、格かつ好こう付つけたがる年とし頃ごろの少女といった見方をすると微笑ましく思う。

「……なんだか、凄すごく可愛らしい笑顔なんだけど、見けん当とう違ちがいなことを考えてない？」

　機械っぽい声で尋たずねられるが、そんなことはないだろ。と断言する。うちのミュウだけじゃない。他にも【アトリエール】に来る一ひと癖くせも二ふた癖くせもあるプレイヤーは何らかのロールやキャラへの拘こだわりがあるんだ。

「はぁ、まぁいいわ。それじゃあ、戻りましょうか」

「そうだな。リゥイたちはちゃんと先導できてるかな？」

「さっきの子たちは、知り合いなの？」

「いや、初心者が無む謀ぼうにもこっちに流れて来たから助けただけ」

　はぁ、呆あきれた。と溜ため息いきを吐かれた。見ず知らずの人を助けるなんて、それで自分も負けそうになるなんて……と仮面の奥の目がじっとこちらを見つめてくる。

　その圧力に、あはははっ、と乾かわいた笑い声が漏れる。

「そ、それよりさっきのプレイヤーを探さないと！」

　逃げた方向は、第一の町の方だったためにそちらに向かえば大丈夫なはずだ。

　俺が先に立ち、湿地帯を歩けば、仮面のプレイヤーが隣となりを歩き、ゴーレムがその後ろに付き従うようについてくる。

　時折、後ろを振ふり返りゴーレムを確かめる。

　赤銅色の巨体。頭部の目に相当する部分には、知性らしいものは感じられないが、あの戦う姿は頼たのもしいと感じた。

　そんな強力なゴーレムを使し役えきするこのプレイヤーは、相当な手て練だれだろう。

「そうだ。自己紹しよう介かいがまだだったな。俺は、ユン。よろしく」

「そうね。今の名前は、エミリオって呼んで頂ちよう戴だい。人には──【素材屋】って呼び方をされているわ。ねぇ【保母さん】のユン」

　俺が嫌いやそうに顔を顰しかめると、小さく機械っぽい笑い声を零こぼすエミリオ。

「ごめんね。ちゃんと言い直すわ。【アトリエール】店主のユン」

「むぅ、さっきの二つ名は好きじゃないんだが……」

「気を付けるわ」

　そう、軽く流された所で森の入り口が見える。

　森との境界で待っていたリゥイとザクロが俺の方へと駆け込んでくるのを受け止める。

　俺が心配した反動で甘えるリゥイとザクロを撫なでる一方で、ブロンズ・ゴーレムを目もく撃げきした初心者プレイヤー二人は、その場で見上げて腰を抜ぬかしていた。

　二人が落ち着いて話をすることができるようになるには、少し時間が必要だった。







　　　四章　初心者プレイヤーと素材屋







「その……助けてくれてありがとうございます。やっぱり初心者が挑いどむには無理でしたね。あっ、僕は、アルファードって言います。気軽にアルって呼んでください」

「……私は、姉のライナードよ。ライナでいいわ」

　助けた二人組を落ち着かせて、【素材屋】と共に向かい合って、自己紹介をしている。

　姉のライナの方は、アッシュブロンドをショートに切り揃そろえ、モミアゲを長く伸のばしている。少し吊つり目がちな目と不ふ機き嫌げんさを隠かくさない表情は、気の強そうな印象を与あたえる。

　今も、助けられたことに感謝していいのか、反発していいのか分からずに、言葉短く自己紹介をする。

　弟のアルは、黒より灰色に近い髪に少し細められた垂れ目と穏おだやかな雰ふん囲い気きを纏まとっている。ライナのツンとした態度に対して小さく謝るあたり、姉のライナに振り回されているのかもしれない。姉妹に振り回される姿にどことなくシンパシーを感じてしまう。

「俺は、ユンだ」

「私は、エミリオって呼んで貰もらえればいいわ」

　俺と【素材屋】は、手短に自己紹介をして、本題に入る。

「それで、あなたたちは、何であんなところに居たの？」

「…………」

「もう、ライちゃん。僕が話すよ」

　不ふ貞て腐くされて、口を閉ざしたライナに代わり、アルが説明を始める。

「僕らを見たら分かると思いますけど、今日がＯＳＯの初日なんです」

　ライナとアルの二人は、ＯＳＯのことをβベータ時代から知り、βベータテスターに応おう募ぼしたが漏もれたそうだ。

　その次の第一次生産のＶＲギアも入手できずにいたが、今回第二次生産のＶＲギアを購こう入にゆうし、やっとゲームを始めることができたらしい。

「そう。あなたたちは、後発組プレイヤーということになるのね」

「はい。一応、手て堅がたく楽しめればいいと僕は思ってるんですけど……ライちゃんが」

「何よ、強くなるためにリスクのある方法を選んだだけよ。私なら上う手まくできるわよ」

　アルに話を振られたライナが、肩を怒いからせて反発する。

　思春期って色々あるんだな。と思いながらも、アルに視線を送り、話を促うながす。

「ライちゃん、相当ＯＳＯをやりたくて、ネットに上がっている攻こう略りやくサイトとか、色々見て回ったり、プレイ動画とかを見て自分の頭の中で考えたり……まぁ、その」

「自分でもできると思ったレベリング方法でも見つけたの？」

　機械的な響ひびきをもつ【素材屋】の言葉にアルが首を縦に振る。

「【ムーア・フロッグを低レベルソロ討とう伐ばつ】って動画でした」

「……はぁ？　何言ってるんだ」
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　自分の今のセンスを確認するが、平均レベル約26だ。それより低いってどうやるんだよ。

「ああ、その動画ね。あれは特定の戦術、戦略、装備を利用した戦い方。それにかなりの熟練したプレイヤースキルが要求されるものよ」

「でも、あの動画では、できていた！」

「だから、無謀なのよ。あの動画のメイキングでは、乱入されないように事前に不要なＭＯＢを協力者が排はい除じよしているのよ。あなたたちにそれをするだけの知り合いがいる？」

　どこか冷たい印象の声でバッサリと切り捨てる【素材屋】エミリオの正論にライナが口を閉ざす。

「ですよね。やっぱり経験者の言うことは、聞くべきだよ。ライちゃん」

「それでも！　私は強くなりたいの！」

「無謀なことをやってデス・ペナルティーを貰うより、自分の行ける範はん囲いで行けばいいだろ？　弟のアルを巻き込んで、それでいいのか？」

　強くなりたいとは言うが、そのことを俺に指し摘てきされて、悔くやしそうに黙だまるライナ。弟のアルは、僕の方は気にしてないよ。とは言っているが、ライナは焦あせって視野狭きよう窄さくに陥おちいっていたことを自覚して、ショックを受けているようだ。

「それじゃあ、話は終わりだ。俺も【素材屋】のエミリオさんに助けられた側だから偉そうには言えないけど、今日のは気まぐれ。だから、俺たちはもう行くな」

「──待って！」

　俺は、それだけ言い残してリゥイとザクロと共に去ろうとするが、アルが引き留める声を上げる。

「僕を、いえ、僕とライちゃんを強くしてください！　お願いします！」

「ちょっと、アル！　何言ってるのよ！」

「だって、僕たちを助けてくれた人だよ！　ここで頼まないと頼たよれる人がいないよ！　ただでさえ、ライちゃんの態度が悪いんだから！」

「アル！　人前で姉を貶おとしめるとはいい度胸ね！　弟の癖くせに、双ふた子ごの弟の癖に、姉より上からものを言うな！」

　目の前でギャーギャー、ワーワーと騒さわぐ姉弟きようだいのやり取りに、こいつら本気で喧けん嘩かしてないな。というのが何となく分かる。特に、ライナの細かな仕草や言葉遣いでミュウを思い出す部分もある。

　だが、それで助けようと思うほど俺は、強くないから、導くこともできない。

「じゃあ、話が長くなりそうだから、俺はこれで──」

「逃にがさないですよ！　ギルド勧かん誘ゆうとか酷ひどくて頼れる人がいないんですから！　ここでこんな面倒見のいい人を逃がしませんよ！」

「……私は、関係ないと思うのだけど」

　俺と【素材屋】の手を逃がさないように摑つかむアルは、引き摺ずられても引き留めようとする意志を持ち、俺は振り払はらえずにいた。

　それに気になる単語として、『ギルド勧誘』というものがあった。だから、何となくいくつかのパターンが頭を過よぎって、足を止めてしまう。

「はぁ、全く……」

「手伝うの？」

「まぁ、この場合仕方がないんじゃないのか？」

　もしかしたら、原因の一いつ端たんは俺にあるのかもしれない。

　ギルドの乱立現象は、【生産ギルド】と【転売ギルド】の一つの競争に端を発する。

　生産職の支し援えんギルドである【生産ギルド】の立ち上げの際、市場に存在する【ギルド証】を購入して、設立する予定だった。それを【転売ギルド】が買かい占しめと値段の吊り上げを行ったのだ。

　そこで俺たちがギルド設立クエストにて直接【ギルド証】を入手。無事【生産ギルド】が立ち上がった。

　その影えい響きようで不良在庫と化した大量の【ギルド証】の値段が暴落して、それを購入したプレイヤーによって、ギルドの乱立が起こった。

　所しよ詮せんは、自己満足かもしれないが、心情的にはこれも何かの縁えんだ。

「そうよね。ユンの知り合いであるタクが招いたことだからね」

「そうだ……って、はぁ!?　なんでタクが出るんだ！」

「さっき言ったレベル８撃げき破は動画でムーア・フロッグを倒たおした人は、あなたの知り合いのタクよ。私もその動画を見て確認したわ」

　その一言に、俺がタクの知り合いと認識したライナとアルがこちらにキラキラとした尊敬の眼まな差ざしを向けてくる。だが、俺とタクは別の人間であり、知り合いだからといって俺は褒ほめられる人間でも廃はい人じんでもない！　そんな期待の籠こもった目で見ないでくれ！

「……タク、絶対に殴なぐる！」

　密かに、心に誓ちかう俺に、仮面をつけたまま、気の毒そうな視線を送ってくるエミリオ。

「仕方がない。私も付き合うわ。まぁ、こんな仮面を着けた怪あやしい人間と一いつ緒しよに居たくはないだろうけどね」

「ありがとうございます！」

「……ふん」

　アルは、嬉うれしそうに頭を下げ、ライナはエミリオを認めていないのか、ツンとした態度を取る。それにアルが慌あわてるが、エミリオは特に気分を害した様子もなく、苦笑している。

「まぁ、いつまでもとはいかないから、私は第二の町か、第三の町に辿たどり着つくまでね。その間にある程度のことを教えるわ」

「それじゃあ、俺は素材があれば可能な範囲でアイテムを作って渡わたすぞ。後は、少し欲しい素材の採取を手伝ってほしいかな？」

　互たがいに条件を擦すり合わせていくが、俺も【素材屋】もそれほどキツイ話はなく、割と緩ゆるくライナとアルのレベリングに手を貸せる状態だ。

　なんだか、雲くも隠がくれになっていない気がするが、ギルド未所属の四人がパーティーを組んで活動するもありだと感じた。

　擦り合わせが終わり、その場から移動しようとしたのだが──

「な、なに!?　体に力が……」

「僕も立ち上がれない。力が抜ぬけるよ。敵？」

　ライナとアルが声を上げる。どうやら、満腹度の減少によるペナルティーが発生したようだ。それを見て、【素材屋】が最初に教えることを決めた。

「じゃあ、最初に教えることは、ステータス管理の重要性ね」

　そう宣言したエミリオに対して、俺は二人に【アトリエール】のサンドイッチを渡して、落ち着かせる。

「はむはむっ……この屈くつ辱じよくは、絶対に忘れないわ！　サンドイッチお替かわり！」

「ライちゃん、またそんなこと言って。あっ、僕も」

「お前ら……少しは遠えん慮りよってものがないのか。全く」

　一つ食べれば満腹度が20％回復するサンドイッチを取る手が、六つ目に伸のびる。それをぴしゃりと止めるエミリオ。

「アイテムがあるからといって安易に使わない。一つだけ取っておいてインベントリに入れておきなさい」

「何よ。これは私のよ！　そこまで指図は受けないわ」

「いや、俺のサンドイッチだからな。元々」

　喧嘩腰ごしのライナに対して、エミリオは疲つかれたように溜ため息いきを吐はき出す。

「まあいい。弟の方は、ちゃんと私の忠告を聞いてくれるかな」

　仮面に隠かくれた顔を、こてんと小さく傾かしげ、口くち許もとだけ微び笑しようを浮うかべている。その様子に怖こわさを感じたのか、アルは、顔を青くしてぶんぶんと首を振ふって肯こう定ていする。

「そう。それじゃあ、お腹なかが膨ふくれた所でアイテムの収集をしましょう」

「はぁ!?　何でよ。まずはレベリングでしょ？」

「それでも良いけど……継けい続ぞくして戦い続けるだけの消しよう耗もう品ひんは持ってるの？」

「そんなのなくたって」

「そうよね。槍やりを使っているライナなら問題ないけど、魔ま法ほう使つかいのアルはどう？　ＭＰ切れたら殴られるだけ？　どうせ回復する時間を考えなきゃいけないんだから、アイテムを探しながら、見つけたＭＯＢと戦せん闘とうするのが、現状では効率的じゃない。パーティーの足並みを揃そろえることも重要よ」

　エミリオの正論に押おし黙るライナ。その様子を横目に俺は、話は決まった、と、野外拠きよ点てんの準備を進める。

　今いる場所は、第一の町の西側のセーフティーエリアの一つ。ＭＯＢの遭そう遇ぐう率は低いが、俺はこの周囲にも用事があるためにここを指定した。

「まずは、野外の生産拠点として、携けい帯たい用の炉ろだろ。それから料理道具を取り出して、あとは、調合道具も必要だろ。あっ、テーブルもだ。リーリーに作って貰もらった奴やつがあるからそれを出して……と」

　独り言を言いつつセーフティーエリアの中に木製の大きな長テーブルを二つ繫つなげ、椅い子すを並べていく。その上に必要な生産道具を用意して、徐じよ々じよに形を作っていく。

　その様子をぽかん、と眺ながめる姉弟二人の横で、エミリオは呆あきれたように忠告する。

「まぁ、サバイバルを生き残れるだけのタフネスを持ったプレイヤーだからね。目の前のプレイヤーは」

「な、なに？　変かな？」

「いやいやいや！　変かな、じゃないでしょ！　なんでそんな物を用意するの！　そもそもファンタジーＲＰＧのどこに出先で拠点作るプレイヤーが居るのよ！」

「そうか？　俺は、最初アイテム拾っては、セーフティーエリアで生産活動に勤いそしんでたぞ。懐なつかしいなぁ」

　遠い目で見るのは、森で薬草を拾ってはポーションを作り、弓矢の素材を集め、何とかコストパフォーマンスの悪いセンス構成や金欠から脱だつ却きやくしようと頑がん張ばった頃ころ。

「あれは、真ま似ねしろとは言わないから安心してほしい」

「そんなの真似したくはないわよ！」

　何か、ライナとエミリオの間で通じるものがあったのか、少し親しくなったようだ。

　微妙な表情で見合って、何やら小声で話している。俺は、反発してないならそれでいいと思いながら、俺のフードに入り込もうとするザクロを抱かかえて、近くの樹の根元で寝ねそべっているリゥイに預ける。

「なんか、助けた時は、短たん剣けん持ってたし、でも今は弓を装備してるし、でも魔ま法ほうも使ってる！　それで、馬と狐きつねのＭＯＢを従えて、なんか訳の分からない道具まで持ってる！　何者なのあなた！」

「あー、一言では言えないな。認識としては全部正しいけど。あと、これは短剣じゃなくて包丁だ。料理に使う」

「そんなこと聞きたいんじゃない！」

　うがぁっ！　とイライラのキャパシティーをオーバーしたのか、ライナが吠ほえ始め、それをアルがどうどう、と落ち着ける。

「まぁ、俺はどれでもあってどれでもない。戦闘は不得意なんだよ。言ってしまえば器用貧びん乏ぼうかな？」

「まぁ、私も一応分類では生産職プレイヤーかしら」

「へぇ、同じ生産職だったんだな」

「私の分野は、【錬金】と【合成】だから、手作業での生産とはまた違ちがうわ」

「じゃあ、【素材屋】ってのは、素材同士を掛かけ合わせて上位の素材を作るから？」

「そうよ。組み合わせ次第では色々なアイテムになるからね」

「そうなのか！　俺も【錬金】と【合成】はあるけど、特定の使い方しかしてないからな。そうなるとさっきのゴーレムは、合成ＭＯＢなのか？」

「あれは──「ちょっと！　私たちを無視するな！」──ごめんなさいね」

　エミリオと俺が生産センス談義を始めそうになり、長くなりそうな気配を感じたライナが話をぶった切ってきた。俺自身も周りが見えなくなりそうだったので、止めてくれてよかったと思う。そっとリゥイの方に視線を向ければ、ジト目を向けて立ち上がっていた。

「あはははっ、リゥイ。ごめん」

　ふん、と息を吐き出して再び寝そべるリゥイ。あのまま話を続けていたらまた頭ず突つきを喰くらってただろうな。と容易に想像できてしまう。

「それじゃあ、私はこの子たちについていくわ」

「俺は、ここでのんびりと待ってるよ。アイテム頼たのむぞ」

　三人に声を掛けて送り出す。

　さてと、待っている間に色々なものを試すとするか。素材は揃そろっていないから簡単にお菓か子しでも作って、待っていよう。




　　　　●




「シンプルに作ったけど、ちゃんとできてるかな？」

　キャンプイベントで手に入れた【オーブンストーブ】の小さな窓から中を覗のぞきながら、俺はパウンドケーキの焼き上がる様子を確認する。

　同じくキャンプイベントのＭＯＢからドロップされた【スイーツ・ファクトリー】の金かな型がたを利用して焼かれるお菓子は、甘い香かおりを静かな森の中に漂ただよわせている。




「ほらっ！　【パリィ】で止まったわよ。アルは、今のうちに殴って！」

「えい！　やっ！」

「ＭＰが枯こ渇かつしたからって、杖つえで直接殴るのか……」

　ライナは、木の板を革と金属鋲びようで補強した革かわ盾たてを構え、利き手に槍を持ち、敵ＭＯＢを突つき、盾で殴りつける。

　敵の動きの止まった所をアルが棍こん棒ぼうのように両手で握にぎり締しめた杖でぽかぽかと殴りつけている。

　その様子を一歩引いた場所から腕うでを組んで見ながら評価をするエミリオ。

　はっきり言ってしまえば、連れん携けいも何もない泥どろ臭くさい動きに感じる。

　そもそも、周りに居るβベータテスターのミュウやセイ姉ねぇ、タクとその他愉ゆ快かいな仲間たちは、最初からゲーム慣れしていた。

　最初は、こんな気持ちで見られていたんだろうな。と感かん慨がい深い気持ちになる。

「沢たく山さん動画見て、イメージトレーニングしたのに！　何で動けないの！」

「ライちゃん、それで動けたら凄すごいよ」

　疲れてへたり込んでしまうライナの叫さけびに、息も絶え絶えのアルがしゃがみ込みながらもツッコミを入れる。

「連携は少しずつ覚えればいいわね。誰だれだって最初は駄だ目めなものよ」

「くぅ、悔くやしい！」

　あれから三十分ほど探たん索さくに出ていたライナとアル。その同どう伴はんのエミリオは、無事にアイテムを採取して帰って来た。

「ユン。このアイテムの中から必要なものを選んで二人に何か見み繕つくろってほしい」

「了りよう解かい。なら、薬草からポーション作ればいいかな」

　パウンドケーキがオーブンで焼けるまでの間に、即そく席せきだがポーションを作り始める。

　慣れた手つきで薬草を処理していき、ポーションを抽ちゆう出しゆつしていく。

　鼻歌交じりに作るポーションを瓶びんに詰つめていく傍かたわら、リゥイに頼んで出して貰った水を沸ふつ騰とうさせ、お茶の用意をしていく。

「ううっ、私は、疲つかれてこんな格好悪く跪ひざまずいているのに、なんで目の前で女の子らしいことやっている人がいるのよ……。私だって、格好良くて可愛い感じになりたいのに」

「そんなこと言う前にできたポーションをインベントリに入れておけ」

　俺はバッサリと言い捨てて、二人に初心者ポーションを渡わたしていく。

　今は、初心者ポーションだが、これが通常のポーションに変わるのもすぐだろう。

　渋しぶ々しぶといった感じで受け取る二人だが、横目でポーションの効果を見ていたエミリオが、近寄り小声で尋たずねてくる。

「それ、与あたえて大だい丈じよう夫ぶなの？　アイテムは初心者ポーションだけど、回復量は通常のポーションと遜そん色しよくないはずよ」

「いいんだよ。どうせレベルが上がれば回復量の制限も付く。結局は、ポーションなんて攻こう撃げきには使えないんだ」

　ポーションには、回復量の制限が存在する。今、ライナたちに渡した初心者ポーションは、取得ＳＰが10を超こえると、回復量が大おお幅はばに減る。同じように、一個上のランクであるポーションでは、ＳＰ30を超えると回復量にまた制限が掛かかる。

　ハイポーションがどのくらいのＳＰで回復量に制限が掛かるかは判明していない。だが、ブルーポーションは、こうしたレベル制限のあるポーションとは違い、無制限ポーションである。その分、効果が微び妙みようであり、多くの素材を使う必要があるなど、一長一短だ。

　俺が一人黙だまって、ポーションについて考えていると、ふと視線を感じる。

　落ち込んでいたライナは顔を上げて、ある一点に視線を集めている。

「……ねぇ、その二匹ひきに触さわっても良い？　元気出ると思うから」

　疲れて肩かたを落としたライナが顔を上げて、指差す先には、木こ陰かげで休むリゥイとザクロがいる。

「他人に殆ほとんど懐なつかないんだ。試したければ試せばいいけど──」

　すぐに人慣れしていない事実を知るだろうと口を閉じて、できたばかりのポーションを瓶に注ぐ。

「えっ、いいの！　じゃあ、遠えん慮りよなく……」

　説明を最後まで聞かずに近づいていくライナだが、その気配だけでザクロが怯おびえ、俺の背中を駆かけ上がり、フードの中に入り込む。もふっとした二本の尻尾しつぽが俺の首に巻きつき、少し暑苦しい。

　リゥイの方はすっと立ち上がり、距きよ離りを取る。

「残念だったな。逃げられたみたいだな」

「どうして……」

　手を差し出したまま、ショック表情になっているライナに対してアルが、また悪あく癖へきを、と呟つぶやくのが聞こえた。

「ザクロ……黒い子狐の方は、人見知りや対人恐きよう怖ふがある。白馬の方は、親しい人以外は絶対に触らせないんだよ」

「あんなに、ふわふわして気持ちよさそうなのに触らせてもらえないなんて……もう一度！」

　距離を取ったリゥイの方へと突とつ撃げきするライナだが、甘い。ミュウですら捕つかまえられなかったリゥイを初心者が捕まえられるはずがない。その体を触ろうと迫せまるが、軽く避よけられる。

　反骨精神の塊かたまりのようなライナは負けじと、拙つたないながらも足あし捌さばきやフェイントまで使って考えられる方法でリゥイに触ふれようとするが、全て看破され、避けられ続けた。それも明らかに手加減されて、あと一歩という場面を演出するリゥイ。

　そのまま、セーフティーエリアを抜ぬけ出し、林を駆け抜ける一人と一いつ匹ぴきを見送る。

「ユンさん、エミリオさん。あのままでいいんですか!?」

「別にいいんじゃない？　疲れたら戻もどってくるでしょ？」

「うちのリゥイは心配いらないさ。それよりお菓子の方が重要だろ」

　心配そうにするアルを他よ所そに、俺はエミリオに即席でお茶を出す。

　ポットに入れた紅茶の香りを楽しみながら、オーブンでパウンドケーキが焼き上がるのを待つ。

「お茶、ありがとう」

「ああ、もう少ししたら、焼き上がるから」

「まさか、こんなに早く約束が達成されるなんて……」

「エミリオ？　何か言った？」

　何かを呟いていたようだが、聞き取れなかった。その後「何でもない」と返されて、首を傾げる。

　しばらく、心配そうにそわそわしているアルを横目にライナが帰ってくるのを待つが、中々帰ってこない。

　十分が経たとうとしている時に林を縫ぬうようにして、リゥイが姿を現す。

「リゥイ!?　どうした！　ライナは一いつ緒しよじゃないのか！」

　一足飛びで俺の元に駆け付けたリゥイは、俺の服を咥くわえて引っ張って行こうとする。

「ライちゃんに何かあったの!?」

「そう見て間ま違ちがいないみたいね。私たちも行くわよ」

　立ち上がるアルとエミリオと共にリゥイに案内を任せて、ライナの元へと向かう。

　西側では、無茶をしなければ、下手に強いＭＯＢとは遭そう遇ぐうしないのだが、俺は、リゥイの案内で林を進む。

「時間が惜おしい。速度の支し援えんを掛けるぞ！　《付加エンチヤント》──スピード！」

　まだステータスの低いアルに合わせた速さで走るが、それでは遅おそいので、アルにスピードのエンチャントを施ほどこし、一気に進行速度を速める。

　南西方向へと進む俺は、このあたりの奥深くまでは来たことがない。

「いたぞ！　ライナだ！」

　最初に声を上げたのは、俺だ。センス【鷹たかの目】で木々の間から見えるライナの姿を確認して、弓を構える。

　ライナの周囲を囲うようにぐるぐると回る野犬の群れ。今にも跳とびかかりそうな一匹に狙ねらいを定さだめ、中あたるコースを定める。

　空中の回かい避ひのできない場所を予測して放った矢は、野犬の頭部を捉とらえ、体を吹ふき飛ばして、野犬が光の粒りゆう子しとなって消える。

「アル！　ユンさん!?　それに、仮面女!?」

　矢の来た方向を振ふり返るライナだが、その頭上から彼女を狙う蝙こう蝠もりを、俺は続けざまに射い貫ぬいていく。

「ライちゃん！　大だい丈じよう夫ぶ!?」

「平気よ！　それより早くこいつら倒たおすわよ！」

　ライナが槍やりを我が武む者しや羅らに振り回し、アルが魔ま法ほうで適当に攻撃していく。本来は、優先順位を付けて、効率よく狩かるべきなのだが、そこまで気の回らない二人のフォローをして、遠えん距きよ離りから俺が、近きん距きよ離りではエミリオがフォローする。

　徐じよ々じよに敵の数が減っていく中で、俺は、木々の間からぬっと現れた生き物に一いつ瞬しゆん、固まる。

　それは、槍を振るうライナの背後より忍しのび寄よる巨きよ体たい。

「ライナ！　後ろだ！」

「えっ？　キャッ！」

『ＧＷＡＡＡＡＡＡＡＡ──』

　槍を振り回す勢いで後ろを振り向くライナは、背後に立つ生物を見上げる。

　身長三メートルを超える黒い体と鋭するどい鉤かぎ爪づめをもつ熊くま型のＭＯＢフォレスト・ベアが、両手を振り上げて、存在を主張するように咆ほう哮こうを上げる。

「くっ、《付加エンチヤント》──ディフェンス！」

　俺の弓では倒し切れないと判断し、ライナに防ぼう御ぎよエンチャントを使う。振り下ろされる鉤爪の一いち撃げきをライナの盾が防ぐが、弾はじき飛ばされる。続く左ひだり腕うでの攻撃に顔を上げるライナとフォレスト・ベアの間に影かげが割り込む。

　直剣で受け止めるが、バラバラになる刀身とそのまま頭部を殴なぐられるエミリオ。

　しかしライナたちより、いや、俺よりも上位のプレイヤーであるエミリオを倒し切る一撃ではない。エミリオは仮面を砕くだかれ、軽くふらつくだけに留まった。

「いい加減邪じや魔まよ！　なら、これで相手してあげるわ！　《召しよう喚かん》──ブロンズ・ゴーレム、フレイム・ビースト、アイス・ビースト！」

　空高く投げた、三つの石。それは、ザクロやリゥイの召喚石のようだが、少し違ちがうようにも見える。

「やりなさい！」

　そこからは、一方的な力の差による圧殺だった。

　トレントよりも格下のフォレスト・ベアがブロンズ・ゴーレムに簡単に殴り倒され、二匹の炎ほのおと氷を纏まとう獣ビーストが多数の野犬を駆く逐ちくしていく。また、エミリオの砕けた剣の破片が空を舞まい、蝙蝠を斬り裂さいていく。

「す、すごい」

　ソロで保有する戦力としては、破格だろう。個人で一つのパーティーに匹ひつ敵てきする戦力を持ち、それを操あやつり、敵を駆逐する。

　俺の知る限り似た様なプレイヤーは一人いるが、それと比べると個々のＭＯＢの動きはどこか機械的な印象を受ける。

「終わったか。大丈夫か？　って……えっ？」

　一ひと頻しきり暴れたＭＯＢたちは、倒す相手を失い、しばし立ち尽つくした後で、エミリオによって送そう還かんされる。それを見て、三人に近づく俺だが、信じられないものを目にして呆ほうけてしまった。

　仮面の砕かれたエミリオの素顔。それは、髪かみの配色や服装、声の感じにも違いはあるが、俺のクラスメイトでクラス委員の遠えん藤どうさんにそっくりだった。

「なにかな？　ユン」

「え、ええ……」

　エミリオとして認識していたときは、呼び捨てでも違い和わ感かんはなかったが、遠藤さんとして認識された後では、呼び捨てが違和感でしかない。

　不思議そうに首を傾かしげる遠藤さんに対して、俺は、動揺して言葉を詰つまらせる。

　そこでエミリオ個人に対してのフレンド通信を繫つなげる。

『えっと……もしかして遠藤、さん？』

　俺の声なき声にはっ、となり自分の顔に触れてから、大きく溜ため息いきを吐はき出し、その場にしゃがみ込む遠藤さん。

　それを心配そうに眺ながめるライナとアルだが、すぐに遠藤さんは、顔を上げて引き攣つった笑みで挨あい拶さつを返してくれる。

『ええ、峻しゆんくん。こんにちは』

　同じように声の無い返事がフレンド通信を介かいして伝えられる。

『この事は、あとで話しましょう』

『分かった。その……色々と話したいから』

　フレンド通信を切り、既に仮面が壊こわれたことで開き直る遠藤さん。

「その……大だい丈じよう夫ぶなの？」

「ええ、大丈夫よ。心配してくれてありがとね。ライナ」

　その一言にライナが顔を赤くして俯うつむく。

　今まで仮面で顔を半分隠かくしていたために、今ちゃんと正面から顔を見て、驚おどろくと同時に助けられたことを思い出し、今までの失礼な言動も合わせて恥はずかしくなり、黙だまったと言う所か。

「もう、顔も見られちゃったし、これも要いらないわよね」

　そう言って、遠藤さんがメニューを操作し、装備を切り替かえる。耳につけたイヤリングと腕うで輪わを外す遠藤さん。

　その直後、装備品の効果が反映され、【エミリオ】という名前にノイズが走って、【エミリ】という名前に変わり、声も機械的な声こわ色いろからリアルで聞いている声に戻る。

　──遠藤絵え美み里り。たしか、リアルの遠藤さんの名前だ。

「改めて、ＯＳＯの生産プレイヤー【素材屋】のエミリよ。よろしくね」

　エミリオ。改め、エミリさんについて、聞きたいことは色々あるが、それは後で、とフレンド通信で言われた。

「それにしても、ライナはどうしてＭＯＢに囲まれていたの？」

「は、はぃ!?」

　少し上うわ擦ずった声を上げるライナ。エミリさんに声を掛かけられて緊きん張ちようしているのか、その様子の変化にエミリさんが面白そうにクスクスと笑う。

「緊張しないで歩きながらゆっくり話せばいいから」

「その……白馬を追っていたら、いつの間にか、ＭＯＢ溜だまりに飛びこんじゃって。対処できないから逃にげたらどんどん数が増えちゃって」

　しゅん、としたように俯くライナに諭さとすように優しい声色で声を掛ける俺。

「今回は、俺やエミリさんがいたから問題なかったけど、これで他のプレイヤーと遭遇したらＭＰＫモンスター・プレイヤー・キルになることは分かるか？」

「うん」

「次からそうならないように気をつけような。けど、よくあれだけの数を耐たえられたな。凄すごいぞ、ライナ」

　俺が素直に称しよう賛さんすると、ライナは不思議そうにきょとんとした顔になり、すぐにだらしない顔になった。

「そ、そうかな。えへへっ……そうよね。確かに、あの場面で心を折らずに戦えたのは、私凄いかも」

「もう、ライちゃん。すぐに調子乗る」

　アルが苦言を呈ていするが、今のライナの耳には届かない。ライナは、また失敗して気がつくんだろうな。と何となく思いながら、エミリさんが俺の肩かたを軽く突つつく。

「なに？　エミリさん」

「耐えられたのは、ユンくんのポーションのおかげじゃない？　初心者に持たせるには、回復量過多だったでしょ。あれ」

「そうだろうな。けど、それを言うのは野や暮ぼってものだろ？」

「ユンくんのやり方は、報むくわれないやり方ね。けど、嫌きらいじゃないわよ」

　全く、その通りかもな。と自じ嘲ちよう気味に笑い、自分の作ったベースキャンプへと戻もどってくる。

　そこで気がついたのは、焦こげ臭くさい異い臭しゆうだ。

　それを感じ取り、不快そうに皆みんなが眉まゆを顰ひそめる中で俺は、一人声を上げる。

「ああああっ──！」

　慌あわてて、放置していたオーブンを開けて、中の金型を取り出すと出てきたのは、真っ黒に焦げた塊かたまりだった。

　折角、いい感じでできかけていたパウンドケーキが焼き過ぎて焦げてしまった。

　僅わずかな期待を込めて、表面を削そぎ落とすが、中までしっかりと焦げて食べられないものになっていた。

　地面に膝ひざと両手を突き落らく胆たんを表す俺に、リゥイとザクロが慰なぐさめるように寄り添そい、エミリさんたちは、どう声を掛けて良いのか分からずに気まずい雰ふん囲い気きになる。

「あはははっ、ま、また作り直せば、いいよ。うん」

　俺が頭を上げて、呟つぶやく言葉は、静かな木々の間に空むなしく木霊こだまするのだった。




　　　　●




「それで、遠藤さん。じゃなくて、エミリさんは、なんであんなことしていたんだ？　それからあの装備の意味は？」

『それは答えなきゃダメ？　私の手の内の一部でもあるのだけれど……』

「別に答えたくないならいいよ」

　俺は今、エミリさんとフレンド通信で話していた。

　どうして、仮面をつけていたのか。

　どうして、名前を偽いつわれたのか。

　どうして、声を変えていたのか。

　聞きたいことは色々あるが、深く聞くつもりはない。

「おっ、あったあった。帰る途と中ちゆうに見つけたんだよな。生産素材を」

『ほんと、ユンくんにとっては、生産素材以外はどうでもよさそうね』

「あはははっ、ごめん。でも、俺にとってはこっちも重要なんだよ」

　ライナを助けた帰り道に、実は探していた素材の一つを見つけたのだが、早く安全な場所に戻りたい一心でその時は回収しなかった素材を今、採取しているのだ。

　クロードに頼たのまれた【除じよ虫ちゆう香こう】の材料である【苔こけ香こう木ぼくの樹皮】である。苔が繁はん殖しよくした一本の倒とう木ぼくだが、使うのは、苔を含ふくむ表皮の部分だ。

　俺は、表皮の部分を十数枚ほど剝がして採取する。

　お香のベース素材である樹皮を乾かん燥そうさせて、同じく乾燥させた【除虫菊ぎく】という花を混ぜて、粘ねん土ど状にした上で棒状に加工して乾燥させることで【除虫香】ができる。

　虫型ＭＯＢを寄せ付けなくする効果のある【除虫香】を何な故ぜ、クロード、いや、イベント立案のリーリーが必要とするのかは分からないが、とにかく【花火】と【除虫香】の材料はこれで全て揃そろった。

　俺は、ほくほく顔で西側の森を探たん索さくする。エミリさんに任せているライナとアルのためのポーションの素材も確保するために、目につく採取ポイントをリゥイとザクロと共に探っていく。

『ユンくんって、学校にいるときとは全然違ちがってマイペースなのね』

「うん？　そうか？」

『まぁ、ルールとか規則があるとそれに則のつとって生活するから……あんまり目立たないけど、こっちのユンくんは結構自由よね』

　今、エミリさんにライナとアルを見て貰もらっているために、言葉が途中で途と切ぎれたのは、向こうで何かに対処したタイミングだろうか。特に、気にせずに話を聞く。

『まぁいいわ。私が変装していた理由は、そうね。ただ単に知り合いに見つかりたくないからよ』

「はぁ、それはまた何で？」

『気まずいじゃない！　私みたいな面白みのなさそうな委員長タイプの人間がゲームよ！　それもＶＲなんて流は行やりのゲームやるの、似合わないでしょ？』

「そうかな？　最初は、驚いたけど、セイ姉ぇも真ま面じ目めだけどゲームやってるからな」

　そこまで気にならないかも。と言えば、私は気にするの。と答える。

『最初は、ユンくんたちを避さけてプレイしてたんだけど、最近ギルド勧かん誘ゆうもあって変装に力を入れた訳。仮面は普ふ通つうのアイテムだけど、残り二つはユニークというよりジョークアイテムかしら』

　仮面に関しては露ろ店てんで、十枚一組で売られていたアイテムらしく、防具のダメージを一部引き受ける【痛み受け】という追加効果を持っていた。だから、壊れやすい反面、防具の耐たい久きゆう度の目安になるという謳うたい文もん句くで売っていたそうだ。

　また名前を変えるアイテムとボイスチェンジャーは、夏のキャンプイベントで出たジョークアイテムだ。よく、セイ姉ぇやミカヅチたち【ヤオヨロズ】のギルドメンバーたちが、その日の収しゆう穫かくであるジョークアイテムで宴えん会かい芸を披ひ露ろうしていたのを思い出す。

「やっぱり、どこにでもギルド勧誘ってあるんだな。俺も悪質な勧誘にあって逃げた口だよ」

『ある意味、今の面子メンツは、ギルド勧誘の被ひ害がい者しや同士とも言えなくないわね。私は、それほど重度ではないのだけれどね。それと呼び捨てにしてごめんなさいね』

「気にしなくてもいいのに。俺も呼び捨てにしてたし。まぁ偽ぎ名めいの方だけど」

『それと……峻くんってやっぱり変身願望が』

「ないから！　これは、バグ！　キャラエディットの身しん体たい補正の誤認！　っていうか、やっぱりって何！　何なの!?」

　誰だれも居ない森の中で盛大に声に出してツッコむと、フレンド通信の向こうでは、くすくすと可お笑かしそうな笑い声が聞こえる。

『そこまで強く否定されるとは思わなかったわ。けど、似合っているわよ』

「全く、嬉うれしくない」

　それだけ言って、不ふ機き嫌げんさを出すためにしばらく黙る。

　エミリさんとのフレンド通信は途切れてないが、互たがいにしばらく無言になっている。そして、ふと思い出した疑問をエミリさんにぶつける。

「一つ聞きたいんだけど……、タクのことをじっと見つめて、様子を探るような話をしたりタクの動画のことを知っていたってことは、タクが──好きだから？」

『はぁ!?　それはない！　絶対ない』

「あ、あれ？」

　あんなに意味あり気なことを聞いてきたのだが……。俺の勘かん違ちがいか。

『私が気にしていたのは、タクくんと会わないためよ。私がプレイヤーってバレたら面めん倒どうそうでしょ？　それに恋れん愛あい対象ではない！』

　エミリさんの強い否定に安あん堵どの溜ため息いきが漏もれる。

「そうなんだ」

　俺の小さな呟きに、互いが沈ちん黙もくする。その後、俺から言葉を切り出す。

「その、この話はもうやめよう。なんか、藪やぶ蛇へびになりそうだから」

『そうね。ＯＳＯでは、ユンくんの性別のことと、タクくんに関してはなるべく触ふれないわ』

　互いに、それで納得し、話を切り替かえましょう。とエミリさんが言う。

『じゃあ、今度は私から聞こうかしら。どうしてユンくんは、南の湿しつ地ち帯たいのところにいたの？』

「ああ、知り合いの生産職にアイテムの作成を頼まれて、その素材集めをしてたんだ」

『それなら、【魔ま法ほう生物の触しよく媒ばい金属】ってアイテムは持ってないかしら？　あれば譲ゆずってほしいのだけれど』

「ああ、それなら何個か、妹たちと狩かった時に手に入れたのがあるよ」

　嬉しいな、私じゃ中々倒たおせなくて。と嬉しそうな声が響ひびく。

「じゃあ、エミリさんがあの場にいた理由って……」

『そうよ。けど、私一人でダークマンを倒せるほどの戦力はないからね』

　戦せん闘とう力ではなく戦力という時点で、個人の能力ではなく自身の呼び出すＭＯＢを含めての力のように感じる。

　まぁ、ダークマンの撃げき退たいは簡単だろうが、撃げき破はとなるとエミリさんとの相あい性しようは悪いかもしれない。

　そうこう話をしている間に、セーフティーエリアに戻り、これまで揃えた素材や元々の手持ちの素材を並べてみて先に【花火】の試作に取り掛かかる。

　ちゃんとした物を作るなら工こう房ぼうでじっくりとやるが、効果が低くてもいいのなら野外に持ち出せる生産キット一つで十分だ。

「それじゃあ、エミリさん。また後でね」

『ええ、もうしばらく二人のレベリングと素材を集めてくるわ』

　無理しないように程々に、と思いながらもフレンド通信を切り、目の前の素材を確認する。

【花火】を作る素材として、まずは中間素材から作らないといけない。

　一つは、ダメージ・ポーション。これにはムーア・フロッグのドロップした蛙かえるの胃い袋ぶくろと粘ねん菌きんスライムのドロップの強酸性ゼリーを使う。

　胃袋を刻み、蒸留水を少し加えて、よくすり潰つぶす。そこに強酸性ゼリーを加えて、一度、ろ過する。

　不純物を取り除いた黄色みがかった液体を加熱して、液体の濃のう度どを濃こくする。

【アトリエール】の工房部にある濃のう縮しゆく機を使えば早いのだが、適当に水気を減らしてから濃くなった液体を慎しん重ちように瓶びん詰づめすれば、ダメージ・ポーションが完成する。





ダメージ・ポーション【消しよう耗もう品ひん】

ＨＰダメージ【[image: -30]（[image: プラスマイナス5]）】






　適当に作ったから微び妙みような出で来き栄ばえだが、これはあくまでも中間素材であり、試作品だ。ダメージ量はあまり気にしていない。ただ、失敗を想定して、多めに瓶詰めされたダメージ・ポーションを完成させたら、周囲にある火を全て消す。

　続いて、もう一つの中間素材である爆ばく弾だん──正確には、一歩手前の火薬玉を作成する。

　用意するのは、ウィスプからお裾すそ分わけで貰った燐りん魂こん結けつ晶しようと地面から掘ほり起おこした黒こく爆ばく石いしだ。どちらも個別では効果を発揮しない素材だが、混ぜると危険だ。

「火の元確認よし。やるか」

　本来は、工房部にある鉱石用の粉ふん砕さい機で一気に砕くだくのだが、今回は少量ずつ作る。

　破は砕さい音を上げて砕けてガラスのように光を乱反射するサラサラの粉へと変わる燐魂結晶。

　対して、ややしっとりとした黒い粘土質な土に変わる黒爆石。

　本来は、ダメージを与あたえる爆弾として最適な調合を見つけるべきなのだろうが、花火向けの火薬玉を作るので、比重はやや燐魂結晶を多めにする。それでも後の調節のために細かな分量を量りながら、二つを混ぜ込み、一つの粘土の塊かたまりを小さな玉状に成形していく。





火薬粘土【消耗品】






　まだ完成ではないが、火薬玉の元となるものを作って一部を千ち切ぎり取り、残りはインベントリに仕し舞まい込む。

「あれ？　ユンさん。なにやってるんですか？」

「うん？　爆ばく発はつ物ぶつ作成」

　アルの問とい掛けにそう答えると、こちらに来る足を止めて固まるライナとアル。

　狩りから帰って来た二人とエミリさんだが、エミリさんだけは何でもないように近づいてくる。

「私の知らないアイテムね。これはどういう物なの？」

「所謂いわゆるネタやジョークグッズのようなアイテムだよ。ちょっと待ってくれ」

　俺は、瓶詰めにしたダメージ・ポーションを、改めて容器に空けて、そこに一ひと粒つぶの金属片を投入する。ポーションに金属を溶とかし込む。

　金属片の溶けたダメージ・ポーションに千切った粘土状の火薬を浸ひたすと、黄色っぽい液体の色が徐じよ々じよに薄うすれていく。

　しばらくして、完全に無色透明となってしまったダメージ・ポーションから濡ぬれた火薬粘ねん土どを取り出し、乾かん燥そうさせて、火薬玉に形を整える。

　最後の仕上げとして【調薬】スキルで急速乾燥させれば、ダメージ・ポーションと火薬粘土からできた火薬玉の完成だ。

　これを複数個集めて、纏まとめ上げることで花火用の火薬玉になる。

「ちょっと実験するから離はなれていてくれ！　ザクロ！　手伝ってくれ！」

　俺の一言に離れた場所に居たザクロが俺の肩かたまで駆かけ上がってくる。俺は指の間に挟はさんだ火薬玉をザクロに見せて、指示を出す。

「俺がこれを空に投げるから一番高い所で火をつけてくれ。いいか？」

　キュッ！　と短くもはっきりとした声で返事をするザクロを空いた手で撫なでて、いくぞ、と声を掛ける。

　ポーションやマジックジェムで慣らした投とう擲てき力で上空へと火薬玉を投げ、ザクロの狐きつね火びが高い位置でそれらに火をつける。

　昼間の明るい内に打ちあがった極小の花火が、木々の開いた広場の上で花開く。

　青緑色とそれほどはっきりとした色には見えないが確かに色付く花が上空で咲さき、すぐに消えてしまう。

「おー、ちゃんと色付いてるな。けど、まだ色は薄いかな。色の濃のう淡たんはダメージ・ポーションの強さか？　それとも溶かした金属の多さかな？　あとは、溶かす金属の種類を変えて、色の数を増やす。まぁ、このあたりは一度注文者の要望聞いておかないと。場合によっては、火薬玉だけ作って花火を任せるのもありか」

　俺が一人で考察を呟つぶやいていると、目の前の光景にぽかん、と見上げたまま固まるライナとアル。エミリさんには、苦笑いを浮うかべながら、初心者には刺し激げきの強すぎる光景ね。と言われた。

「作業は終わったかしら？」

「これで半分かな？　もう一つの方は後でいいと思う」

「そう。それなら、さっき言っていたものを貰もらえるかしら。私の持っている素材と物ぶつ々ぶつ交こう換かんでいいかしら？　【錬金】と【合成】を扱あつかう【素材屋】として十分な素材を提供するわ」

　小さくウィンクするエミリさんに乗りの良さを感じて、俺もインベントリから【魔法生物の触媒金属】を取り出す。

「よくこれだけ狩ったわね。細々と市場で買い集めているんだけど、【鍛か冶じ】センスのプレイヤーの方に流れちゃって数が足りなかったのよ。これで完成するわ」

　確かに、【魔法生物の触媒金属】は、集めてインゴットにすれば、ランダムで別の金属インゴットになる。だから【鍛冶】や【細工】センスを持つプレイヤーが挙こぞって集める。

　話によれば、ミスリルインゴットができたとか、できないとか。

「満足して頂けたかな？」

「ええ、そうね。じゃ私が出した素材の中から三十個選んでね。どれでもいいわよ」

　エミリさんの取り出した素材をライナとアルが面白そうに覗のぞき込むが、その用よう途とが分からずに、すぐに興味が離れる。

　俺は、一つずつ見分して、自分に使えるかを考える。中には上質な鉄鉱石やホブゴブリンの角など、作り方の予想がついているアイテムもある。

　薬草系の素材が少ないので、諦あきらめて別の素材を手に取る。次に、属性石というアイテムを手に取った時、スキル取得のインフォメーションが流れる。

　──条件が満たされたために【付加】スキルが解放されます。【付加】Ｌｖ30以上かつ、スキル使用の消費アイテムとの接せつ触しよくにより《属性エレメント》系エンチャントが使用可能です。

「……っ!?」

　俺は、そのアイテムを手に握にぎったまま、固まってしまった。

　すぐさま、メニューから使用可能なスキルを選せん択たくし、センス【付加術】の使用可能スキルを確認する。

　基本となる《付加エンチヤント》。弱体化の《呪加カースド》。アイテムにスキルを与える《技能付加スキル・エンチヤント》。装備品にエンチャント系の追加効果を与える《物質付加アイテム・エンチヤント》。

　そして、新たに第五のエンチャントスキルとしての《属性付加エレメント・エンチヤント》が加わった。

　アイテム消費型のスキル。ある意味【弓】系センスのように消耗品である矢を使って効果が発揮されるものと似ている気がする。

「どうしたの？　ユンくん？」

「えんど……エミリさん。この属性石は、これで全部？」

　あまりに動どう揺ようして、遠藤さんと呼びそうになったことを自制して、何でもないように尋たずねる。少し怪け訝げんそうな様子でこちらを見るエミリさんは、答える。

「それは、私の専売……ではないけれど完成レシピの一つよ。対応する属性魔法の威い力りよくを引き上げる消耗品よ。もしかして、レシピが欲しいの？」

「本ほん音ねを言えば、めっちゃ欲しい」

「駄だ目めよ。けど、私が用意できるから私の所に来れば買えるわよ」

　なら仕方がないか。と溜ため息いきを吐ついて、今ある属性をそれぞれ十個欲しいと告げる。

　火、水、風、光の四属性があるのだが、三十個の素材との交こう換かんなので、超ちよう過かの十個分は、先日購こう入にゆうしたミニ・ポータルで資金が尽つきたために諦めるしかない。

　しかし、名残なごり惜おしそうにする俺を見て、エミリさんが一つの提案をしてくれる。

「欲しいなら、【魔ま法ほう生物の触しよく媒ばい金属】以外のアイテムとの交換でもいいわよ。そうね……状態異常バツドステータス薬はあるかしら？　毒や麻ま痺ひなんかの」

「それならあるよ。何個で釣つり合う？」

「レートは、一対一でどう？」

　なら、いいか。と状態異常バツドステータスの強度３の毒薬と痺しびれ薬をそれぞれ五個、エミリさんに渡わたして、代わりに合計四十個の属性石を手に入れる。

　エミリさんも満足そうに笑みを作りながら、合成陣を取り出し、目の前に広げる。

「実は、未完成レシピを完成させるために必要だったのよ。今は、毒性の強いＭＯＢのドロップと合成して、成功率一割ってところなんだけど、精製した毒はどうかしらね」

　エミリさんは、二種合成を選択し、投げナイフのような消耗品と先ほど渡した毒薬をセットする。

　簡単な発想だ。貧弱な武器に毒を塗ぬって、それで敵を倒たおすことだってできる。

　そして、合成陣から光が漏もれ、二つのアイテムが合わさり、溶けあい、一つの形となる。





毒の投げナイフ【消耗品】

ＡＴＫ＋７　追加効果：毒１






「やっぱり、ちゃんと精製した毒薬を使う方が成功率は高い……と。けど【毒１】って弱まっているわね」

「なら、毒の強さで調べてみるか？　段階ごとに毒薬を出すよ」

「ホント？　ありがとう、ユンくん」

　笑顔で会話をする俺とエミリさん。その目の前には、毒薬と投げナイフが並べられ、二人でナイフと毒を合成していく。

「な、なんか怖こわいんですけど！　美人二人が毒を挟んで笑うとか怖いんですけど！」

「諦めようよ。僕らもいつか毒されるんだよ」

　ライナとアルは、俺たちが生産談義に興じている一方で失礼な物言いをしている。これは、とても重要なことだ。

　まぁ、二人は置いておくとして、いくつかのサンプル作成を繰くり返し、投げナイフと毒薬の合成レシピの法則を調べて、俺がノートにメモを取る。

　毒３の状態異常バツドステータス薬で合成できたナイフは、毒１の投げナイフだ。このことを元に二つの仮説を立てる。

　一つ目は、合成すると全ての状態異常バツドステータスは強度１になる。

　二つ目は、合成すると合成した強度よりも毒性は数段弱まる。

　これを確証するために、各強度の状態異常バツドステータス薬を合成していき、合成の成否などを調べる。

　その結果、毒２までの合成実験は失敗に終わり、毒４の合成では、二番目の仮説の通り、毒が弱まって合成された。

　毒４を合成してできたのは、毒２の投げナイフ。このことから状態異常バツドステータスの強度を二段階下げて合成される。逆に言えば、一定の強さがないと毒は合成できないことがわかった。

「これが消しよう耗もう品ひんなら、俺の矢にも状態異常バツドステータスが合成できるな」

「そうなると、ユンくんえげつないわね。遠えん距きよ離りから一方的に状態異常バツドステータスにすることができるんだもの」

　とは言うものの。実際はそれほど甘い話ではない。

　状態異常バツドステータス攻こう撃げきが可能だとしても相手のステータスのＤＥＦやＭＩＮＤの高さや耐たい性せいセンスなどによって、レジストや状態異常バツドステータスの軽減がされる。それこそ強度２がギリギリ実戦で使えるレベルだ。

　それにポーションと矢や投げナイフでは、毒の接する表面積が違ちがうのも問題だろう。
















「エミリさん。そもそも状態異常バツドステータスってそれほど優位に立てるものじゃないって知ってるでしょ？　エミリさんならあの、ゴーレムを盾たてに簡単に防ぐだろうし」

「ふふ、まぁね」

　ゴーレムのような非生物系・魔法生物系ＭＯＢは、そもそも状態異常バツドステータスの完全無効の特性を持っている。

　だが、そもそも【弓】系センスの所有者が少なく、発想としてはありきたりだが、使う人が少ないアイテムだ。初見に対する奇き襲しゆう性という意味では、対プレイヤー向けだろう。

　ポーションは近距離投擲で効果が高く、毒矢は遠距離射しや撃げきで効果は低い。どちらも一長一短だな、と感じる。

「さて、一区切りついたし、休きゆう憩けいしてからまた狩かりに出るか。今度は俺も出るよ」

「ユ、ユンさん。まさか、その毒矢を使うんじゃ？」

「当たり前だろ？　実際に使ってみないと分からないことがあるんだから」

「そうよね。売り物としても自分で使う物としても妥だ協きようしたくないわね」

　エミリさんも同意して、状態異常バツドステータス薬を合成した矢を何本か持って俺も狩りに加わるのだった。

　一つ分かったことは、このエリアの敵が弱すぎて、状態異常バツドステータスにかかる前に倒してしまうという点だけだった。







　　　五章　桃とう藤とう花かと要かなめ石いし







　エミリさんの正体を知り、双ふた子ごの初心者プレイヤーのライナとアルを加えた四人で、人の少ない狩かり場を選んでパーティーを組むこと数日。

　時には、俺も狩りに同行したり、パウンドケーキを作り直したり、リゥイたちと遊んだりと、【アトリエール】での楽しみ方とあまり違いのない活動をエンジョイしている。

　あれ？　これって雲隠れの意味ってとは、考えないようにしている。

『ユン。それで、今の状じよう況きようは？』

「ああ、雲くも隠がくれ中に出会ったプレイヤーとしばらく固定で組んで人目の少ない所にいるよ」

『こっちもギルド勧かん誘ゆうの件を早々に終えさせる為ために、色々とやっている。多分、イベント当日までにはある程度の決着がつくと思う』

「まぁ、気長に待つとするか」

　クロードとのフレンド通信。雲隠れ中のために直接会えないので、フレンド通信で【生産ギルド】のメンバーとは、互たがいの状況を連れん絡らくし合っている。

　前回は、マギさん、その前はリーリーといった感じだ。

「【アトリエール】に帰った時は、【花火】と【除じよ虫ちゆう香こう】を作成しているけど、途と中ちゆう経過を聞くか？」

『頼たのむ』

「【花火】は、色付けとかして思ったけど、俺の方で花火の前段階の【火薬玉】だけ納品してそっちでどんな花火にするかを決める。ってのはどうだ？」

『ふむ。確かに、ユン一人に花火を決めさせるよりは、何人かの生産プレイヤーに任せた方が面白いか。ならそっちの方向で頼む』

「じゃあ、【火薬玉】を色ごとに納品ってことでいいな。それと【除虫香】も一応は順調だ」

『一応？』

「完成までに少し時間が掛かかるんだよ」

【除虫香】の作成の手順は、【苔こけ香こう木ぼくの樹皮】を細かく砕くだいて、そこに乾かん燥そうさせた【除じよ虫ちゆう菊ぎく】をよく混ぜ合わせる。

　ここまでは簡単なのだが、この段階で木き屑くずのような感じになっているために、使いやすいよう型に嵌はめ込んで熱圧縮で成型している。

　その成型が終わったら、後は日ひ陰かげで乾燥させなきゃいけないので、今はその待ちの状態だ。

「──っと、そんな訳で納期には間に合うけど、まだちょっと時間が掛かる」

『そうか。じゃあ、問題ないな。それじゃあ、気を付けろよ』

「ああ、そっちもな」

　互いに軽く心配し合ってフレンド通信を切る。

　ふぅ、と溜息を吐き出して、空を仰あおぐ。

「ギルド勧誘の件は決着をつける……って何やる気だよ！　怖くて聞けなかった」

　マギさんやリーリーも通信時に同様のことを言っており、その場で尋たずねようと思ったが、クロードの順番にまで回り、遂ついには聞くことができなかった。

「ユンくん。また誰だれかから連絡？」

　ちょうどクロードとのフレンド通信が終わったのを見計らって、近くにいたエミリさんが尋ねてくる。

「あ、ああ……今度はアイテムの納品の打ち合わせだ」

　他にも店に俺が居ないことに対する心配の連絡などもある。それに対しては、一人一人に丁てい寧ねいに対応して、雲隠れ中であることを納得して貰もらっている。

「ほんと、ユンくんは愛されているわね」

　エミリさんの呟つぶやきに、そうか？　と首を傾かしげる。

　ライナとアルの双子は、特に関心がないのか、ポーションの補ほ充じゆうや戦せん闘とう時の連れん携けいの反省を密にしているところだ。

　そしてエミリさんと話をしていると、再びフレンド通信のアイコンが浮うかび、相手を確認する。

「何だよ。こんな短時間に……あっ、タクからだ」

　俺の呟きに今まで穏おだやかな微笑ほほえみを浮かべていたエミリさんの表情が硬かたくなり、ライナとアルも気になるようで横目でこちらを確認する。

「ユンくん、分かってると思うけど……」

「エミリさんのことは漏らさないよ」

　そう、お願いね。とまだ気にしてそわそわしているエミリさんを見ながら、タクのフレンド通信を繫つなぐ。

「なんだ？　お前から連絡って。今、雲隠れ中って知ってるだろ？」

『単刀直入に用件を言うな。ユンに【桃藤花の花びら】の加工を頼みたい』

「……なぁ、確か蘇そ生せいアイテムだろ？　何で加工が必要なんだ」

『ああ、そうか。まだ知らないのか』

　一人納得したような声を出すタクに苛いら立だつと同時に、低レベル撃げき破はの動画の件で被こうむった被ひ害がいのことを含ふくめて、一発殴なぐることを改めて決意する。

「それで、何なんだよ。用がないなら切るぞ」

『ああ、悪い。この前な【桃藤花の花びら】を使って蘇生薬が完成したらしいんだよ。まぁ、未完成の劣れつ化か蘇生薬なんだけど』

「その話、詳くわしく頼めるか」

　今まで半目状態でタクの話を聞いていたが、すぐに気合いを入れ直す。

『乗って来てくれると思ったぞ。とは言っても、蘇生アイテムの回復量は、変わらずＨＰ１のままだけどな』

「ちょっと待て。たしか、桃藤花の花びらもＨＰ１での蘇生だろ。同じじゃないのか」

　あれ？　そこは詳しく説明してなかったか？　とフレンド通信の向こうで首を傾げるタク。

『花びらと蘇生薬では大きく違うんだよ』

「いや、意味分からないんだが……」

　イマイチ、ピンと来ない俺にタクは、簡単な例を挙げる。

　桃藤花の花びらは、プレイヤーＡが倒たおれた場合、プレイヤーＢが使用することでＡが復活するが、Ａのインベントリ内の花びらは使えない。他者依い存ぞん型の蘇生だ。

　逆に蘇生薬は、プレイヤーＡが倒れた場合、その場で自身のインベントリ内の蘇生薬を消費して復活することができる。また、花びらのように他のプレイヤーにも使える。

『だから、花びら単体だと複数人のプレイヤーがいる必要があるんだ』

「なるほどね。まぁ、そりゃ大きな違いだな。それより、どうして急に必要になったんだ？」

『おう、今度の生産職イベントのＰプレイヤー・Ｖバーサス・Ｐプレイヤー大会に参加しようと思ってな！　そのために、蘇生薬を何個か確保するつもりだ』

「それ、ルール大だい丈じよう夫ぶなのかよ。ＰＶＰ大会でそんなことしても」

　そんな回復薬の使用を許可したら、泥どろ沼ぬま化かしかねないと思うんだが……

『そんなの、投とう擲てき物とかの消しよう耗もう品ひんとか魔ま法ほう使つかいのＭＰ回復のＭＰポーションとか、制限したらパワーバランスが崩くずれたままだろ。だから、アリなんだよ』

　マジか、と思いながらも、確かにそれなら仕方ないのか？　とも思ってしまう。

「わかった。返事は折り返し連絡入れるから。一度切るな」

『ああ、頼んだ』

　俺は、タクとの通信を切り、エミリさんとライナ、アルに顔を向ける。

　しかし、どう話したら良いか。タクを一発殴るためにも会わなきゃいけないが、初心者支し援えんを途中で放り出すのは……

「何を気にしているのよ。お呼びが掛かかったんでしょ？　それもあのタクさんに」

「ああ、そうなんだが……」

「行ってくださいよ！　それとタクさんの土産みやげ話ばなしを持って来てくださいよ！」

　ライナとアルのキラキラとした純じゆん粋すいな視線が眩まぶしい。

　苦笑いを浮かべて、こっちは私に任せなさい。と背中を押してくれるエミリさん。けれど、自分のことは話すな、と細められた瞳ひとみの奥は全く笑っていなかった。

「わかった。その前に……」

　ライナとアルの初心者支援は、きっちりしないといけない。

「じゃあ、少し早いけど、初心者ポーションより上のポーションを渡わたしておくな。それと今まで集めた鉱石で簡単なブロンズリングを用意したから。あと、余った石は、エンチャントストーンにしておいたから。使い方は、エミリさんに聞いてくれ。それから……」

「ユンさん！　いいからさっさと行きなさい！」

　俺が、次々と取り出す初心者支援用のアイテムの量を見て、頰ほおを引き攣つらせたライナが、大声を出す。そしてややイラついた声こわ色いろで俺の背中を押して、無理やりに送り出そうとする。

「ユンさん。僕たちは、子どもじゃないんですから」

「けどな……」

「いいから、行ってよ！　心配なんて必要ないんだから！」

「何かあったら気き兼がねなく通信するんだぞ！」

「あんたは私たちの保護者か！　心配しなくても人とトラブルは起こさないわよ！」

「ライちゃん、自分が心配の原因って知ってるんだ」

　まぁ、アルがツッコミを入れている分にはまだ大だい丈じよう夫ぶなのだろう。

「ほんと。これじゃあ、【保母さん】なんてあだ名つけられても仕方がないわよ」

　溜ため息いきを吐はき出すエミリさんの言葉に、俺は納得いかない表情を作る。

　だが、いつまでもここに残るわけにもいかずに、俺はパーティーを抜ぬける。

【アトリエール】へこっそり帰き還かんするため、一度ログアウトする。ゲーム開始時の出現ポイントが【アトリエール】の工こう房ぼう部に設定されているのでそれを利用して戻もどることができる。

　こうして、外出にはミニ・ポータル、帰還はログアウトからのゲーム再開という手順を絡からめることで、【アトリエール】の入り口や各所のポータルに触ふれることなく移動できる。

　俺は、【アトリエール】に帰って来た後、タクを迎むかえる準備を整えて、フレンド通信の折り返しの連絡を入れる。

　返事はすぐに帰って来て、それほど間を置かずにタクを工房部へと招き入れることができた。

「よっ、待ったぞ」

　俺は、タクの姿を確認した瞬しゆん間かんに、一歩踏ふみ出す。腰こしに捻ひねりを加えて、踏み込こみを強くし、体全体を使ってエネルギーを溜ためこみ、タクの顔面目がけて、右ストレートを叩たたき込む。

「おっと、なんだ。いきなりの挨あい拶さつだな」

　タクの変な動画のせいで、真ま似ねして失敗したプレイヤーとその後処理をした俺の怒いかりの抗こう議ぎを片手で軽く受け止めるタク。

　俺は、軽く受け止められた自身のステータスの低さに、不ふ機き嫌げんになるが、すぐに力を抜くと、タクも手を離はなしてくれる。

「悪いな。待たせて。で、詳しい話をしようか」

　俺が、なにもなかったように話し始めれば、タクは不思議そうに首を傾げるだけで、すぐに話に乗って来る。

「フレンド通信でも言った通り、【桃藤花の花びら】から蘇生薬を作ってほしい」

「って言ってもな。量にも寄るんだよな」

「なら、取りに行くか！　一人で集めるより二人で集めたほうが多く集まるし、研究用ってことで全部ユンに預けるから」

「無茶言うな。蘇生薬のレシピや素材・調合手段の情報なしでいきなり当たりを引けると思うのか？」

「だから、ユンの勘かんとセンスを頼たよりにしてるんだよ」

　こういう根こん拠きよのない信しん頼らいを俺に向けるタクには、応こたえたいと思う反面、重たいとも思う。まぁ、今回はタイミングがいいんだが。

「蘇生薬を作った奴やつのことは知らないけど、俺も未完成レシピは一応調べてある」

「なんで黙だまってたんだよ」

「蘇生アイテムの依い頼らいがいつか来るかと思って準備しておいたんだよ。一番初めに話を持ち掛けてきた奴にレシピのことは教えようと思ったんだ」

　マギさんたちにも教えていないレシピの一つだ。

【言語学】のセンスを使うにあたって、情報をメモしているノートを取り出す。ＯＳＯでの調合レシピの配合比率も纏まとめたものだからおいそれと他人には見せられない。俺のアドバンテージの一つだ。

「ユンは、どこでそういう情報を集めるんだよ」

「俺は生産職だぞ。俺のホームグラウンドは、素材採取場とこの店を含む町全体だ。まぁ、別のレシピを図書館で探した副産物ではあるけど、手順だけは分からなかった」

「だから、未完成レシピか。それじゃあ、候補？」

「企き業ぎよう秘密だ。まぁ、正直に言うと必要な素材が足りない。四種類使う内の一種類が判明してないんだ。だから、【桃藤花の花びら】の回収と並行して、その素材を探してくれ」

　素材の二つは、手元にあり、【桃藤花の花びら】はこれから集める予定だ。ただ最後の素材に関しては、名前以外に情報を持っていない。

「タクに頼たのみたいのは──【生命の水】ってアイテムだ」

「了りよう解かい。それじゃあ、この後、一いつ緒しよに桃藤花の……ああ、そうかユンはまだホラーケイブを抜けてないんだったな。なら、一度洞どう窟くつ経由でいかないといけないか」

「俺は、一言も自分が素材を取りに行くって言ってないぞ」

「まぁいいだろ？　洞窟の先には、転移用のポータルもあるんだ」

　ジト目でタクを睨にらむが、逆に半目で見られてしまう。

「そもそも何がそんなに嫌いやなんだよ。ユンは」

「いや、その……」

「ホラーケイブなんて、大して敵も強くないんだから」

「その……だから、そのホラーって名前が嫌なんだよ！」

「何だよ。いきなりキレて」

「くぅっ……いきなりじゃない。行きたくないんだよ。ホリア洞窟には」

　本当は嫌だが、いつかは通らなければいけない場所なのは確かだ。

　正式名めい称しようは、ホリア洞窟だが、お化け系のＭＯＢが出るためにホラーケイブと呼ばれている。

　目的地の桃藤花の樹までは、第二の町から街道を通り、途と中ちゆうの分ぶん岐きでホリア洞窟を突つき抜ける。さらに、ポータルの存在する廃はい村そんを通って行くと、小高い丘おかの上に樹が生えている。

　タクも、俺がお化けとか苦手なのは知っているはずだ。

「そこは諦あきらめろよ。俺が護衛としてついているんだ。それに廃村まで進めば、もう通らなくて済むだろ。一度だけだ。それに、ユンのレベル適性を考えればちょっと低い程度だ。問題ない」

「わかった。なんか、釈しやく然ぜんとしないけど。俺は一度落ちて、昼飯を食べたら連れん絡らくする」

「了解。俺も休きゆう憩けい挟はさんで、また午後に【アトリエール】に来るな」

　俺たちは、そう言うとログアウトしてリアルへと意識を戻す。




　ログアウトした俺は、ベッドから起き上がり、重い気持ちを引き摺ずったまま昼食の用意をする。

　本日の昼食は、ミートスパゲティーとインスタントのコーンスープ、生野菜のサラダだ。

　前回のグラタンに使ったホールトマトとひき肉、玉ねぎが残っているので、そこに料理酒代わりの白ワインとトマトケチャップを加えて味を調ととのえて茹ゆでたパスタに載のせ、パセリを振ふりかければ終しゆう了りようだ。

　スープもサラダもパスタを茹でている間に用意ができる簡単なものだ。

　俺が昼食を準備していると二階から降りてくる人物が居る。

「おはよ～。お兄ちゃん」

「おはよう。って、もう昼飯だぞ。休日だからってだらけ過ぎだ。寝過ぎじゃないのか？」

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。睡すい眠みん時間は、いつもと同じだから……四時間くらい。寝るのが遅おそかっただけ」

　おいおい、生活リズムが狂くるうだろ。起きてきたのが大体昼十二時。普ふ段だんの美み羽うの睡眠時間が六時間から七時間。逆算すると、午前四時か五時に寝たことになる。それまで延々と夜よ狩がりでもしていたのだろう。

　兄としては感心しないのだが。

「ちゃんと規則正しい生活してくれよ。朝食だって抜いてるし……」

「でもね。平日の深夜って人が居ないから夜遅おそくまで知り合いと冒ぼう険けんしてたんだよ。一人でやるよりパーティー組んでレベルの高い所を目指した方が効率良いんだよ」

「全く……効率の前に健康に気を遣つかえよ。早く顔洗って、着き替がえてこい」

「はぁ～い」

　ぺたぺたとスリッパを鳴らして、洗面所へと消えていく美羽に溜息を漏もらしながら、こっそりと朝食を抜いた分程度には美羽の皿にスパゲティーを多めに盛りつけた。

　しばらくして、顔を洗いすっきりした様子の美羽と一緒にテーブルに着く。

「やったっ！　ミートスパ！　これに粉チーズを沢たく山さん掛かけるのが美お味いしいんだよね。明日カルボナーラでもお願いしようかな？」

「それはまた今度。明日の食材は、既すでに買い込んであるからな」

「お兄ちゃんは、午後何するの？　まだ雲くも隠がくれ中なら私と一緒に人ひと気けの少ないエリアに行く？　鉱山ダンジョンの深部のオーク種の敵とか、手て頃ごろだよ」

「あー、無理。先約ありだ」

　俺の一言に、美羽が目を細めて視線の鋭するどさが増す。

「ほうほう。先約ですか……うーん、相手は誰だれかな？」

「いや、ちょっとしたことで──ゲームで……「ちょっと待って。今当てるから」……はい」

　あれかな？　でも……条件から考えると。と首を捻りながら相手を予想する美羽。

「お兄ちゃんが新しい交友関係を広げる可能性は低い。そうなると……今日休みで親しい人は──本命、巧たくみさん。二番手が、優先してやりたい生産活動。ダークホースで、クロードさんかな？」

「……正解。巧に誘さそわれた」

「ふむふむ。そこに私も入り込んで良いかな？　臨時パーティー募ぼ集しゆうするよりも楽しそうだし」

「あー、巧に食後に連絡を取るからその時に了解を得たら」

　二人で他愛のない話をして、食後に巧に確認のメールを送ったら「是ぜ非ひ」という返事を貰もらった。

　巧と美羽は、ゲームでも時折組んでいる時があるらしいので、二人の連携は参考になりそうだ。それに、美羽は強い護衛になるし、美羽の明るさがあれば暗い洞窟でも少しは平気そうな気がする。

　そういう意味では、美羽の同行は俺にとって非常に有難かったりする。




　　　　●




　いつもと変わりのない導入によってＯＳＯへとログインした俺は、【アトリエール】に立っていた。

「悪い。待たせたか」

「いや、ミュウちゃんに俺が詳くわしく話していたところ」

「お姉ちゃんは、どうして面白そうなことを私に教えてくれないの！」

「いや、商売の種だから……」

「じゃあ、リゥイとザクロを出して、早く、早く」

「仕方がないな」

　俺が呟き、二匹ひきの幼よう獣じゆうを召しよう喚かんすると、現れた二匹を抱だきしめて堪たん能のうし始めるミュウ。

　会うたびに、撫なで回され、抱き締しめられるリゥイとザクロ。

　最初は抵てい抗こうし、俺に助けを求めたが、ミュウの魔まの手てから二匹を助けることができずにいるため現状を受け入れることで一つの区切りをつけたようだ。

　撫でられている時は、どこか遠い目をしているのは、見なかったことにしている。

「はふぅ……やっぱりズルい！　けど、満足」

　すごくいい笑顔のミュウに対して、何かを抜ぬかれたように疲つかれた様子のリゥイとザクロ。

「ミュウちゃんも満足した所ところで、話の確認だ。俺たちの今日の目的は二つ。ユンを廃村のポータルまで無事送り届けること。ユンが必要とする蘇そ生せい薬の素材を探すこと。で問題ないな？」

「問題なし！　レッツゴー！」

　大きく拳こぶしを振り上げるミュウ。俺は、既にホリア洞窟のことを思い、げっそりとしている。

　疲れ切ったリゥイとザクロと共に互たがいに傷を舐なめるように慰なぐさめ合う。

　洞窟までの道中には、特に障害らしい障害はなかった。

　ポータルで第二の町まで跳とび、そこから街道に出現する敵ＭＯＢを倒たおしながら進むだけだ。

　街道に出てくる敵ＭＯＢは、蝶ちようの羽を持つ豹ひよう型ＭＯＢのフェアリー・パンサーや小さな畑荒あらしという設定のケダマオニなどで、それらを倒していくのだが……

　見けん敵てき必ひつ殺さつの心で斬きり捨てるミュウと軽く撫でるように斬り払はらっていくタクの二人がいるために、俺の出る場面はなく安全快適な道中だった。

「あはははっ、二人が強すぎてサクサク進んでいくし……俺が居る必要あるかな」

「じゃあ、適当にエンチャントでも自分に掛かけておいて。あとは、自衛しておいて」

「そもそも、洞窟に入ったら役に立たなくなるだろうし……最初からユンを戦力には数えてないぞ」

　自然と乾かわいた笑いが零こぼれてしまう。あー、やっぱり。まあ、現時点で存在意義薄うすいし……。

「やっぱり弱いね～。鉱山ダンジョンのオーク種がいる地下四階層やダンジョン街のノーマルダンジョン二階が私たちの適性レベルかな？」

「ソロだとそれが適性だけど、俺とミュウちゃんの二人ならもう少し強い所に行けるだろ。今度、もっと難易度の高いエリアに挑ちよう戦せんするか？」

「じゃあ、お願いします。ふふっ、楽しみだな」

　親友と妹は、仲良いな。三人居れば、一人は会話に入り込めない場合があるけど、俺はその余り物だよ。

「やっぱり帰って良い？　ちょっと爆ばく弾だん作りたい気分になってきた。それにお化け嫌きらい」

「ちょっと！　お姉ちゃん、戻もどってきてよ！　子どもじゃないんだから」

「いいから行くぞ！　駄だ々だ捏こねるなよ！」

「嫌だっ！　やっぱり帰る！」

　俺自身も珍めずらしいほどに抵抗するが、左手をミュウが摑つかみ、逃にげ出さないように手を繫つながれる。

「ほらほら。何があるか分からないから防ぼう御ぎよだけはしっかりしておけ」

「ううっ、覚えてろよ。《付加エンチヤント》──ディフェンス、マインド」

　タクは、俺がエンチャントで防御を底上げしたのを見て、引き摺るように洞どう窟くつ内部へと連行していく。

　ホリア洞窟の中は、暗く背筋の凍こおるような寒さだ。肌はだが粟あわ立だつような寒気と、呼吸のたびに肺に入り込む空気が痛みを覚えそうなほど重く、冷たい。

　そして何より──

「うわぁぁっ！　お化けの声が、ひゅぅぅって」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。ただの風の音だよ。お化け屋や敷しきの効果音だと思って」

「ほらっ、人ひと魂だまが……」

「それはザクロの火の玉だろ」

　俺たちの周囲にふわふわと揺ゆれる火の玉を見て、その場で足が竦すくみ、体の前に抱かかえるザクロを強く抱きしめるが、明かりのためにザクロが生み出した火の玉がザクロと呼応して、明めい滅めつするのが、逆に恐きよう怖ふを演出する。

「ちっ、ユンが騒さわぐから早さつ速そく来たぞ」

　何が来た？　と疑問を浮うかべるまでもない。

　風音に混じる呻うめき声とカタカタと硬かたい物がぶつかる接せつ触しよく音。ミュウのライトの魔ま法ほうが洞窟の奥を照らし、俺の闇やみを見通す【鷹たかの目】は、闇の中で不気味に瞳ひとみを赤く光らせるそれらを見つけた。

「うっ……」

「そんな怖こわくないだろ。こんなの……」

　ゾンビやスケルトンと呼ばれるアンデッド系のＭＯＢが、ライトの光と洞窟の闇の境界線を超こえてこちらに接近してくる。

　タクが何でもないように言って、近づいてくるスケルトンを剣けんのナックルガードで殴なぐり飛ばすと、カラカラと頭部の骨が音を立てて転がり落ちていく。続くゾンビには、上半身と下半身を永遠に別れさせる鋭い一いち撃げきを放つ。

　地面に落ちた上半身と下半身は別々に動き、その様子だけで余計に俺の精神をガリガリと削けずっていく。

　頭部を失っても動き続けるスケルトン。

　上下に分ぶん離りしても這はいずりまわるソンビ。

　斬って、殴っての物理攻こう撃げきがあまり通用していない様子と、攻撃する度たびにノーガードで迫せまって来る敵に余計な恐怖が煽あおられる。

　ウィスプと違ちがい、意い思し疎そ通つうはできないし、一方的に襲おそってくる。

　しかも倒されてからが妙みようにリアルで怖い。何で切り落とした腕うでなどの部分的な消滅で終わるんだ？

「ミュウちゃん！」

「合がつ点てん承知。リゥイもできるよね！　──《ソル・レイ》！」

　ミュウとリゥイが、離はなれた位置から光を放つ。ミュウからは熱光線が、リゥイからは上から垂れ下がるような浄じよう化かのヴェールがアンデッドに放たれる。

　ミュウの熱光線は、洞窟の奥まで一直線に伸び、アンデッドを激しい炎ほのおで燃やしたように光の粒りゆう子しへと戻し、リゥイの浄化は、アンデッドを安らかな表情にし砂のように徐じよ々じよに崩くずし去っていく。

「アンデッドは、光とか浄化が弱点だから、ユンよりリゥイの方が戦力になるな。それにしても、綺き麗れいに燃もえ尽つきたな、ゾンビとスケルトン」

「ほーら、お姉ちゃん。怖くないよ、怖くない。綺麗さっぱり消えちゃったんだから」

　洞窟に入ってからずっと手を離さずに握にぎってくれているミュウの存在がどれほど有難いか。

　だが、逆に言うと、俺は絶対にホリア洞窟から逃げられない。

「早くこの場を抜けたい」

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。前にはタクさん、傍そばには私とリゥイが居るんだから。心配ないよ」

「ユン。心をしっかり持てよ。じゃないとこの洞窟では、足あし手で纏まといになるぞ」

　確かに、足手纏いは嫌いやだが、既すでに戦力的には俺なしで充じゆう実じつしている。

　俺の当初の海外ホラーのような人型の化け物に対する恐怖は薄れている。恐怖は薄れたが、寒気や冷気といったものだけは減らずに、纏わりつくように感じる。

　むしろ、洞窟に入った直後よりも増しているように感じる。
















　まるで誰かに見られているような感じだ。

　一点に視線を感じるのではなく、洞窟全体から複数の視線を向けられ、それが体に纏わりつくような重さがある。

「ほらっ、お姉ちゃん。歩けばその分早く進むよ」

「だから……無理だって」

　足を進めようと一歩踏ふみ出す度に、恐怖で動きが緩かん慢まんになる。その焦あせりが更さらに動きにブレーキを掛け、ついに動けなくなってしまう。

　そのとき、ミュウの作るライトの魔法の光源が点てん滅めつを始め、その光度を弱め始めた。

「タクさん！　スペクターが来ました！」

「分かった。じゃあ、安全策で」

　壁をすり抜けて、スペクターと呼ばれる半はん透とう明めいの霊れい体たいが現れた。洞窟の光を侵しん食しよくし、上空を浮ふ遊ゆうしている。

　その柳やなぎのように揺れるスペクターから目が離せなくなり、心臓が耳障ざわりな鼓こ動どうを刻む。

　そして、俺のエンチャントが切れた瞬しゆん間かん、見えない闇が目の前に迫っていた。

「──もう帰る！　こんな所居たくない！」

「お姉ちゃん！」

　ミュウの手を振ふり払い、両手で頭を抱える。片手に抱えていたザクロはその拍ひよう子しに飛び降り、リゥイの背へと駆かけ上がっていく。

「タクさん！　お姉ちゃんが完全に嵌はまりました！」

「ちっ、嵌ったか。エンチャントの重ね掛けを忘れたな。ミュウちゃんは、霊体のスペクターを頼たのむ。俺がユンを見る」

　ミュウとタクの会話が遠くに聞こえる。

　今になって、頭を抱える手がミュウの手を離してしまったことを後こう悔かいする。

　手先が冷えて冷たい。嫌だ、離さないで。怖い怖い怖い……そうだ、リゥイとザクロの傍なら安全だ。

　俺は、目の前を覆おおうような闇の中を手探りし、二匹ひきを強く抱だきしめる。

　二匹の温かさを感じるが、その反面自分の手や頰ほおが驚おどろくほど冷たく感じる。手足が悴かじかみ、その場で蹲うずくまり、身を震ふるわせる。

　四方から向けられる絡からみつく視線が怖い。

　目に見えない恐怖と粘ねばりつくような悪意を感じながら、緊きん張ちようで唾だ液えきを飲み込む。

　熱を感じない体の末まつ端たんから闇に食べられるような気がする。

　そして、思いつきたくない考えを思いつき、気づきたくないことに気づいてしまった。

　この洞窟は──生き物の体内なのだ。

　粘りつく出所のない悪意は、まるで粘ねん液えきのように。

　自分の体から温かみが抜ぬける闇は、まるで消化されるように。

　最終的には、自分は、あのゾンビどもに食い散らされるのではないか。

　一いつ瞬しゆんの内に巡めぐる想像が、より恐怖を搔かき立て、自分の歯の根が嚙かみ合わずにガチガチとぶつかる。

　冷れい凍とう庫こにでも放り込まれたような寒さと頭ず蓋がい骨こつに響ひびく自分の歯の音に、自分自身がスケルトンになったような錯さつ覚かくさえ覚える。

　既に、自分は溶とかされてスケルトンになっているのではないか。

「ちっ、【混乱】のレベルがどんどん上がってる。気付け薬で正気に戻れ！」

　何も聞きたくない。何も知りたくない。自分の体に寒気が入り込み、ただ恐怖で満ちていくだけだった。そんな体に掛かる冷たい液体に何な故ぜか安心を覚える。

　どうしたんだろう？　何も聞きたくなかった耳が音を拾い始め、思考に靄もやが掛かるが、ちゃんと聞こえるようになる。

「……ユン！　しっかりしろ！」

「タ、ク？　ミュ、ウ」

　焦しよう点てんの定まらない目で二人を見る。

　手から光こう弾だんを放ちながら宙を漂ただよう半透明なお化けと対たい峙じするミュウ。

　洞窟を覆うように何十ものスペクターがこちらを見つめている。だが一いつ斉せいに襲ってくるわけではなく、気まぐれに数匹ひき襲って来ては、ミュウに一撃で返り討うちにされている。

「ほら、もう一本。気付け薬だ！」

「何っ、ほぅ……」

　無理やり口に押し込まれるガラスの容器から中の液体が喉のどの奥に流れ込む。

　むせ返らないように、喉を鳴らしながら流し込み、呼吸するために口から離す。すると零こぼれた液体が顎あごを伝い、喉元を滑すべり、胸元の服に吸い込まれる。

　そうすると、自分の今までの不ふ甲が斐いない姿を思い出すと共に、思考がクリアになっていく。

「ふはっ、もういい。大丈夫だ」

「なら早い所、スペクターのエリアを抜けるぞ。それで終わりだ」

「タクさん！　お姉ちゃん連れて先へ！」

　座り込んだ俺の手を引いて洞窟を一気に走り出すタク。

　俺は、ただその手に引かれるままに足を進める。殿しんがりを務めるミュウとリゥイが心配で背後を振り返ろうとするが、タクに止められる。

「後ろを見るな！　前だけ集中してろ」

「わ、分かった」

　タクの言葉に素直に従い、後ろから目を背そむけ前だけ見る。

　俺たちの視線の先には、洞どう窟くつの終わりが見え、光が入り込んでいた。

　俺たちは、そのまま左右から手を伸のばすアンデッドの間を抜けて、洞窟の外へと飛び出していく。

　ホリア洞窟を抜けた先には、廃はい村そんが広がっていた。質素な石積みの家と朽くち掛かけた屋根の木材。そして打ち捨てられた道具類からは僅わずかに生活感が漂う。

　当然ながら洞窟のような暗さはなく、のどかな雰ふん囲い気き漂ただよう廃村にのろのろと歩き、枯かれ果てた噴ふん水すいの傍に設置されたポータルの前でしゃがみ込んでしまう。

「……怖かった」

「お疲つかれさん。まさか、お前が簡単に『嵌る』とは思わなかったぞ」

「何だよ。その嵌るって。それに、あの時のは？　それと何を俺に飲ませたんだよ」

　タクを見つめるが、座り込んで見上げる関係上、上うわ目め遣づかいのようになっているのに気がつかない。

　笑ったタクは、ちょうどいい位置にある俺の頭を少し雑に撫なでる。

「な、なんだよ！」

「まぁ、順番に説明するって。まずは、ユンに防ぼう御ぎよを固めるように言ったのは、状態異常バツドステータスを防御して貰もらうためだ」

「はぁ……」

　わかったような、わからないような、そんな曖あい昧まいな返事をする俺に、タクは言葉を続ける。

「ユンが受けた状態異常バツドステータスは【混乱】だ。最初は、【混乱１】だが、何度もＢＳバツドステータス攻撃を受けて、２、３と段階を上げて、俺が見た時は、４だったぞ」

　おかげで、混乱回復の気付け薬を複数本使わないと完治できなかった、と言っている。

「ＢＳ攻撃を仕し掛かけて来たのは、あの半透明のスペクターか？」

「それもあるが、始まりはホリア洞窟の地形効果なんだ」

　地形効果とは、簡単に言ってしまえば、地形の性質や特とく徴ちようだ。

　森や平原などは、特に特徴らしい特徴は無いように思うが、無いことが特徴であり、スタンダードだ。

　平原を基準に、湿しつ地ち帯たいと比ひ較かくすると、湿地帯の方が僅かに歩き辛づらく、また所によっては、足を取られる。これを地形効果で考えるなら──【ＳＰＥＥＤ低下】だろう。

　また、ダンジョン街のノーマルダンジョンには、様々な罠わなが仕掛けられていたり、洞窟は内部に光源が無いために、暗くら闇やみの性質があったりする。

　昼と夜の違いもそういう性質の一部とも考えられる。

　そんな何気ないリアリティーを地形効果と捉とらえているのだが──

「ホリア洞窟の効果は、暗闇の他にも、状態異常の【混乱】の付ふ与よだ。とは言っても、精神系の状態異常だからＭＩＮＤを高めれば、かかり辛い状態異常なんだけど……」

「運悪くかかったのか？　俺が」

「いや、エンチャントの防御強化で防いでいたが、エンチャントが切れたことで【混乱】を受けていたから単純なＭＩＮＤ不足だろうな」

　洞窟が原因でミュウとタクに迷めい惑わくを掛けてしまったことに落らく胆たんして、項うな垂だれる。

「まぁ、後は気の持ちようで受け辛くなるなんて話があるからな」

「気合いと根性ってことか？」

「そういうこと。まぁ、今回のユンは、暴れないで動きも止まっていたから処置は楽だったな。あとは、スペクターの怪念波も受けたから、早い速度で【混乱】の段階が上がったのもあるな」

「…………」

　戦力外とは言われたが、実際足手纏いだった。

　洞窟の性質を知っていれば、事前に対策の一つや二つは立てられたかもしれないが、情報を聞くことを疎おろそかにしていた罰ばつだ。

　嫌いやだ嫌だ、と駄だ々だを捏こねる前に、話を聞いていれば回かい避ひできたかもしれないのに……

　例えば、事前に【混乱耐たい性せい】のセンスを取得するとか。思考を誘ゆう導どうされないように、気をしっかりと持っていれば、結果はもう少しマシになったかもしれない。

「ま、まぁ、そう気を落とすなよ。俺だってまさかユンが嵌るとは、思わなかったわけだし。俺がもっと事前に説明しておけば良かったことだ」

「…………」

　あのとき情けなく取り乱した姿も、思考がごちゃごちゃで頭の中が真っ白になる瞬間も、全部霞かすみが掛かったように薄うつすらとしか思い出せない。ただ、漠ばく然ぜんとした恐怖だけが存在して、何に対する恐怖かも思い出せない違和感がある。

　自分の甘さと違和感でどうにも気分が落ち込む。

「落ち込むな、っての。あの洞窟は見方を変えれば、お前みたいな嵌る奴やつが居た方が絶対いいんだよ。ゲームの制作者としては、プレイヤーにお化け屋や敷しきや肝きも試だめしの雰ふん囲い気きに現実味をもってもらいたい。そのために、お前みたいな混乱して動けなくなるような奴が必要なんだ。むしろ、珍めずらしい体験ができる美お味いしい立場だ」

「……タク。お前は、俺を慰なぐさめたいのか、それとも怒おこらせたいのか？」

　人を出来の悪いお笑い芸人のように表現しやがって、こいつはいつか後ろから狙ねらい撃うつ。

「おっ、いつもの表情に戻もどったじゃないか。そうそう、お前はその表情じゃなくちゃ」

「なんだよ。その表情って」

　不満を口にしながらも自分の顔に手を当ててみる。自分の表情筋を揉もむように解ほぐしてみるが、いまいち分からない。

「さて、ユンがいつもの調子に戻ったことだし。もう大だい丈じよう夫ぶそうだな」

「大丈夫だと思いたい……って、ちょっと待て。今まで放心状態だったから気がつかなかったが、殿のミュウが居ないだろ。それにリゥイも」

　アンデッドに対しての有効な攻こう撃げき手段を持つ一人と一いつ匹ぴきがまだ追い付いてきていない。

　やられることはないだろうし、危機に陥おちいっていた様子もない。洞窟の方へと視線を向け、来るのを待つ。

　ザクロも心配そうに俺と同じ方向に目を向けている。

「まぁ、ミュウちゃんは、楽しんでいるんじゃないか？　ほら、襲おそってくるスペクターやゾンビを熱光線で狙い撃つのを」

「いやいや、そんなテーマパークのアトラクションやホラーＦＰＳじゃないんだから……」

　しかし中々出てこない様子に、心配が徐じよ々じよに募つのってくる。

　ぽっかりと空いた洞窟の内部の暗闇を、【鷹たかの目】では全て見通せない。

「おっ、ミュウちゃん来たみたいだな」

「いや、来たって言うか……なんと言うか」

　洞窟の奥の方でストロボのように光が点てん滅めつを繰くり返すのだが、同時に響く足音の数が問題だ。

　最初は人が来たと思ったが、徐々にその足音が多重になり、洞窟内部で反はん響きようし、その騒音となった足音や声が生み出す不協和音に眉まゆを寄せる。

　洞窟からミュウとリゥイが大ジャンプで飛び出してきて、ふたりの無事な姿を視認できたことに安あん堵どするのも束の間。その後ろには、数十というお化けの群れを引き連れている。

　魑ち魅み魍もう魎りよう。百ひやつ鬼き夜や行こうのような様相に、血色の戻った俺の顔から再び血の気が引いていく。

「──どっせい！」

　女の子らしくない掛け声を上げるミュウと共に洞窟からそれを追いかけてきたアンデッド達は、洞窟外の日光を浴びて、悶もだえ苦しみながら、徐々に燃えていく。

　以前にも見たお化けを引き連れてくるミュウの姿に軽い眩暈めまいを覚える。

　ただ、今回の違ちがうところは、洞窟内へと戻ろうとするアンデッドたちが、後ろのアンデッドと大渋じゆう滞たいを起こし、入り口の外へと押し出されるという点だ。

　洞窟入り口を塞ふさぐ壁かべのように押し出され、陽光の下で逃にげ場をなくして阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごく絵え図ずを作り出すアンデッドたち。

　呻うめき声を上げるゾンビ。悲鳴を上げるスペクター。骨の体を捩よじり苦痛を表現するスケルトン。

　その光景に対して、一いち網もう打だ尽じん、ドロップ大量ゲット！　とガッツポーズを取るミュウ。ミュウと一緒に自信に満ちた雰囲気を醸し出すリゥイ。

　これは、逆にアンデッドが哀あわれに思えてくる。

「なんか、お化けが怖こわいと言うより可哀かわい想そうに思えて仕方がないぞ」

「まぁ、雑ざ魚こＭＯＢなんてのはそんなものさ」

　インベントリの中で加速度的に増えていくドロップアイテムが、哀あい愁しゆうを誘さそう。

　日光を浴びずに生き残ったアンデッドたちが逃げ帰り、しばらく混乱に満ちていた洞窟入り口は静まった。

「ただいま！　それと沢たく山さんのお土産みやげをゲットしたよ！」

　結果、大量のドロップアイテムが手に入った。

　ゾンビドロップの錆さびた鉄てつ剣けんや銅どう剣けんなど、名前に錆びたと付いたアイテムだ。

　錆びてないものよりも性能や耐たい久きゆう度が低いが【鍛か冶じ】【彫ちよう金きん】センス持ちは、これを鋳い潰つぶしてインゴットに作り直すことがある。大体錆びたアイテム二つでインゴット一つの割合だ。隠かくれ鉱山やＭＯＢ鉱山なんて呼び方が生産職の中であったりする。

　スケルトンドロップの骨こつ粉ぷんは、畑の肥料として使える。野草と土と一いつ緒しよに合成した肥料を定期的に畑に撒まけば収しゆう穫かくできるアイテムの質を保つことができる。

　これに関しては、肥料を作って、キョウコさんと合成ＭＯＢであるジェルたちに任せれば、適切なタイミングで投入してくれるので重ちよう宝ほうする。

　最後に、スペクタードロップは、鎮ちん魂こんの涙なみだ。

　ゾンビとスケルトンにレアドロップが無い代わりに、スペクターだけはレアドロップしか落とさない。ただし、倒たおしてもアイテムを落とさない確率が圧あつ倒とう的てきに多い。

　今回は、ミュウが乱らん獲かくしたおかげで俺のインベントリにも二つ入っていた。

　用よう途とは、装備アイテムの強化素材だ。武器の強化に使えば【アンデッド特効】の効果が、防具に使えば【アンデッド耐性】などの効果が付与される。

「全く、ミュウは無茶して」

「えへへっ、いや～。ハイリスク・ハイリターンって良いよね。後で要らないアイテム買い取って」

「はいはい。リゥイは、よくミュウを見張ってくれたな。偉えらいぞ」

　俺がリゥイの鬣たてがみを撫なでれば、気持ち良さそうに目を細め、首筋を擦こすり付つけるように甘えてくる。

「ずるい！　私の方も頑がん張ばったよ！」

「はいはい。ミュウも頑張った、頑張った」

　同じように頭を差し出すミュウを撫でると、にへら、とだらしのない笑みを作る。

「はっ！　そうだ、忘れるところだった！　お姉ちゃんのお土産も別に拾ってきたよ」

「あはははっ、洞どう窟くつ内で石でも拾ってたのか。そりゃ帰ってくるのが遅おそくなるはずだ」

　唐とう突とつに思い出したミュウは、インベントリからぽろぽろと鉱石や宝石の原石を含ふくむ石を取り出し、タクがそれを拾い上げて、笑い声を上げる。

「タクは、笑って誤ご魔ま化かすなよ。全く、ミュウも人を心配させて」

「「お前お姉ちやんが言うの？」」

「……すみません」

　ミュウとタクの二人に正論を言われて押おし黙だまる。すぐにミュウが手を叩たたき、反省の雰囲気を一いつ掃そうして、改めてミュウの拾ってきたアイテムを俺が鑑かん定ていする。

　洞窟内部で回収した石の半分は、ただの石だったが、残りの半分は当たりだ。

「宝石の原石が殆ほとんどだな。研けん磨ましなきゃ分からんが。これは、俺が買い取りでいいか？」

「了りよう解かいであります」

「ほらほら、喋しやべってないで蘇そ生せい薬の素材を探すぞ。この辺は、桃藤花の樹の周辺以外は敵が出現しないんだ」

「じゃあ、あっちの方は？」

　俺が指差すのは、木々の疎まばらな山とそこに続くあぜ道だ。舞まい散ちる桜色の花びらのある方向とは逆の険しい山の見える方。

「あそこは、無理だよ。明らかに現状のレベルが違いすぎて、行ったら確実にお陀だ仏ぶつだよ。私なんて、何があったか分からないままに逃げ帰って来たんだから」

「ミ、ミュウでもそうなのか？」

「そういうこと。だから、山と丘おかに近づかなければ敵は出ないんだよ」

　俺は、それで納得し、廃はい村そんの中や廃村周辺の雑ぞう木き林ばやしの探たん索さくに移行する。

　とは言っても、このエリアの地理は全く分からない。

「なぁ、この辺りで主おもだったシンボルとかオブジェクトってないか？　そういう場所にありそうな気がするんだけど……」

「そうだよな。初めて来た場所で何も分からないだろうから──【地下室】に村の地図を示したタペストリーがあったはずだ」

「そう言えば、そんなのもあったね。私は画像データを残してないからうろ覚えだけど、確か、村長の家の床ゆか下したにある隠し地下室だっけ？　でも何もないって話だよ」

　ほら、あそこの家。とミュウが指差す先には、ポータルと枯かれた噴ふん水すいを挟はさんだ向こう側に朽くちた家々が扇おうぎ状じように広がっており、その中で僅わずかに原形を残した一番大きな石造りの家が村長の家らしい。

　二人に案内されて辿たどり着ついた村長の家は、外観は激しく損傷しているように見えるが、内部は意外と綺き麗れいだった。家具などは埃ほこりを被かぶっているが、元がしっかりとした作りなのか、他の家々よりも形をしっかりと留とどめている。

「確か、奥の部屋の床の土を退どけると、地下室があるはずなんだが……」

「分かってる。見えてるから」

　俺は、【看破】のセンスの反応する箇か所しよを調べる。埃や土が積もった床の表面をさっと払はらうと、鉄の枠わく組ぐみを持つ厚い木の扉とびらが現れる。

　それを持ち上げるように開くと、カビ臭い埃が舞う中で鼻のいい幼よう獣じゆうたちは逃げるように村長の家から出て行き、ミュウとタクが鼻を押さえる。

　地下室からは、埃っぽい空気が流れ出て鼻び腔こうを突つき、逆に部屋から新しん鮮せんな空気が流れ込んでいる。

「ミュウ、明かりを頼たのめるか」

「わかった。──《ライト》」

　暗い地下室に光球を落とすミュウ。入り口から覗のぞき込み、安全を確認して、残されていた梯はし子ごを使って降りる。

　広い空間の地下室には、本ほん棚だなや机があり、壁には、地図らしき絵柄が刺し繡しゆうされた大きなタペストリーが掛かけられている。如い何かにも何かありそうな雰ふん囲い気きがする。

「これが地図のタペストリーだよ。わかる？」

「ちょっと待って」

　壁に掛かっているタペストリーの地図を指でなぞりながら、場所を確認する。

　中央の噴水と今居る村長の家の位置、村の中を繫つなぐ道と放射状に建つ家々の印。

　他にも、俺たちが通って来たホリア洞窟の入り口や木々の疎らな山への道なども詳しよう細さいに記されている。

　そして、桃藤花の樹のある丘には、色いろ褪あせているが、薄うす桃もも色いろの糸で桃色の花が刺し繡しゆうされている。

「なるほどな。町の全体像は把は握あくした。それと、この所々にあるマークが気になるな。ここに最後の素材があるのかもしれない」

　俺が一人タペストリーを確認している間、ミュウは飽あきて、地下室を物色している。その中で本棚にあった物を俺に差し出してきた。

　それは、木の板に穴を開けて紐ひもを通した木もつ簡かんと呼ばれる記録媒ばい体たいであり、俺は麻あさ紐ひもの括くくりを解き、からからと音を立てて開くそれに目を通す。

「それ、この地下室から持ち出せないオブジェクトなんだよ。インベントリにも入れられないし、持ったまま地下室を出ると転移してここに戻もどるの」

「確か内容は、『これを読む者がいたらあの化け物には関わらないことだ──』だったっけ？」

　タクが記き憶おくしている文章の一節を諳そらんじるが、細部までは記憶していなかったようだ。

　俺は、装備センスを【言語学】に切り替かえて、木簡に目を通す。

「ちょっと、違うぞ」

　俺は、木簡の内容を声に出して読む。

　この木簡の内容は、村長と村の占うらない師しの言葉だ。

　村の成り立ち。そして、土地神の巨きよ狼ろうと生いけ贄にえの関係。それによる村の存亡の危機。増える生贄と咲さき続ける花。豊かな土ど壌じようにも拘かかわらず、減る村の人口。最後に、決起した若人わこうどの死と死し霊りよう化までの流れが書かれていた。

　それから巨狼の正体は霊れい体たいであるということも。

　最後に、村の占い師による警告が載のせられていた。

「──『絶対に関わるな。奴やつは、冥めい界かいの門番だ』で終わりだ」





──【Ｒクエスト：桃藤花の巨狼討とう伐ばつ】が開始されました。






　この瞬しゆん間かん、俺たちは、未知のクエストを発生させた。




　　　　●




「「「……っ!?」」」

　俺たち三人は、突とつ如じよとして始まったクエストのインフォメーションに驚きよう愕がくする。

「おい、タク。どうしてクエストが始まったんだよ」

「知らねぇって、何か条件があったんだろ。今までやらなかった何かがあったんだろ」

「えっと、今までやらなかった。って言うと、村長の残した言葉の解読？　でもそれはやってあるでしょ。ただし、スクショの画像からの解読で……」

「持ち出しできないオブジェクトをこの場で解読するのが条件じゃないかな？」

　ミュウの指し摘てきにクエスト発生の条件を整理する。

『地下室』で『オブジェクト』を『解読』する。場所、対象、行動の三つの条件が全て揃そろって発生すると考えれば、納得いく。

　解読するための【言語学】を持っているプレイヤーは、極少数だろうし、ここまで直接来ることは少ないだろう。

　正直、盲もう点てんである条件だし、疑問は尽つきない。

　このＲクエストのＲってなんだ？　とにかく、クエストの詳しよう細さいをメニューから確認する。





──【Ｒクエスト・桃藤花の巨狼討伐１／３】──

要かなめ石いしを壊せ。──０／７






　クエストの内容の意味が分からずに、タクたちに助けを求めるが、同じように首を左右に振ふる。

「分からない。けど、この場の重要なものはスクショで残しておこうよ。後で手て掛がかりになるかもしれないから」

「そうだな。他に情報が無いか探してから外に出よう」

　ミュウの提案でタペストリーの地図をスクリーンショットで保存し、地下室を探索する。

　タペストリーの地図以外には発見できたものはなかった。

「それにしても、Ｒクエストか。ミュウちゃんは、Ｒの文字に心当たりはある？」

「うーん。レアのＲとか、関係って意味のリレイションかな？」

　ミュウの言うことは、可能性としてありそうだ。だが、そのうちの一つをタクが否定する。

「よく分からないけど、関係って意味は違ちがうと思うぞ。繫がるクエストの場合は、クエストの前に付く連れん鎖さを意味するチェーンのＣってのが既すでにある。俺もレア以外に思いつかないんだよな。ユンは思い当たる節とかないか？」

「廃はい人じん二人が分からないのに、俺に分かるわけないだろ。それより、クエストの最初の課題が、要石か……」

「上に上がってみたら分かるんじゃない？　私、先に上がってるよ」

　そう言い残しミュウは、そそくさとこの埃っぽい地下室から退散する。

　俺とタクも肩かたを竦すくめるものの薄うす暗ぐらい地下室にいつまでも居たくないという思いは同じだ。

　狭せまく、圧あつ迫ぱく感かんのある廃はい屋おくから出れば、そよ風が吹ふき抜ける青空が気持ち良い。俺は、開放感のまま体を伸ばし、周囲に視線を巡めぐらせる。

「ヒントは、このタペストリーのマークかな」

　地下室で見たタペストリーに記されたマークの数が、七つという要石の数と合がつ致ちするために、多分そうなのだろう。

　それに、要石ってのは地面に打ち込まれた石で、地脈や地じ震しんを制せい御ぎよしたり、時には、霊を封ふう印いんするものであったりする。

　霊的な象しよう徴ちようとして考えるならば、触ふれてはいけないもの。ということだろう。それを壊せとは……

「要石ってのがなんか嫌いやだな。悪あく霊りようでも封ふうじられていそうで……」

「それより、ここから一番近いのはあっちだよ」

　ミュウは、一人ずんずんと進んでいく。少し強引じゃないか、とも思うが、後ろ姿を見て分かった。

「全く、ミュウの奴は、好こう奇き心しんを抑おさえられてない」

「仕方がないだろ。未知のクエストってだけで、慎しん重ちようにもなるが興奮もする。大目に見ようぜ」

　一人で駆かけ出したいのを抑えて、逸はやる気持ちが小さくスキップとして現れるミュウ。少しそわそわした感じでまだまだ子どもだな。と思ってしまう。

「それにしても、巨狼の討とう伐ばつ、ってことはボス戦があるのか……三人でやれるのか？」

「まぁ、駄だ目めそうだったら逃にげるだけだろ。逃げられないなら死んでまたクエストをやり直すだけだし」

　死んだときのデス・ペナルティーは痛いと思うが、別にレベルが下がるわけじゃない。

　デメリットも一定時間のステータスの低下と所持金の半分だ。その間に作戦を立て直して、頭を冷やす時間に当てればいい。

「ほらほら、タクさんにお姉ちゃんも。あれが最初の要石じゃないの？」

　ミュウが指差す先には、先ほど廃村の周辺を探索した時に見た岩があった。そのなんの変へん哲てつもない岩以外には特に要石らしきオブジェクトは存在しないからたぶんその岩がそうなのだろう。

「さぁ、始めよう。お姉ちゃんお願い」

「俺か。まぁ、やる事変わらないから良いけど」

　インベントリからピッケルを取り出し、振り下ろす。甲かん高だかい硬こう質しつな音と手て応ごたえ、そして要石にできた傷の小ささから、見た目とは違い、壊こわれ辛づらいことが分かった。

「硬かたっ！　全部の要石を壊し終わる前にピッケルが壊れるんじゃないか？」

「もしそうなったら、私が魔ま法ほうで石を消し飛ばすよ」

「じゃあ、その方向でよろしく。はっ！」

　二度、三度とピッケルを振り下ろし、傷を大きくしていく。そして、数分を掛けて要石を壊した時、変化が起こる。

「何だ!?」

「ユン下がれ！　ミュウちゃん」

「はい！」

　俺を後ろに下げ、ミュウとタクが前に出て剣けんを構える。リゥイとザクロも尻尾しつぽの毛と鬣たてがみを逆立てて臨戦態勢に入る中で俺は、割れた要石をじっと見つめている。

　白い煙けむりが噴ふき出し、徐じよ々じよに人の形を作る。半はん透とう明めいのどこか田舎いなか臭くさい感じの大人の女性だ。顔には、生気は無く、ただ一方的に言葉を口にする。

『──私を解放してくれたことには感謝するわ。けど、今すぐ帰りなさい。まだ間に合うから』

　それだけを言い残して、幽ゆう霊れいや亡ぼう霊れいが成じよう仏ぶつするようにふっと女性の姿が空気に溶とけて消えていく。

「何だ。今のは」

「クエスト用のＮノン・Ｐプレイヤー・Ｃキヤラクターじゃないか？　他にも要石一つずつに同じような設定があるとか」

　俺の疑問に、タクが答える。確かに、イベント用のキャラなら納得できる。

「ほら、クエストの分子が増えているからちゃんと進んでいるよ」

　消えた女性の言葉には警告でありながらも、クエストへの興味、村の滅ほろんだ理由が次の要石で分かるかもしれないといった好奇心を刺し激げきする何かがあった。

　止めるように警告しながらも、次で真相に近づけようともする。まるで、読むほどに凄せい惨さんな光景を目にし、読み進めなければ真実には辿たどり着つけない、推理小説のような展開だ。

「……面白くなってきたな」

「おっ、ユンがここに来て乗り気になったか。じゃあ、今日中にクエストの巨狼の正体を見ようか」

「賛成！　次は、あっちの方向！　レッツ、ゴー！」

　俺たちは、次々と要石を壊していく。

　壊した要石からは、小さな子供、精せい悍かんな若者、そばかすのある顔の少女、隻せき眼がんの狩人かりゆうど、太った行商人風の男が現れ、それぞれが語ることで、俺たちは徐々に核かく心しんに近づいていく。

　最後のローブを羽織った老婆の言葉に耳を傾かたむける。

『私は、占い師じゃ。まぁ、もう何かを知る力もないがの。さて、要石を壊して回るということは、あの巨狼と戦うのじゃろう。止やめろと木簡に残したのにのう。ここまで来たらもう遅おそいか。さて、巨狼についてじゃ。奴は、ただ女神に樹を預けられただけの亡ぼう霊れい狼おおかみじゃよ。じゃが、長い年月を霊体として生きてきた奴は、並の強さじゃないことだけは覚えておくのじゃ。できれば、使命に妄もう執しゆうする狼殿どのを助けてやってもほしい。老いぼれの最後の頼たのみじゃ』

　全ての要石を壊し、全てのキャストが語り終えたことで、大体のバックグラウンドが見えてきた。

　これは、やや暗い小さな村の滅びの物語だった。

　村が不作に陥おちいり、村は土地神である巨狼に生いけ贄にえを差し出す。それに反はん抗こうした一部の村人が要石を壊し、巨狼を倒たおそうと決起した。しかし、作戦は失敗し、村は滅んだ。

　生きたまま生贄になった者、ホリア洞どう窟くつでアンデッドになった者。

　外敵を喰くらう【巨狼と桃藤花の樹】に守られると同時に【巨狼と桃藤花の樹】に生贄を捧ささげる村。

　結局は、村から逃げるか、現状に甘んじるしかない環かん境きよう。巨狼も自分の使命しか眼中にない。その運命を打破しようとして、巨狼の怒いかりに触れて全てが滅んだ。

「なんか、悲しい話だな。子どもや女の子が幽霊として出てきた時は、驚おどろいたし」

「そうだね。設定とはいえ悲しい話だね。でもさ。クエストは途と中ちゆうだよ。巨狼を倒せば、魂たましいだけでも救われるのなら、ちゃんと救いは用意されているよ」

「ミュウちゃんの言う通りだ。クエストは次のステップに進んだぞ」

　メニューを確認したタクの言葉に、俺も進んだクエストの詳細に目を通す。





──【Ｒクエスト・桃藤花の巨狼討とう伐ばつ２／３】──

桃藤花の樹にて湧わき出るモンスターを倒せ。──０／１






　確実にクエストは進んでいる。

　俺たちは、クエストにある桃藤花の樹の元へと辿り着いた。

　小高い丘おかを登っていった先に広がる何の変哲もない青空の下に広がる空間だったが、見えない境界線を一歩超こえるとそこには、別空間が広がっていた。

「なっ!?　ここは……」

　紫むらさき色いろの空と美しく花をつける桃藤花の樹。そして、樹の元には、溢あふれかえる程のＭＯＢの大群が待ち構えていた。

　黒い太陽があたりを不気味に照らす中で俺たちは、それぞれの得え物ものを構える。

「うわっ……無理だろ。この数」

「ひーふーみ……うーん。百は超えるかな？　タクさん相手にできると思う？」

「一人約三十から四十をノルマにしたら……ギリギリ」

「ミュウやタク！　吞のん気きに言ってる場合か！　逃げる……ぞ」

　俺が、振り向き、一歩樹から遠ざかろうとすると、俺たちを囲むように更さらに数十というアンデッドが地面から這はい出てきた。

　完全に囲まれ、俺たちは逃げられないことを悟さとる。

「ああもう、負けるだろ、これは。リゥイ、ザクロ。ごめんな。──《送そう還かん》」

「いやはや。この数の敵を相手にするなんて、ハードすぎるね。ワクワクするよ！」

「こりゃ俺でも裸足はだしで逃げたくなる数の暴力だが、まぁ全力で打ち合うとするか！」

　俺は、既に負けることを悟り、リゥイとザクロを召しよう喚かん石へと戻もどす。ミュウとタクも同じようにデス・ペナルティーの覚かく悟ごを決めたようだ。だが、最後まで抗あらがう意志を見せる。

「ユン。俺には、攻こう撃げき。ミュウちゃんには、速度エンチャント！」

「了りよう解かい。《付加エンチヤント》──アタック、スピード！」

　俺のエンチャントを皮切りに、アンデッドたちが襲おそってくる。

　俺たちを囲うように陣じんを組み、逃げないように剣や槍やりをこちらへと向け、骨の体に辛かろうじて履はいたままの汚よごれた革かわ靴ぐつの底で地面を踏ふみ鳴ならして包ほう囲い網もうを敷しく。

　そして、そんなアンデッドを跳び越こえて、包囲網の内部に来る者がいた。

「──スケルトン・ライダー？」

　タクが呟つぶやく先には、人が騎き乗じようできる大きさの半透明な狼に乗るスケルトンが三体いた。それぞれが武器を持ち、不ふ揃ぞろいな装備をした骸がい骨こつ騎き兵へいの集団である。騎き獣じゆうの狼は、半透明な体の随ずい所しよに紫色の炎ほのおを纏まとい、襤ぼ褸ろの鞍くらにスケルトンを乗せている。

　この三体が出て来たことで、周囲のアンデッドたちは、武器を突つき付けて包囲網を維い持じするだけでまるで動けなくなったように静まり返る。

「先手必勝！　──《サンライト・アロー》！」

　ミュウは、空いた手から光の矢を複数放ち、スケルトン・ライダーの一体を巻き込み、その奥のアンデッド包囲網の一部を灰へと帰す。

　その一いち撃げきだけでスケルトン・ライダーとアンデッド数体を葬ったのだ。

　一度に襲ってこないアンデッドと残り二体のスケルトン・ライダー。

　これならもしかして戦える……そんな淡あわい期待を抱いだいたが。

「はははっ、噓うそだろ。補ほ充じゆうされるのかよ」

　俺の呟きは、紫色に染まる空に吸い込まれる。

　包囲網の空いた穴を塞ふさぐように動くアンデッドとその後ろの地面から這い出すように登場する新たなアンデッド。

　簡単に包囲網のアンデッドが補充され、再びそのアンデッドの壁かべを飛び越えて一体のスケルトン・ライダーが追加で現れる。

「こりゃ、イベント戦みたいな奴やつだろうな。逃げることはできず、殲せん滅めつと言うほど苛か烈れつな攻撃でもない。撃げき破は個数か、はたまた時間制限か。ユン、準備はいいか！」

「これは、終わりが見えるまでやり合うしかないかな！　お姉ちゃん、サポートよろしく！」

　ミュウとタクが同時に地面を蹴けり、スケルトン・ライダーに肉にく薄はくする。

　ミュウとタクは互たがいに背中合わせで、死角を補い、二人で三体のスケルトン・ライダーを相手取る。

　ミュウは、エンチャントによって強化された速さでスケルトン・ライダーを翻ほん弄ろうし、機動力の役割を持つ狼騎獣を狙ねらうことで敵の行動を阻そ害がいする。

　その隙すきにタクがアーツで本体のスケルトンに着実にダメージを与あたえていく。

　ミュウが翻弄し、タクが大ダメージを与える。

　タクへとターゲットが移れば、タクは攻撃の手を緩ゆるめ、逆にミュウがラッシュを掛かけて、ターゲットを奪うばい返す。

　その細やかなヘイト管理を戦いの中で行う二人を、俺はただ見ているわけにはいかない。下へ手たに攻撃して、ターゲットが移ることを避さけつつ、二人へのエンチャントの重ね掛けやスケルトンの妨ぼう害がいのための速度カースドを放つ。

　また、被ひ弾だんやアーツの使用によって受けるＨＰとＭＰの回復を一手に担になうサポートを引き受ける。

　幾いく度どとなく追加されるスケルトン・ライダーを倒す二人。一体倒しても、また一体が包囲網の中に跳とびこんでくる。個体としては、弱い分類だろうが、終わりの見えない戦いと途と切ぎれることのない緊きん張ちようにより擦すり減へるこちらの気力。

「ユン、新しい個体が抜ぬけるぞ！」

「了解！」

　包囲網の外から跳びこんでくる一体のスケルトン・ライダーへの対処が遅おくれたために、ミュウにターゲットが移らず、俺の方へと走ってくる。

　流石さすが、騎乗系のＭＯＢだ。かなりの速さで迫せまり、突とつ撃げきの勢いと長い腕と槍のリーチを利用した突きの風かざ切きり音おんが離はなれていても耳に届く。

　また高い位置からの振ふり下ろすような突きであるために、リーチの短い包丁や小回りの利かない長弓では、即そく座ざに反はん撃げきをすることが難しい。

　それでも俺は、ミュウやタクほどではないが自衛程度はできる。

「《呪加カースド》──ディフェンス」

　地面を転がるようにして、上から落ちてくるような突きを避け、そのまま走り抜けるスケルトン・ライダーの背にカースドを施ほどこす。

　走り抜ける勢いのまま包囲網の端はしから反転するスケルトン・ライダーは、狼騎獣を操り、再度突撃してくる。

「お姉ちゃん！」

「ユン！」

　二人が声を上げるが、心配などいらない。既すでに俺は、迎げい撃げき準備を整えている。

「──《クレイシールド》！」

　スケルトン・ライダーとの間に出現した土つち壁かべ。

　勢いのついたスケルトン・ライダーは、走る勢いを減らすことができずに、生み出された土壁に盛大にぶつかり、その体を構成する骨を盛大に散らす。

　カースドによって防ぼう御ぎよの下げられたスケルトン・ライダーは、突撃で発生したダメージをその身に受ける。

　ふらふらになりながらも立ち上がる狼と、辛うじて戦うだけの骨を残したスケルトン・ライダー。だが、俺はそいつらに止とどめを刺さす。

「──《弓技・一いつ矢し縫ぬい》！」

　土壁の横から躍おどり出て、至し近きん距きよ離りで長弓を引き絞しぼる。至近距離で放たれるアーツは、スケルトン・ライダーの体を貫つらぬき、上半身の骨を砕くだき散らす。

　スケルトン・ライダーの上半身は、光の粒りゆう子しとなり、残った騎獣の狼おおかみ霊れいもスケルトンの下半身を乗せたまま、消しよう滅めつの粒子をまき散らしながら、アンデッド包囲網の外へと逃にげていく。

　相手を倒したのか、それを確認する前に、アンデッド包囲網の外より新たなスケルトン・ライダーが追加され、それをミュウたちが食い止める。

　そんな二人の背中に向かって、エンチャントを掛け直す。

「《付加エンチヤント》──アタック、スピード！」

「サンキュ！　ミュウちゃん、右抑えて！」

「了解！」

　三人の連れん携けいで大きく場が崩くずれることなく戦い続ける。しかし、終わりの見えない戦せん闘とうとはこうも疲つかれるものだとは思わなかった。

「敵のレベルとしてはいいかもしれないけど……いつまでこいつらを相手にしないといけないの！」

「ミュウちゃん、落ち着いて！」

「あー、もう死に戻りでもよくないか？　俺は、全然問題ないんだが……」

「ユンまでそんなこと言って！　ほら、次来るぞ！」

　タクがスケルトン・ライダーを斬り捨てた時、新たなスケルトン・ライダーは現れなかった。逆に、残った二体が包囲網を跳び越えて、囲むスケルトンたちが樹への道を作るように左右に割れる。

「何だ？　やっと進んだのか？」

「そう、みたいだな」

　何十体のスケルトン・ライダーを倒たおしただろうか。数は分からないが、結構な数を倒したと思う。

　そして、最終ステップへと進み──





──【Ｒクエスト・桃藤花の巨狼討とう伐ばつ３／３】──

桃藤花の巨狼【ガルムファントム】を倒せ。残り──０／１






　クエストが最後の段階へと進み、それと同時に、樹の根元から霧きりが噴ふき出す。

　紫色の毒ガスのような霧が噴き出し、それが渦うず巻まき形を作る。半はん透とう明めいなガス状で構築された狼は、巨狼と呼ぶに相応ふさわしい体たい軀くを持つ。

　全長は、十メートルはあるだろうか。高さは、人の三倍はありそうな狼。その四し肢しは、霊れい体たいでありながら鋭するどさを持ち、人間など一飲みできそうなほどの大きな口を持つ。

　プレイヤーが対処できるレベルを明らかに逸いつ脱だつしたボス。その巨きよ大だいさに既き視し感かんを覚えつつ、俺はボスを見上げる。

『主ぬしらか、我の要石を壊こわしたのは……』

「……ボスが喋しやべった。ＡＩ持ちか」

　タクが感かん嘆たんの声を呟く。しかし、それを意に介かいさず、ストーリーは進んでいく。

『要石は、吸った生気を整える要所！　それを壊したからこのように亡もう者じや共が溢あふれ出したではないか！　この愚おろか者ども！　それとも、樹の癒いやしに釣つられたか！』

　ああ、思い出した。この大きさは、前に見たことがある。夏のキャンプイベント最終日に出てきたボス【幻げん獣じゆう大おお喰ぐらい】と同じだ。一人。いや、一パーティーで相手にするのは無む謀ぼうだ。

　レイド級ボス。Ｒとは、レイド。複数パーティー推すい奨しようのクエストだったのか。

『たった三人では要石の生贄の数が足りんな。仕方がない、眷けん属ぞくたちよ。呼よび戻して来い』

　言葉と共に二重に響ひびく巨狼【ガルムファントム】の遠とお吠ぼえに共鳴し、地中よりスケルトン・ライダーが七体現れ、何ど処こかへと飛び去っていく。

『ここで食い殺して、樹の糧かてにするもよし。しかし、新たな生贄にするには、人数が少なすぎる。なら、この一撃に耐たえてから考えるとしよう』

　大きく前足を振り上げた巨狼。その動作に俺たちは反応する。

　タクが前衛に立ち、防ぼう御ぎよ態勢を取り、俺がそのタクへとＤＥＦとＭＩＮＤのエンチャントを二重に施し、ミュウが光属性の防御膜まくを展開する。

『──抗あらがうか。なら見せて貰もらおう』

　ただ一ひと振ふり。振り上げられた前足から放たれる衝しよう撃げき波はは、地面を抉えぐり、アンデッドすら巻き込んで、俺たちを襲おそう。

　地面にしがみ付いて耐えようとしたが、抵てい抗こう空しく宙に持ち上げられ、そして受け身すらままならず、背中を打ち付ける。

「っ、かはっ……」

　派手な攻こう撃げきと体が持ち上がるほどの威い力りよく。しかし、事実として五感で感じる衝しよう撃げきが予想より少ないことに俺は、混乱する。

　現実なら身を裂さかれる様な痛みが襲ってくるはずなのだが、ゲームとしての痛覚遮しや断だんが逆に人間の感覚神経を狂わせ、オーバーフローを起こしているのではないか、と想像してしまう。

　ミュウもタクも地面に倒れ、巨狼を睨にらみ上げる。

『ふん。その程度で我を打うち倒そうなど片腹痛いわ！　我を滅ほろぼしたければ、その十倍の戦力を持ってこい！』

　場に反はん響きようする声。やはり、このクエストは、大人数推奨だ。

　要石の数はパーティー上限の六より多い七。巨狼も、人ひと柱ばしらが足りない。もっと人を呼んで来い、ってことは、そういうことなのだろう。

　それにしても、反響する声はちょっと辛つらいかも。重低音の音が断続的に響き、衝撃を頭に感じる。

『ふむ。間に合ったようだな』

　俺たちが起き上がれない状じよう況きようの中で、先ほど放たれたスケルトン・ライダーたちが舞まい戻もどる。

　その手に持つのは、鎖くさりに巻かれて連れて来られた七人の人柱の幽ゆう霊れい。

　老いも若きも関係なく、雁がん字じ搦がらめの幽霊たちが絶ぜつ叫きようしている。

『やっぱり救われないのね』『嫌いやなの！　もう、嫌なの！』『折せつ角かく、死んだ妻に会えるのに！』『また暗い土の下か……次はいつになるのかしら』『女神よ、これも試練なのですか』『私は元々村とは関係ない！　離してくれ！』『失敗しおったのか。まぁ、私らのように人柱にならなかったことを幸運だと思い、忘れるのじゃ』

　生贄だった幽霊たちが皆みんなスケルトン・ライダーと共に地面の中へと引き摺ずりこまれていく。

　最後に見たのは、達観した顔や諦あきらめた表情の幽霊や泣なき叫さけび助けを乞こう子どもたちの顔で、その悲鳴がいつまでも場に木霊こだまし続ける。

『我は、再び眠ねむりにつく。次は無いと思え』

　再び霧状になり、消えていくガルムファントム。その後を追うように、地面へと沈しずんでいくアンデッド達。後に残されたのは、地面に転がる俺たちだけだ。

　低い視点から見上げる桃藤花の樹を、初めてゆっくりと眺ながめるが、場ば違ちがいかもしれないが綺き麗れいだな。と思ってしまう。

　こういうのを現実逃とう避ひと言うのだろう。

「ユン、ミュウちゃん。大だい丈じよう夫ぶか？」

「俺は、何とか生きている。一番後ろに居たから受けたダメージは、少ない」

「俺は、ヤバい。防具の耐たい久きゆう度が……」

　あんな緊きん張ちようした場面の直後なのに、間抜けな会話をする俺たち。しかしミュウだけは、一言も発せずに静かに立ち上がる。

「ごめん。私、ちょっと気分悪いから落ちて良い？」

「あ、ああ。分かった。ゆっくり休めよ」

「ミュウ、大丈夫か？　本当に」

「うん。少し水飲んで落ち着いてくる。ごめんね」

　微び妙みような笑みを浮うかべて、ログアウトするミュウ。ただのゲームなのに、いつもの元気ややる気が根こそぎ奪うばわれたような様子だ。

　今回のイベントが衝撃的過ぎたのか、普ふ段だんの自信に満ちたミュウのプライドが今の一いち撃げきで粉ふん砕さいされたのか……

「分かった。俺たちだけだと人数不足だから知り合いに話を通しておくけどいいな」

「ああ、その辺はタクに任せる。ちょっと、俺もミュウの様子見てくる」

　俺は、ログアウトしたミュウが心配になり、タクの話を軽く聞き流している。

「ミュウちゃんの調子が優すぐれないんだ。仕方がないさ。早く行ってこい」

「ありがとう、タク」

「何言ってるんだ。ミュウちゃんもお前も大事な仲間なんだ。当然だろ」

　心の中でタクに感謝をする。タクの後押しを貰い、俺もログアウトする。




　ログアウトした俺は、美羽の様子を知るために部屋をノックした。

「美羽？　具合はどうだ？　入っていいか？」

　部屋の中で音が聞こえ、しばらくして、入っていいよ、と美羽の声が聞こえる。

「入るぞ。大丈夫か？」

「えへへっ、負けちゃったね」

　にへらっ、と俺に撫なでられた時のような気の抜けた笑みを作るが、今は気力ややる気が抜け落ちて、まるで空から元気のように感じる。

　俺は、意を決して美羽に尋たずねる。

「そんなに負けたのがショックだったのか？」

「うーん。そう、かな？　ほら、私って今まで負けなしじゃん」

　なーんてね。と冗じよう談だんを口にするが、すぐに表情が曇くもる。

「やっぱり、ゲームは負けがあって当然なんだよね。勝って負けて、負けて勝って。それの繰くり返しが楽しいんだけど、私ずっと負けを忘れてたかも」

「俺は、勝つなんて経験を滅めつ多たにしてない、失敗ばっかりだよ。そんなに気にすることはないだろ」

「お兄ちゃんは、負けることを知ってるからそうなんだよ。でもね。だから私、ＶＲで負けるのがあんなにショックだなんて思わなかった。初めて経験した……」

　一度言葉を区切る美羽。俺は、次の言葉をじっと待つ。

「……それに、あのクエストね。最後にクエストＮＰＣの亡ぼう霊れいが消える直前、私を見てたんだ。すごい恨うらめしいような目で、それが怖こわかった。あんな目を向けられたことが無かったから」

「意外だな。美羽がそんなことを考えるなんて」

「意外って心外だけど！　でもさ。これがクエストの狙ねらいなんじゃないかな？」

　クエストの狙い、という言葉の意味は分からないが、美羽の中では何か意味を持っているようだ。

　部屋の天てん井じようを見上げて、大きく息を吐はき出し、美羽なりの答えを口にする。

「ゲームって楽しいよね。ワクワクして、ドキドキして、ドンドンやりたい。ガンガン進みたい、ワイワイ騒さわぎたい。そんなお祭りのような時間がいつまでも続くって錯さつ覚かくするんだよね」

「まぁ、楽しい時間がいつまでも続けばいいとは思うけど」

「でも、ゲームは、いつかは止やめないと。夢の世界には、いつまでも居られない。時々、リアルを思い出させるために夢のような時間に水を差すような、一度今を見つめ直す機会になるような後味の悪さがあるんじゃないかな？」

「……見つめ直す機会。そうかもな」

　俺もホリア洞どう窟くつを通る時は、心底嫌いやだった。ゲームは楽しさを提供すると共に、時に不快も提供して現実に引き戻すのも仕事。人がどんな不快感やトラウマを持つかは分からないし、どんなことで刺し激げきされるかは分からない。だが、今後も多様な人に対応するような不快感が自分や誰だれかを現実に引き戻すことがあるかもしれない。

　その不快な気分を変えるために、ゲームから目を離はなして貰い、リアルへと目を向けて現実社会を思い出させる。そういう意図が込められているのだろう。

「じゃあ、美羽の中では、整理がついたのか？」

「うん。けど、すぐには吹ふっ切れないかも。でも大丈夫だよ。最強パラディンのミュウは、必ず復活するから。その……待っててね」

　はにかんだ美羽の頭に自然と手が伸のびて、俺が撫でると少し気き恥はずかしそうに美羽が微笑ほほえみを返してくれる。

　そして──盛大にお腹なかを鳴らす美羽。素直な腹の虫が俺に聞こえるほどの激しい自己主張をして、美羽がわたわたと慌あわて出す。

「ち、違ちがうんだよ！　これは違うから！」

「はいはい。全く、何か食べたいものがあるか？」

「ううっ……じゃあ、優しい味の食べ物」

　ベッドのシーツを握にぎり、羞しゆう恥ちで耳を真っ赤に染める美羽を微笑ましく見る。

「じゃあ、蟹かに卵たま雑ぞう炊すいでも作るか。確か鍋なべ用の蟹があったからその脚あしを一、二本拝借するよ」

「……ありがとう」

　俺が美羽の部屋を出る瞬しゆん間かん、小さく呟つぶやかれた一言に微笑み返し、部屋の扉とびらを静かに閉める。

　心配するほどでもないが、時間は必要そうだった。







　　　六章　物ぶつ欲よくセンサーと獄ごく炎えん隊たい







「とは、言ってもやっぱりミュウが心配なんだよ……」

『ユンくん、兄馬ば鹿かが出ているわよ』

　エミリさんに俺の心配をフレンド通信で吐と露ろすれば、呆あきれた声で返される。

『けど、分かったわ。Ｒクエストの発見と【蘇そ生せい薬】の作成ね。【蘇生薬】の方は、まだ途と中ちゆうなんでしょ？』

「ああ、桃とう藤とう花かの花びらは今タクが集めているけど、最後の素材が【生命の水】ってアイテムなんだ」

『ふぅん。私は知らないわ。他の人に聞いてみるしかないんじゃないの？』

「そうだな。そうするよ」

『ちゃんと仕事をしてライナとアルにその過程を面白おかしく話して頂ちよう戴だい。それまで私が面めん倒どう見ているから』

　エミリさんの面倒見のいい性格に甘えている気がするが、ここは頼たよらせて貰もらおう。

「今日は相談にのってくれてありがとう」

　最後に別れの挨あい拶さつを告げて、フレンド通信を切る。

「さて、他の生産職であるマギさんたちにも聞いてみるかな」

　知っているといいな、という気持ちでフレンド通信の一覧を確認すると、マギさんたちとの連れん絡らくが取れるようだ。

　早さつ速そく、マギさんにフレンド通信を繫つなげる。

『はい。ユンくん、どうしたの？』

「少しお聞ききしたいことがあったんです。今いいですか？」

『うん、大丈夫だよ。それでどんな話？』

「実はとあるアイテムを作るための素材を探しているんです。それをクロードやリーリーにも聞こうかと……」

　そこまで言うと、ちょっと待って、とマギさんが言い、誰かと話している様子が伝わる。

『ごめんね、ユンくん。今から広域チャットモードに切り替かえるよ。同席しているクロードやリーリーに一度に聞いた方が楽だよね』

「ありがとうございます」

　メニューの通話が広域チャットに変わり、複数人の声が聞こえる状態になる。

　もちろんクロードとリーリーは同席しているようだが、それ以外の声も聞こえる気がする……というか、最近聞いた声だ。

『じゃあ、サメのレアドロップを頼たのむ』

『はぁ、わかった。こっちは忙いそがしいんだ。持って来れば、こちらで調整する』

　声の感じは、ミカヅチだろう。少し溜ため息いきを吐ついたのはクロードだ。二人して、何を話していたのか。

『ユンくんが聞きたいことがあるらしいんだけど、いいかな？』

　フレンド通信の向こうの会話が止まり、マギさんに促うながされる。

「えっと、【生命の水】って生産素材を探しているんだけど、クロードやリーリーは知らないか？」

『【生命の水】？　俺は、聞いたことがないな』

『僕もないよー。ちなみに、ユンっちは、何を作ろうとしてるの？』

「その……頼まれて【蘇そ生せい薬】を」

『おー、まさかの【蘇生薬】か。最近、蘇生薬を完成させたって話があるけどそれに触しよく発はつされたの？』

　驚おどろく様子もなく軽く受け入れるマギさんに、少し肩かた透すかしな感じがしたが、そのまま話を続ける。

「いえ、タクに頼まれたんです。タクには、【桃藤花の花びら】を集めて貰っているんで他の素材の方を俺が調べているんです」

　マギさんの疑問に答えると、納得がいった呟きが聞こえた。

『なるほどね。でも私も知らないかな。どういうアイテムでどういう生産素材になるか分からないけど、水だったら金属の冷れい却きやく水に使えるかもね』

『俺の場合だったら、糸を紡つむぐ段階に使えそうだな』

『僕なら、杖つえの表面に塗ぬるニスを溶とかす時に使えそうかも』

　マギさんたち生産職は、それぞれ使えそうな場面を想像しているようで、容易に想像できてしまう。俺もポーションなどの作成時に蒸留水の代わりに使えば、効果が上がるのではないか、と密かに期待している。

『よう、嬢じようちゃん。見つからないようならこっちに来て、酒のつまみでも作ってくれないか？』

「だから、誰が嬢ちゃんだ！　俺は……」

　俺は男だ、といつものように文句を言おうとしたが、それを遮さえぎるように今までなかった声が上がる。

『あの、ユンちゃん？　私、心当たりがあるかも』

「ってその声は、セイ姉ねぇ!?　なんで!?」

　なんで、にはなんで知っているのか、それと、なんでここに居るのか。の二つの意味を含ふくんでいるが、セイ姉ぇは前者で捉とらえたようだ。

『タクくんからレイドクエストの話は聞いたよ。幾いくつかのパーティーや知り合いにフレンド通信で参加を呼よび掛かけていたけど、情報は拡散してないんじゃないかな？』

　そう言うセイ姉ぇに、別れ際ぎわのタクとの会話を思い出す。

「あー、そう言えばそんなこと言ってたな」

『そうだ。ユンちゃんに情報のお礼がしたいからタダで教えてあげるよ。手に入る場所──』

　途中でセイ姉ぇの声が途と切ぎれ、何やらドタバタとした感じが聞いて取れる。

「セイ姉ぇ？」

　俺は心配になり声を掛けるが、代わりに返事をしたのは、ミカヅチだった。

『私たちのパーティーと組んでダンジョンへ冒ぼう険けんに行かないか？　嬢ちゃん』

「ダンジョン？」

『レイドクエスト発見者は、嬢ちゃんとタクだからな。嬢ちゃんが欲しい【生命の水】の採取できる場所まで連れていくよ』

　それは、嬉うれしいな。と思いながらも、ミカヅチが相変わらず、嬢ちゃんと言う呼び方を止めないのが気に入らない。

「その嬢ちゃんって呼び方は止めてくれ。それで、セイ姉ぇは──」

　途中で声が途切れたから心配になったが、すぐに返事が帰って来た。

『大だい丈じよう夫ぶ！　ユンちゃん、大丈夫だから！』

　なにを慌てているのか、狼狽うろたえているような声に、向こう側でトラブルでもあったのか？　と思うが、その他にマギさんやクロード、リーリーが騒さわいでいる様子もなく、首を傾かしげるばかりだ。

　まぁいいか。と思い、思考をダンジョンへの同行に向ける。

　セイ姉ぇとミカヅチについてダンジョンに行けば、探している【生命の水】の採取ポイントを知ることができる。また、パーティーでの戦せん闘とうならレベリングにもなる。だが──

「それで、ミカヅチの本ほん音ねは？」

『迷宮街の地下洞どう窟くつダンジョンに、欲しい追加効果を持つ強化素材がある。それを取りにいくために、ユン嬢ちゃんもパーティーに加わってくれるか？』

「だから、嬢ちゃんって言うな」

　多分、フレンド通信の向こうでは、くくくっと、押し殺した笑いをしているミカヅチの姿が想像できる。

「まぁ、それならそれでいいけど。俺なんて役に立たないぞ」

『大丈夫だよ。セイから聞いてるぞ。私にないものを持っている、ってことを』

　そうなのだろうか。セイ姉ぇは、強くて、美人だ。それに【ヤオヨロズ】のサブマスターという立場もある。俺と比べるまでもなく上位プレイヤーだ。

　セイ姉ぇになくて俺にあるものって、そんなのは、よくある慰なぐさめの言葉と同じだと判断して、深く受け止めずにいる。

「まぁ、いいや。それで、集合時間はいつになるんだ？」

『そうね。全員の予定は……今日の夜はどうかな？』

「分かった。それじゃあ、それまでに準備しておくな」

　マギさんたちとの広域チャットを切り、ダンジョン攻こう略りやくの準備を進める。そう言えば、セイ姉ぇたちが攻略する地下洞窟ダンジョンの詳くわしいことは知らないから、汎はん用よう的なアイテムを中心に用意していくことにする。

　回復のハイポーションとＭＰポーションを多数。それからエンチャントストーンとマジックジェム。時間の許す限り、エミリさんたちと採取した原石を研けん磨まして、《技能付加スキル・エンチヤント》をしていく。

　また、ＭＰを消費してアイテムを組み合わせる【合成】では、鉄の矢と各種状態異常バツドステータス薬を使い、毒矢を用意した。これでまた状態異常薬が減ったために、畑の栽さい培ばいを毒草中心に戻もどさないと、と小さく溜息を吐つく。

　一人黙もく々もくと作業をしていると色々なことを忘れて没ぼつ頭とうすることができるが、ふと思い出すと、ミュウのことが心配になってくる。

「いけないな、こんな気持ちじゃ。よし、やるか！」

　一度自分の頰ほおを叩たたいて、気合いを入れ直す。

　時間もいい頃ころ合あいであるために、【アトリエール】のミニ・ポータルから迷宮街のポータルへと転移する。

　待ち合わせは、ダンジョン街のダンジョン入り口であり、それなりの中級プレイヤー以上が出入りしている場所だ。

「おう、嬢ちゃん！　こっちだ、こっち！」

「恥はずかしいから、嬢ちゃんはやめてくれ！」

　ミカヅチが俺の姿を確認して、手を振ふるが、今は雲くも隠がくれ中だし、あまり人の視線を集めたくない。フードを目ま深ぶかに被かぶり、俯うつむいているためにこちらを振り向くプレイヤーは、だれ？　と言った感じで首を傾げている。

「ミカヅチ。ユンちゃんが困っているからやめたげてね。それじゃあ、パーティーを組んで行きましょうか」

　ミカヅチからのパーティー申しん請せいを受理して、パーティーに入り込む。

　パーティーメンバーは、ミカヅチとセイ姉ぇのギルド【ヤオヨロズ】の二人とマギさん、リーリー、クロードという生産職の面々だ。

　珍めずらしい組み合わせに俺は、首を傾げつつ、人ひと気けがないダンジョンの中に入るまで尋たずねるのを控ひかえる。

　セイ姉ぇに案内されるまま石造りの門を潜くぐると景色が一変する。

　非常に静かで、遠くでは水のせせらぎが聞こえる。洞窟型のダンジョンなのだが、天てん井じようや通路はそれほど狭せまくはない。むしろ、天井は高く、通路も広めにできている。

　壁かべの青白い光は、冷たい鋭するどさよりも、ぼんやりとした柔やわらかな光を放っている。

「いやー、最近ユンくんが雲隠れしてて、お姉さん寂さびしかったよ」

「えっと、その……マギさん、すみません」

　洞窟の光景に感動していた俺に、マギさんが笑みを浮うかべたまま、声を掛けて来た。ぼうっとしていたために反応が遅おくれて、俺は反射的に謝ってしまった。

「もう、ユンくんは気にしなくていいのよ！」

「うわっ!?　マギさん!?」

「ユンっちに僕もくっつく！」

「こら、リーリー！」

　俺がどこかきょとんした表情をしていたら、急にマギさんが正面から抱だき付いてきた。俺が慌あわてて声を上げると、それに便乗してリーリーも腰こしの辺りに抱き付いてくる。

「ちょ、恥ずかしいですから！　セイ姉ぇとか見てますから」

「だって！　ユンくんって癒いやしがないから、こんなクロードと一いつ緒しよだと息が詰つまるんだもの！」

　生産ギルドのギルマスなんて楽しくなーい！　と洞窟に反はん響きようするほどのマギさんの泣き言に、なんと言えばいいか分からずに軽く背中をぽんぽんと叩いて落ち着かせる。

　そして、リーリーは、マギさんより先に満足したのか、すぐに俺から離はなれる。

「ごめんね。ユンくん」

「いえ、別にいいですけど……」

　正面から抱き付かれて胸が押し当てられたことは、心に仕し舞まっておこう。

　そして、振り返ると、あらあら、と頰に手を当てて微笑ほほえんでいるセイ姉ぇと、ニヤニヤとした笑いを浮かべるミカヅチ。最後には、両手を広げて、さぁ、俺も。と言いたげなクロード。その顔面に一発拳こぶしをぶち込みたくなる衝しよう動どうを抑おさえて、スルーする。

「そ、そういえば、どうしてマギさんたちも一緒なんですか？」

「私たちは、レイドクエスト攻略の相談を受けて、それと、リーリー企き画かくのイベントのためのアイテム収集かな」

　前に【除じよ虫ちゆう香こう】を使うイベントを企画していた話を思い出し、あー、と納得する。

「レイドボスは、霊れい体たいだから【銀鉱石】が必要になるでしょ？　ここで少しでも集めておくこととセイさんの武器の強化素材の入手とか、色々な理由」

　マギさんの説明に納得していると、もちろん、ユンくんの欲しい【生命の水】の採取ポイントを知ることも目的、とウィンクをされる。

「ボスまでってことは、何階層まで潜るんです？」

「ダンジョンは、全部で五階層までよ」

　セイ姉ぇが一番このダンジョンに詳しいようで、マギさんから説明を引き継つぐ。

　ダンジョンは、全五階層で最深部にボスＭＯＢがおり、そこまでの道のりにはショートカットは存在しない。

　ただ、第一層と第二層の敵ＭＯＢはノンアクティブであるために無視して進むことができ、第五層は、ボスのいる部屋と休きゆう憩けいエリアだけなので、実質第三層から四層までのエリアが問題となる。

「だけど、このダンジョンのことは隅すみ々ずみまで探たん索さくしたから安心してほしいな」

「隅々まで探索したのに、ボスドロップの強化素材が必要って、また新しい杖つえが必要なの？」

　ローブを下から押し上げる胸を張るセイ姉ぇに、そう言葉を返すと、セイ姉ぇの笑顔にどことなく硬かたさが生まれた。

「どうした？　セイ姉ぇ」

「なんでもないわ」

　少し様子がおかしいセイ姉ぇに首くびを傾げると、ミカヅチが眉まゆ尻じりを下げて微び妙みような表情を作る。

「セイにはセイの事情があるんだよ」

「はぁ……」

　そういうものだろうか。とピンと来ないでいると、それじゃあ案内するね。とセイ姉ぇとミカヅチが先頭に立つ。

「急いでいる訳でもないし、のんびりと行きましょう。ダンジョンと言えば、お宝。夢と希望が入ったランダム宝箱がたまに出現するんだよ」

「「へぇ～」」

　俺とリーリーがセイ姉ぇの説明に感心しながら声を出す。

「第一層は、下への階段まで一直線で、そこには宝箱は出現しないけど、脇わき道みちにはランダムで現れるの。だから、目を凝こらして見ると宝箱が脇道から覗のぞいて見えたりするのよ」

「ユンっち！　あったよ！」

「あっちの脇道。光の差さない所にもあるぞ」

「けど、宝箱の九割五分程度は、微妙な装備ばっかりだから、ＮＰＣ店員に売って電子の海に消えるのが殆どね。私はこの前、【魔ま力りよくのハンマー】って微妙なアイテムを見つけたりしたわ」

　セイ姉ぇの説明を聞きつつ、脇道の宝箱を取りに行く俺とリーリー。

「ユンっち、一緒に開けよう」

「ああ、じゃあ、一、二の──」

「「──三！」」

　少しリーリーに引き摺ずられて、歳とし甲が斐いもなくはしゃいでいる気もするが気にせず、アイテムを確認する。





減風の指輪【装そう飾しよく品】

ＤＥＦ＋４追加効果：身代わり（風）






「ユンっちは何が出た？　僕は、【力のナイフ】ってアイテムが出たよ」

「俺は、【減風の指輪】だ。追加効果の【身代わり】ってなんだろ？　【身代わり宝ほう玉ぎよくの指輪】っぽいのか？　ねぇ、セイ姉ぇ……」

　宝箱には、【身代わり】という追加効果のアクセサリーと少しばかりのお金、銀や鉄鉱石などの生産素材、そして、デフォルト効果のポーションなどが入っていた

　その評価をセイ姉ぇに尋ねようと思ったが、膝ひざを抱かかえてその場でしゃがみ込んでいる。

「えっと……」

「嬢じようちゃんの引いたのは、確率５％の微びレア装備だよ。アクセサリーの耐たい久きゆう度を消費してプレイヤーへの属性ダメージを軽減するものだ。耐久度がなくなれば自じ壊かいする装備だけど、複数装備による効果重ちよう複ふくとダンジョン限定装備の追加効果だから、結果的に当たりだよ。リーリーの方は、ハズレ装備だね」

「そうなんだー。良かったね。ユンっち」

　ミカヅチの説明に、へー、そうなのか。と思いながら、【身代わり宝玉の指輪】の下位互ご換かんだと認識する。【身代わり宝玉の指輪】は、嵌はめ込んだ宝石を変えれば、何度もその効果を発揮し、指輪自体はユニークアイテムで壊こわれない。ただ、ピーキーな性質で常に使えるものでもないので、そこは一長一短だろう。

「俺は、いらないからリーリーが貰もらってくれるか？」

「えっ？　いいの？」

「別にいいよ。俺には【身代わり宝玉の指輪】があるから。その代わり、そっちの鉱石と交こう換かんしてくれるか？」

「それだけじゃ悪いから、今度一回だけ無料で装備メンテナンスするよ」

「なら、それで」

　リーリーとトレードの合意をして、俺は【減風の指輪】をリーリーに渡わたす。

　実は、俺としては対ガルムファントム戦のために銀鉱石が必要であるために、銀鉱石の方が嬉うれしかったりもする。

「なぁ、セイ」

「そうなのよ。ユンちゃんっていつもこれだから」

「あー、恐おそろしいな。無自覚って」

　セイ姉ぇとミカヅチが何かを話しており、その内容が俺のことらしい。

「なぁ、俺がどうした？」

「いえ、何でもないわ。先へ進みましょう」

　セイ姉ぇに促うながされて、俺は今日何度目かの首を傾かしげた。セイ姉ぇの様子が少しおかしい気がする。

　俺たちは、そのまま第二層へと降り、軽い戦せん闘とうを挟はさみ、連れん携けい確認やレベル上げをしながら最下層を目指す。




　　　　●




「クロっち、あっちにもあるよ。【黒光りのスフィアー】が」

「わかっている。いま、こっちを回収している」

　クロードとリーリーは、第三層の途と中ちゆうにある小部屋へと入り、その部屋の隅すみに複数個纏まとまって落ちている黒い丸石を拾い上げている。

　リーリー企画のイベントに使うようで、興奮気味に集めている二人を眺ながめながら俺と幼獣たちは、休憩をしていた。

「まるで、空飛ぶ魚たちの水族館だな」

　俺がぽつりと呟つぶやいたのは、第二層の景色を思い出してのことだ。

　広い空間を自由に泳ぎ回る魚型のＭＯＢたち。地面に薄うすく張られた綺き麗れいな水が床ゆかの青白い光源と合わさり、天てん井じようや壁かべに水面みなもの影かげを作り出す。

　見上げる天井は、水中からでしか見えないような魚たちの動きを見ることができ、通常では見られない角度から観察できた。

　その感想が、先ほどの呟きに籠こめられていた。

　空飛ぶ魚のアクアリウム。当然、攻こう撃げきすれば、襲おそってくるＭＯＢたちだが、観賞する分には楽しめるダンジョンで俺は密かに満足している。

　そして、ＭＯＢがアクティブに変わる第三層でこうして休憩できるのは、セイ姉ぇとミカヅチが率先して敵を狩っているためだ。

　二つ入り口のある部屋でそれぞれの入り口から侵しん入にゆうしてくる敵ＭＯＢをそれぞれが担当している。

「──《アクア・バレット》」

　セイ姉ぇが杖を掲かかげ、幾十の水すい弾だんを作り出し、迫せまりくるＭＯＢの一団を水の弾だん丸がんの弾だん幕まくで一いつ瞬しゆんにして押おし潰つぶす。他にも、マイナス30度の氷の魔ま法ほうで遠えん距きよ離りから瞬しゆん間かん冷れい凍とうされる魚群などが一方的に屠ほふられていく。

「──《多段撃》」

　ミカヅチは、掲げた棒の先がブレて見えるほどの鋭い突きを放つ。敵ＭＯＢの体を打つ音が一瞬の内に多重に響ひびく。

「うーん。エンチャントの強化っていいわね。いつもは、八割程度削けずれるけど、ユンちゃんの支し援えん込みだと一発ね」

「こっちは、元々、一いち撃げきで倒たおせるが、ＳＰＥＥＤの強化は悪くないな」

「いや、エンチャントなしでも十分だろ」

　セイ姉ぇにはインテリジェンスのエンチャントを。ミカヅチにはスピードのエンチャントを掛かけて安全地帯を確保して貰ったが、その間の戦闘は、圧巻の一言に尽つきる。

　そもそもエンチャント抜ぬきで八割というが、水属性の耐たい性せいを少なからず持つＭＯＢが出現するダンジョンで、あれだけの一撃を集団に与あたえるセイ姉ぇの魔ま法ほう攻こう撃げき力は非常に高い。

「セイっち、ミカヅチっち。僕らの回収は終わったから次行こう！」

「それじゃあ、第四層だな。まぁ今までみたいに綺麗なＭＯＢはいないけど、運が良ければあいつが出てくる」

「運が良ければ？」

「それが、ミカヅチの目的ね。第四層には【生命の水】や【銀鉱石】の出る採さい掘くつポイントがあるけど、敵ＭＯＢが格段に強くなるわ」

　セイ姉ぇに案内され、下層へと続く階段へと向かう。

　その間、リーリーとクロードが集めていた【黒光りのスフィアー】のアイテムについて詳くわしく聞こうとしたが、ヒミツ、と可愛らしく言ってきたリーリーに、無理に聞き出すのも無ぶ粋すいだと考えて諦あきらめる。イベント当日を楽しみにしておくか。

　そうして、第四層へと下がって一番初めに出会ったＭＯＢに、空飛ぶ水族館としての印象を全てぶち壊された気分になる。

「魚人・サハギンって、リアルだと結構キツイな」

「うん、そうだね。それにしてもセイさんは容よう赦しやないね」

　俺の呟きに、マギさんが同意する。

　サハギンは、魚の体に胸ビレや背ビレが進化し、手足のようになった魚人だ。その手には、三みつ又またの槍やりやナイフを携たずさえ、腰こしには襤ぼ褸ろ布ぬのを巻いている。

　ぎょろりとした出目がこちらを捉とらえて、迫って来るが──

「──《スチーム・ピラー》」

　ちょっとしたパニック映画に出てきそうな姿のサハギンを、セイ姉ぇは百度を超こえて存在する超ちよう高圧高温のスチームを巻き起こし、焼いていく。火も使わないスチームクッキングだが、魚人の濁にごった断だん末まつ魔まが響く。

　今までのようにエンチャント込みでもすぐに倒せないために、俺も援えん護ごとして逃にげ道を塞ふさぐための《クレイシールド》を生成したため、外観は完全に蒸し焼き機である。

　今までダンジョン内で倒した敵ＭＯＢは、どれも見た目が大きな魚ぎよ介かい類るいであるために抵てい抗こう感はなく、食材の宝庫として俺は喜んだ。

　だが、サハギンのドロップの食材を想像したら、少し食しよく欲よくが失せる。なにせ、あの外見だ。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、ユンちゃん。サハギンのドロップは、武器や防具とかの金属装備がメインだから」

「そっか。ならよかった。ってセイ姉ぇ。俺、声に出てた？」

「何年ユンちゃんの姉をやっていると思っているの？　顔見ればなんとなく分かるよ」

　そう言って微笑ほほえむセイ姉ぇに、俺は、顔に出やすいのかな、と吐と息いきが漏もれそうになる。だが、ミカヅチの次の言葉に引っ込んでしまう。

「サハギンはな。だが、サハギン種のレアＭＯＢは、違ちがうぞ」

「ってまさかの、そっちが食材」

「もう、ミカヅチは。そうそう出ないでしょ。あれは」

　ミカヅチの言葉を諫いさめようとするが、リーリーを始め、マギさん、クロード。そして、俺も耳を傾かたむける。全員が生産職だが【料理】センスをメインにしていないために、勿もつ体たいぶった言い方をされると非常に気になるのだ。

「サハギンのレアＭＯＢ──サバギンの強さは、通常のサハギンの二倍──」

　ミカヅチが少し溜ためる。サハギンの二倍の強さと考えると、かなり強く感じる。サハギンと一対一なら様々なアイテムが使えて、余裕をもって勝てるが、二倍の強さを持つサバギンだとギリギリだろう。

「──そして、旨うま味み成分は三倍！　ドロップは、【サハギン印の鯖さば缶かん】だ」

「そこで加工品!?」

「この鯖缶が旨うまいんだよ。酒やご飯と一いつ緒しよだと食が進むんだよ」

　いや、それは心底どうでもいい。と思う。

「あっ、そう言えば聞いたことあるな。確か何かの缶かん詰づめを食べると一時的にＨＰとＭＰの上限を引き上げてくれる効果があるって」

　マギさんが今思い出したことを口にすると、セイ姉ぇがそれを肯こう定ていする。

「味は置いておくとして、ステータス上じよう昇しよう系の料理はやっぱり魅み力りよく的だからね」

　ＨＰとＭＰ上限両方に対応する食材はまだ見つかっていないのでそれも合わせてレアだ。

「けど、サバギンを見つけたからって、ドロップ確率は半分だ。サハギンの微びレア銀装備か、缶詰だな」

「だから、そうそう出ないから」

　ミカヅチを諫めるセイ姉ぇ。まだ、第四層での目的は終わっていないのに、サバギン探しはできない。

「それじゃあ、二手に分かれる？　確か、マギちゃんは、【銀鉱石】探し。ユンちゃんには【生命の水】の採取ポイントを教えないとね」

「それなら、私がマギ嬢じようちゃんを連れてこの階層を巡めぐるわ。それともう一人つけてくれ」

「それなら俺が出よう。俺は、魔ま法ほう使つかいだからな。前衛二人に後衛一人とバランスがいいだろう」

　クロードが名乗りを上げ、残る【生命の水】の回収には、俺、リーリー、そして、先導役のセイ姉ぇとなる。ただ、リーリーも俺も前衛とはいっても斥せつ候こう寄りのために、バランスで言えばやや悪いと思うが、セイ姉ぇがいるから十分だろう。

「セイ！　サバギン見つけたら絶対に倒してくれ」

　ミカヅチが最後にそう念押しをして、二手に分かれた。

　別々で戦闘した場合、近くにいないプレイヤーにはドロップは入らない。まぁ、それ以前に見つかるとも限らないのだが。

「それじゃあ、私たちも行きましょう」

　ミカヅチを見送った後、俺たちもセイ姉ぇの案内で奥へと進む。

　時折遭そう遇ぐうする何匹ひきかのサハギンは、セイ姉ぇが先制して倒し、数が減ったところで俺とリーリーが戦闘の訓練として相手をする。接近してくるまでは、弓矢でちくちくとダメージを蓄ちく積せきし、近づいてきたら、包丁に切り替かえて、リーリーと共に翻ほん弄ろうするように交こう互ごに攻せめる。

　俺は、《食材の心得》で急所狙ねらいの通常攻撃主体で戦い、リーリーは、ヘイト管理をしつつ、サハギンの攻撃を回かい避ひして引き付け、アーツを放ちダメージを与える。

　短たん剣けんも包丁と同じタイプの武器なので、戦法はヒット・アンド・アウェイだ。ただ、それでもいつかは攻撃を喰くらうので、その時は、セイ姉ぇの回復魔法で即そく座ざにＨＰを満タンにして戦闘を続行する。

　そんな戦闘を繰くり返し、ダンジョンの突き当たりへと進めば、壁に小さな亀き裂れつが入っており、一番下からちょろちょろと水が湧わき出している。

「ここがそうなのか？　セイ姉ぇ」

「そうよ。【生命の水】の採取ポイント」

「ユンっち、早速、掬すくおう。マギっちとクロっちの分も集めないと」

「そうだな」

　リーリーの言葉に同意して、水を掬う大きな保存容器を取り出し、容器に【生命の水】を注いでいく。





生命の水【素材】

地脈の力が染み込み、活力を与える水






　簡単な説明文ながら【生命の水】であることを確認し、容器に詰つめていく。【生命の水】がなくなっても、罅ひびから染み出す水が受け皿のように窪くぼんだ採取ポイントに溜まっていく。

「セイ姉ぇ、これで蘇そ生せい薬を作る準備ができそうだよ。ありがとう」

「感謝してくれるのはいいけど、ユンちゃんにはここのボス戦に期待しているからね」

「何を期待しているのか分からないけど、できることはするよ」

　セイ姉ぇに答えている間に、リーリーは少し先を歩き、曲がり角の所を覗のぞき込んで止まる。

　ハンドサインで止まれの合図を出していることから、敵ＭＯＢがいるようだ。

「ユンっち、敵確認お願い」

「了りよう解かい」

　リーリーは、通路の先を確認していたが、【看破】や【鷹たかの目】などの視認するセンスを持たないために、俺が代わりに相手の情報を探る。

　行きに使った通路には、巡じゆん回かいで現れたサハギンたちが三匹びき。その中で一匹だけスマートな個体が混じっている。背中は黒っぽい青で、銀色に輝かがやく美しい腹が洞どう窟くつの青白い光源によって、マリンブルーの美しさを放つ。更さらに、体の各所を覆おおう銀の部ぶ分ぶんに、鎧よろいを身に纏まとうサハギン。

　魚の癖くせに、今までのサハギンよりも一段と洗練されたモデルだ。同じサハギンとは侮あなどれない。

「カッコいいサハギンが混じっている」

「噓うそっ……ほんとに遭遇するなんて」

「やったね。逃げないように倒そう」

　リーリーの声に、驚おどろきからすぐに引き戻もどされるセイ姉ぇは、表情を引き締しめてサハギンたちを睨にらむ。

「それじゃあ、私が通常のサハギンを先制して倒たおすわ。その後は、ユンちゃんとリーリーくんがサバギンを足止めしつつ攻こう撃げき。私の魔ま法ほうの準備が完かん了りようし次第、退たい避ひして殲せん滅めつでいいかしら？」

　真しん剣けんな表情のセイ姉ぇに頷うなずき、俺たちは巡回するサハギンたちが背を向けるまでタイミングを計る。

　そして──

「──《スチーム・ピラー》！」

　敵がこちらに気がつかずに離はなれ始めた時、俺のエンチャントで強化したセイ姉ぇの《スチーム・ピラー》が地面を這はうようにサハギンたちに迫せまり、炙あぶっていく。全ての個体を巻き込んだ攻撃は、十数秒と続き、サハギンは次々と水蒸気の柱の中で倒れていく。

　その中でサバギンだけはセイ姉ぇの超火力の魔法を耐たえきり、水蒸気の柱を抜ぬけ出して突とつ撃げきしてくる。

「ユンっち、いくよ！」

「分かってる！　《呪加カースド》──ディフェンス、スピード！」

　サバギンにカースドを施ほどこすが、防ぼう御ぎよだけが下がり、速度カースドはレジストされた。

　だが、構わず接近する間に次々と矢を放ち、ダメージを与あたえていく。

　リーリーも武器である短剣とは別の投げナイフを両手の指に挟はさんで投とう擲てきする。互たがいに生産職に重要な器用さのＤＥＸから中々外すことのない物理弾だん幕まくを張るが、サバギンは巧たくみに三みつ又またの槍やりを操ってそれらを弾はじいて防ぐ。

　一度に飛来する複数の矢と投げナイフは、リーリーとタイミングを合わせて密度を濃こくしても、精々一本か、二本しか刺ささらない。

　それでもターゲットはセイ姉ぇから俺たちに変わり、これ以上近づかせないために俺は武器を包丁に切り替えて、リーリーと共に前へと走る。

「キシャァァァッ──」

「リーリー、攻撃に当たるなよ！」

「ユンっちこそ！」

　今、セイ姉ぇが魔法を準備しているために回復魔法による支し援えんはない。そのために、致ち命めい傷しようを避さけて、敵を引き付けなければならない。

　リーリーと代わる代わる敵の前を動き、時に攻撃を加える。ダンジョンに入る頃ころよりも格段に動きがよくなっているが、サハギンの倍の強さを持つサバギンは、俺たちを近づかせず、また鋭するどい槍やり捌さばきを放つ。

「っ!?」

「ユンっち！」

「大だい丈じよう夫ぶだ」

　低く地面を滑すべるように薙ないでから振ふり上げられた槍の一いち撃げきが脇わき下から肩かたを捉とらえる。その一撃は、最大ＨＰの三割を削けずり取り、振り上げられた槍は手元に引かれて、サバギンが突つきの姿勢を取る。俺は、大きく後ろに跳とぶようにして回避し、ハイポーションを取り出して回復する。

　今の追つい撃げきで攻撃を受けたら、短期間にＨＰの半分を失い【気絶】の状態異常バツドステータスに陥おちいる可能性もあった。かなりギリギリだったと思い、背中から冷ひや汗あせを流す。

「準備できたわ。──《ダイヤモンド・ダスト》！」

　セイ姉ぇの合図に退避する俺とリーリー。そして、極微び細さいな氷の粒つぶが空気中を漂ただよい、サバギンの手足の末まつ端たんから凍こおり付かせる。サバギンは氷を振り払はらおうと槍を我が武む者しや羅らに振っているが、氷の侵しん食しよくは止まらず、最後には、サバギンの氷像ができ上がり、そこに亀裂が入り砕くだけ散ちる。

「お疲つかれ様さま。どうだった？」

「キツイ。サバギン強いって。あと、俺の本来の戦い方じゃない」

　文句のように呟つぶやき、溜ため息いきを漏もらす。

「じゃあ、サバギンのドロップを確認するか。銀装備なら、潰つぶしてインゴットにすれば、アンデッド対策の素材になるしな」

「ユンっち、ユンっち。調べるならクロっちたちと合流してからにしようよ。みんなの前で成果の発表だよ」

　リーリーの提案にそれも悪くないか、と思っていると、セイ姉ぇがミカヅチとのフレンド通信で合流地点を決めて移動を始める。

　行きは、戦せん闘とうによるレベル上げも含ふくまれていたために、移動はゆっくりだったが、合流のための下層の階段前までの移動は迅じん速そくに行われた。移動が速くなった理由は、遭遇するサハギンたちをセイ姉ぇが初撃で殲滅していくからだ。

「セイ姉ぇ。サバギンとの戦い。手抜いてた？」

「手を抜いたというより、ユンちゃんたちに戦闘経験積ませるために、敢あえて魔法の発動を遅おくらせてたからね」

　そう言って、困ったような笑みを浮うかべるセイ姉ぇを俺もリーリーも笑って許した。

　俺たちのことを考えてのことだ。たとえ黙だまっていても、それで怒おこることでもない。

「あっ！　ユンくん、リーリー。それにセイさん。おかえりなさい」

「マギっち、マギっち！　帰りにサバギン見つけて倒したよ！」

「ホントか!?　それで、結果は！」

　ドロップに関して食いついたミカヅチに、苦笑いを浮かべるセイ姉ぇ。そして、リーリーの音おん頭どで今まで見てなかったドロップを確認する。

「せーの！　──」

　自身のメニューを開くまで目を輝かせていたリーリーだが、ドロップアイテムを確認して、しゅんと肩を落とす。

「ごめんね、ミカヅチっち。【銀の肩かた当あて】だったよ」

　えへへっ、と元気のない笑いを浮かべるリーリー。

「まぁ確率半分だから、気にしなくてもいいんじゃない？　あっ、鯖さば缶かんだ」

　正直、自分で鯖の煮に込こみくらい作れるから食べ物はいらない。と思った時、隣となりを歩いていたセイ姉ぇが蹲うずくまってぷるぷると肩を震ふるわせている。

「ユンちゃん、ズルいよ～。なんでそんなにレアアイテムポコポコ当てるの……」

「えっと……セイ姉ぇ？」

　遠方の大学に進学したために見ることが減った、凹へこんだ時のセイ姉ぇの姿。ミカヅチが何やら、額に手を当てて、呟いている。

「もう、何でユンちゃんを呼んじゃうのよ、ミカヅチは……。ユンちゃんに【生命の水】の入手場所を教えるだけでもよかったじゃない」
















「けど、目もく論ろ見み通りに嬢じようちゃんは、持ってるだろ」

　流石さすがにこのセイ姉ぇの姿に狼狽うろたえるミカヅチ。セイ姉ぇは、頼たよれる美人の姉だが、こうして甘えたり、凹んだりもする。そこが可愛らしくもあるのだが、それは置いておくとして──

「ミカヅチ──なにか、ダンジョンのボス以外にも目的があったんじゃないのか？」

　俺がジト目でミカヅチを睨むと、狼狽えた所への追撃で更に動どう揺ようを重ねる。

　何か、言い訳じみたことを言うが、それを無視して正面からジト目を向け続ければ、観念したように項うな垂だれる。

「分かったからそんな目で見るな。セイが言ってたんだよ。嬢ちゃんは、運がいいって」

　嬉うれしそうににこにこと新しいボスドロップの杖つえを磨みがきながら、俺を自慢するセイ姉ぇのことを話すミカヅチ。セイ姉ぇは、普ふ通つうに別の場所を教えるつもりだったが、俺のドロップ運を頼りにミカヅチが強引にダンジョンのパーティーメンバーに組み込んだようだ。

「何度もレアドロップ狙ねらいで戦闘するのは、大変だろ。それにセイは、よく引っかかるんだよ」

「引っかかるって何にさ」

　少し、語気に苛いら立だちを混ぜてミカヅチにぶつければ、聞き慣れない単語を返された。

「物ぶつ欲よくセンサーに引っかかるんだよ」

　物欲センサーとは、そのアイテムが欲しいという思いが強すぎて、逆に遠のいてしまうオカルト現象だが、確率の偏かたよりは確実に存在し、また嵌はまる人も多い。

「それにセイ姉ぇがよく引っかかると？　セイ姉ぇの運が悪いのか？」

「運は悪くないんだよ。ただ、セイ本人が欲しいってアイテムがなかなかドロップされないからな。今回のボスの強化素材はセイのための物だから今回もきっとってな……」

「それで俺を巻き込んだと？」

「正確にはクロードたちも巻き込んで、ドロップが手に入る試行回数を増やしたかった」

　二人でボスを倒して二つのアイテムを手に入れるより、六人で倒して、六つのアイテムを手に入れた方が、その中にボスドロップが含まれている可能性が高い。

「セイ本人が使わないレアアイテムとか持ってるからそれとトレードして貰もらえれば、って打算だよ」

　ミカヅチの話を俺はセイ姉ぇを慰なぐさめながら聞いている。落ち込んだセイ姉ぇはだいぶ落ち着いたが、この後すぐにボスに挑いどむのは酷こくだと判断し、第五層のボス前の休きゆう憩けい部屋でしばらく休むことにした。

「それで、嬢ちゃん。【サハギン印の鯖缶】を私と──」

「そんな話を聞いて、渡わたすわけないだろ。全く……」

　ミカヅチを無視して、セイ姉ぇを励ます方法を考える。甘えさせるなりして、気を紛らわせばいい。一人肩を落とすミカヅチなど知らない。

「ごめん。マギさん、クロード、リーリー。セイ姉ぇを慰める手伝いをしてくれるか？」

「いいけど、何をするの？」

　首を傾かしげるマギさん。特に拒きよ否ひするつもりはないのだろうが、俺は説明し、納得して貰った。最後に、クロードだけを呼び止めて、あることができるか、相談して実行して貰うことにする。
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「はぁ、癒いやされる～」

　まだ、第五層のボス前の休憩部屋。

　そこには、ダンジョンに似つかわしくない小さな動物たちがセイ姉ぇの周りに集まっている。

　マギさんのパートナーの子こ狼おおかみのリクール、クロードのパートナーの子こ猫ねこのクツシタ、リーリーのパートナーの小鳥のネシアス。そして、俺のパートナーのリゥイとザクロ。それらを撫なでたり、胸の前に優しく抱だきしめて、弛ゆるんだ表情を作るセイ姉ぇ。

　セイ姉ぇの目め尻じりに小さな涙なみだが見え、自分の物欲センサーに泣きそうになっていたんだ。と思う。

「セイ姉ぇ、落ち着いた？」

「うん。ユンちゃん、ごめんね」

「それじゃあ、ボスに行こうか」

　セイ姉ぇは胸に抱いていたリクールとクツシタを地面に下ろし、頭を撫でる。

　撫でられて気持ちよさそうに目を細めるリクールと何度も鳴いて甘えるクツシタたちを名残なごり惜おしそうに見つめるセイ姉ぇ。が、それを振り切り、未だに肩を落としたミカヅチを無視して、俺たちに振り向く。

「じゃあ、前衛は、マギさんにミカヅチ。中衛はユンちゃんとリーリーくん。後衛は私とクロードくんで問題ない？」

「問題なし。ボスに行く前に、エンチャントを掛かけていくな」

　俺は全員に、希望のエンチャントを一種類ずつ施ほどこす。セイ姉ぇの順番になり、俺が魔ま法ほう攻こう撃げき上じよう昇しようのＭＩＮＤのエンチャントを掛けるのに合わせて、クツシタが一ひと際きわ大きな鳴き声を響ひびかせる。

『みゃぁぁっ──』

「うん？　どうしたのかな？」

「クツシタは、人ひと懐なつっこいからな。さぁ、そろそろ戻もどすぞ」

　足元に纏まとわりついていたクツシタを抱き上げたクロードは、召しよう喚かん石に戻す。それに合わせて、俺やマギさん、リーリーも、それぞれのパートナーを召喚石に戻して奥へと進む。

　ボスの間ままで細長い通路が続いており、その奥にボスは居る。

　誰だれか、先約がいる場合には、先ほどの休憩場所で待つことになるのだが、今回は、先に複数のパーティーがいた。

「あれは……ボスと戦うパーティーとそれを眺ながめているパーティー？」

　ボスＭＯＢのツインヘッド・シャークを相手にしているパーティーは堅けん実じつにボスを追い込んでいるが、どこか観察しているパーティーを気にしている様子だ。また、観察しているパーティーも武器を抜ぬいたままどことなく殺気立っている。

　そして、俺は観察しているプレイヤーの一人を見て、表情を険しくする。

「──ミカヅチ。あいつらの中にうちの店に来た奴が居る」

「分かってるよ。【フォッシュ・ハウンド】のＰＫプレイヤー・キラーだろう」

　前に【アトリエール】でミカヅチに助けて貰った時にいたＰＫの一人だ。その相手が俺たちの姿を見つけ、こちらに向かってくる。

「お前らっ!?」

　胸むな倉ぐらを摑つかまれた時のことを思い出し、身が震えるが、セイ姉ぇが手を握にぎってくれたので、落ち着くことができた。また、マギさんとミカヅチが俺を隠かくすような位置取りをする。

「ちっ、あの時邪じや魔ました女プレイヤーと【生産ギルド】のギルマスか」

　唾つばでも吐はき出すように呟つぶやかれた言葉にマギさんは、陽気に答える。

「どうも～。調子はどうかな？」

「はっ！　そんなもん最悪に決まってるだろ！　おめえらの締しめ付けが強すぎてマトモに武器や防具、消しよう耗もう品ひんが買えやしねぇ！　ふざけんな！」

「ふざけてるのは、どっちよ。ギルド勧かん誘ゆうを繰くり返した上に、勧誘した生産職への悪質な行こう為いの数々。私たちに不利益を齎もたらすＰＫギルドや新規のギルドに対して、生産職同士が団結して、アイテムの供給を止めただけよ」

　マギさん、俺の雲くも隠がくれ中にそんなことまでやってたのか!?　と驚おどろきながら、マギさんの頼たのもしい背中を見る。

「ちっ、ここは引くぞ」

　悪態を吐つきながら、リーダー格の、俺をギルド勧誘したＰＫが仲間を連れて、開けておいた通路の方へと逃にげていく。

「さて、あっちの方もボスとの戦せん闘とうが終わったようだし、挨あい拶さつするか」

　先にボスのツインヘッド・シャークと戦闘を続けていたパーティーは、軽く頭を下げて、俺たちと二、三会話を交わす。ＰＫを追おい払はらったことに感謝されたが、俺は特に何もしていないのでむず痒がゆく感じる。

「さて、改めてボスに挑むとするか」

　ミカヅチの声に再出現したボスに対して、武器を構える。

　二つの頭を持つ空を飛ぶサメ型ＭＯＢ。先制は、セイ姉ぇの幾いく十と待機された《アクア・バレット》の一いつ斉せい掃そう射しやから始まる。

　前方へと駆かけていくマギさんとミカヅチがボスの正面に立ち、攻こう撃げきを加えていく。

　宙を泳ぐツインヘッド・シャークは、尻尾しつぽの叩たたき付けや鋭するどい牙きばによる嚙かみつき攻撃をするが、それらを躱かわし、サメの弱点と言われる鼻先へとミカヅチの突つきが放たれると、ツインヘッド・シャークは感覚器官を狂くるわされたように地面に降り立った。その瞬しゆん間かんに胴どう体たいを両手の短たん剣けんで斬きり付けるリーリー。そして、クロードも闇やみ属性の攻撃魔ま法ほうを放っていく。

「俺も負けてられないな」

　全員が絶え間ない攻撃でチェーン数を稼かせぎ、ボーナスによるダメージを叩き出している中で、俺は少しでもボスが動けない時間を作る。

　選んだ矢は、【眠ねむり】、【麻ま痺ひ】、【気絶】の状態異常バツドステータスを合成した矢だ。

　それでサメの体を射い貫ぬき、状態異常バツドステータスにしていく。

　感覚器官の衝撃から徐じよ々じよに回復していたサメが再び動きを鈍にぶくしていく。

　この時点で残りＨＰが四割切る中で、ミカヅチが戦線から離はなれ始めた。

「後は任せた！」

「おい！　ミカヅチ！」

「ユンちゃん、任されたんだよ！」

　セイ姉ぇに窘たしなめられるも、振ふり向いた先には、先ほど逃げたＰＫたちが新たに一人を加えて、こちらに襲おそい掛かる寸前だった。

「全く、こっちがボスとの戦闘を始めたら背後から狙おうなんて、やることがせこいな」

　溜ため息いきを吐きながら、ミカヅチと相対する五人のＰＫとただ一歩引いた位置からこちらを観察する残りの一人から視線を外し、ボスへと目を向ける。

「ここで決めるぞ！　合わせろ！」

　クロードの掛け声に、状態異常バツドステータスからほぼ回復したツインヘッド・シャークへ最後の攻こう勢せいに出る。

「はぁ──《ソード・ダンス》！」

「──《ウィーク・メイク》！」

　リーリーが短剣による連続攻撃のアーツで連鎖チエーン数を一気に稼ぎ上げ、クロードが俺の知らない闇魔法を使用する。

　それにより、赤黒いオーラがツインヘッド・シャークに発生する。

「火属性が弱点になったぞ！」

「なら、私の出番ね！　──《フレイムタン》！」

　マギさんが火属性の武器強化魔法を使い、赤黒く明めい滅めつする大おお斧おののひび割れから火が噴ふき上がる。

　俺は、それに合わせて、新たなエンチャントを使う。

「《属性付加エレメント・エンチヤント》──ウェポン！」

　選せん択たくしたのは、火の属性石を消費した火の武器エンチャント。これによりマギさんの武器から噴き出す炎ほのおがより一層力強さを増し、一いつ瞬しゆん驚おどろいたマギさんも満足げな笑みを浮うかべて、大斧を振り上げる。

「これで、お終しまいよ！」
















　噴き出す炎に右の頭が飲み込まれたサメは、のた打ち回り、右のサメ頭が力なく項うな垂だれる中で、至近にいるマギさんに反はん撃げきしようと口を開く左のサメ頭に氷ひよう槍そうが突き刺ささる。

　大きく開けた口に押し込まれる数本の氷の塊かたまりと体を縫ぬい付けるように放たれる十数本の氷の槍やり。それが決め手となり、ツインヘッド・シャークの体は光の粒りゆう子しとなって消えた。

　いつもならここで素直に喜んで終わりだろうが、今はＰＫの対処に向かったミカヅチが心配だった。しかしそれも杞き憂ゆうに終わった。

「なんだ？　勇んで戻って来て返り討ちか？」

「くそっ！　フレイン！　こいつらをやってくれ！」

　俺をギルド勧誘したＰＫが新たに増えた一人を呼ぶが、今まで戦闘に参加せずに黙だまっていたその男が、腰こしの細さい剣けんを抜き、つかつかと歩いてくる。

　フレインと呼ばれた男の参戦に、残ったＰＫたちが暗い笑みを浮かべるが、それがすぐに驚きよう愕がくに変わる。

「おめえら【フォッシュ・ハウンド】とは同じＰＫギルドだから互たがいに一部協力関係敷しいてるだけで、不出来なてめぇらの尻しり拭ぬぐいをするためにいるわけじゃねぇよ。見苦しいから俺の経験値になってくんねぇ？」

「なっ!?」

　背後から何の躊躇ためらいもなく、【フォッシュ・ハウンド】のＰＫを斬り捨てる男。五人いたＰＫたちが背後からの致命的一いち撃げきを受けて瞬またたく間まに倒たおされていく。

「おう、悪いな。【フォッシュ・ハウンド】の奴やつらが迷めい惑わくかけたようで。俺はフレインだ」

　先ほどの惨ざん殺さつなどなかったかのように陽気に声をかけてくるフレインだが、マギさんがぽつりと相手の立場を呟く。

「──もう一つのＰＫギルド【獄ごく炎えん隊たい】のギルドマスター・フレイン」

「おっ？　知ってるのか！　そっちは【ヤオヨロズ】のギルマスとサブマス。そっちは【生産ギルド】の御お三さん方かたか。あとは……まぁ、知らねぇが、あいつらが執しゆう着ちやくしてたんだから何かあるよな」

　ＰＫギルドのギルマスであることを否定しない男に、俺は表情を強こわ張ばらせる。

　先ほどのように瞬く間に五人を倒してしまう実力を考えると戦いたくない。

「できれば、見逃してほしいな」

「そいつは無理な相談だな」

　交こう渉しようはできないのか？　アイテムか、それともギルド勧誘か、復ふく讐しゆうか？

「俺が望むのはただ一つ──高こう揚ようするほどに激しく、スリリングな殺し合いだよ！　だから、ＰＶＰだとか、決まりきったルーチンワークの敵じゃねぇ。生身のプレイヤーとの血ち湧わき肉にく躍おどる戦いがしたいんだよ！　だから、ここは見み逃のがせねぇな！」

　まさかの戦闘狂バトルジヤンキーに、俺は、もうお終いだ、このままここで倒されるのか、と思ったが、別に倒されても所持金の半分を失うだけで特に問題はない気がする……

「けど、俺一人で六人全員を相手にできると思うほど自うぬ惚ぼれちゃいないさ。だから、ここで一番強い奴と戦ったら帰る。それでどうだ？」

「それなら私が相手をしよう。嬢じようちゃんたちは見ててくれ」

「ミカヅチ……」

「心配するな」

「あなたが居ないとパーティーの前衛バランスが崩くずれるんだから負けたら帰りが辛つらくなるの。負けないで」

　セイ姉ぇ……それは、気き遣づかいかな？　それとも本ほん音ね。しかしそれを受けたミカヅチは苦笑いを浮かべるだけだ。

「さて、始めようか」

「こっちは準備できてるさ」

　ミカヅチは、身みの丈たけ程の棒を。フレインは、叩けば折れそうな細剣を互いに構える。

　どちらからともなく一瞬で距きよ離りを詰つめての斬り合い、殴なぐり合いが始まった。ミカヅチが突きを放てば、細い剣で逸そらし、一気に詰めて斬りかかるフレイン。それを紙一重で躱かわし、横よこ振ぶりの打だ撃げきを行えば、ジャンプで躱される。

　幾十という応おう酬しゆうが繰り広げられるが、徐々にミカヅチが力負けしていく。

「おうおう、どうした！　大手ギルドのトップがこの程度か！」

「どこにそんな力があるんだよ。この馬ば鹿か力ぢからがっ！」

　互いに吼ほえ、力を込める。

　フレインは楽しげに声を上げ、ミカヅチは一撃ごとに苦しそうに受け止める。

　同じプレイヤーだが、どこにその差があるのだろうか。フレインは、パワーもスピードもミカヅチを上回る。それを技術とリーチの長さで補うミカヅチ。こんな戦い方をしていれば、どちらかの武器が壊こわれそうだ。そして、その時が訪れる。

「はぁ──なぁ!?」

「終わりか。残念だな、ならせめてこいつで決めてやる。──《殺さつ刃じん》！」

　ミカヅチの棒が砕くだけ散ちり、武器を失った。ミカヅチよりも耐たい久きゆう度の低そうなフレインの武器が残っているのが不思議だが、フレインの使用したアーツに嫌いやな感じがした。

　這はうように伸のびる黒いエフェクトが細剣からちりちりと小さく離れて、宙に消えていく。その状態でミカヅチの首筋を狙ねらう剣撃に──

「《付加エンチヤント》──スピード！」

「っ!?」

　咄とつ嗟さに、ミカヅチに速度エンチャントを施ほどこし、ギリギリで回かい避ひに成功させた。

　後ろに倒れるように回避したアーツは、振り抜ぬかれた状態で、剣けん身しんのエフェクトが空間に散っていく。

「……こいつを避よけやがったか」

　楽しそうだったフレインが眉み間けんに皺しわを寄せて、俺の方へと睨にらんでくる。直前に何かをしたのは分かっている。二人の戦いに介かい入にゆうしてしまったのは理解している。たが、自然と動いてしまったのだ。

「くくくっ……あははははっ──避けるか！　必殺のこいつを避けるか！」

　額に手を当てて、この場に反はん響きようするほどの大声で笑うフレイン。もしかしたら、二人の戦いに介入したために俺が対象にされかねない恐きよう怖ふに冷ひや汗あせが止まらない。フレインは腹の底から楽しそうに笑っている。

「なるほど、なるほどな。そりゃ【フォッシュ・ハウンド】の奴らが執着するわけだ。こいつは、面白い！　単独で強い奴らはいたが、他人を強くするとはな！　これなら今まで俺に一歩届かなかった奴らが、俺を超こえるかもしれねぇ！」

　俺を楽しげな表情で見つめてくるが、それを遮さえぎるようにミカヅチが間に立つ。

「こっちとの勝負はまだ終わってないぞ」

「あ？　そうだったな。あー、まぁアレを避けられて、今はこれ以上使えないからな。次は互いに万ばん全ぜんの状態でまたやるか。じゃあ、俺は帰るな」

　そう言ってボスの間まの唯ゆい一いつの出入り口へと歩いていくフレイン。そして、去り際ぎわに──

「そこの執着された奴……次会ったら、お前ともやり合いたいぜ」

　厄やつ介かいな奴に目をつけられた。と内心叫さけびながら、抗こう議ぎして引き留める訳にもいかず、俺はそのまま見送ることになる。

　あの一撃で万全じゃなくなるなど、色々と意味深なことを口にしたフレインとの邂かい逅こうがこうして終わった。







　　　終章　やる気とＰプレイヤー・Ｖバーサス・Ｐプレイヤー







　ボスを倒し、ＰＫプレイヤー・キラーのフレインとの遭そう遇ぐうをやり過ごした後、皆みんなが緊きん張ちよう感かんを持ったまま速すみやかに、ダンジョンの脱だつ出しゆつを図はかる。

　そして、最短経路を抜けて、短い時間で地上へと辿たどり着つき、俺たちは解放感に浸ひたる。

「はぁ、疲つかれたぁ～」

　くたくたとその場にしゃがみ込む俺とリーリー。そして、苦笑いを浮うかべるも同じく疲れた様子のマギさん。クロードとミカヅチは何か話しており、セイ姉ねぇが俺の傍そばに寄って来た。

「ごめんね。なんか、変なことになっちゃって」

「仕方がないよ。けど、なんか色々あり過ぎ……」

　また、ドロップを確認するのを忘れていた。そして、俺はなんの気なしに開いたメニューを確認して溜ため息いきを吐はき出す。

「そうそう連続でレアドロップ引くわけないよな」

「そう言えば、ツインヘッド・シャークを倒したんだっけ。あの後の展開が濃こくて忘れていたよ。ユンちゃんが駄だ目めなら私も駄目そうだよ」

　セイ姉ぇが俺の隣となりに腰を下ろし、淡あわい期待を込めてボスドロップを確認する。

「…………！」

「セイ姉ぇ。どうだった？」

「……やったよ、ユンちゃん！　ボスのレアドロップ！　欲しかった強化素材が来たよ！」

　そう言って、俺の首に抱だき付いてくるセイ姉ぇ。人の視線がある所でやられたために恥はずかしいが、喜んでいる所に指し摘てきするのは、無ぶ粋すいだと感じて為なされるままになる。

「そうだ。リーリーくん、これでこの杖つえを強化してくれる？」

　珍めずらしく興奮しているセイ姉ぇを俺が溜息を吐き出して見送ると、入いれ替かわるようにクロードが近づいてくる。

「ユンがいなければ、このパーティーはあり得なかった、そういう意味では、間接的に運を運んできたとも言えるな」

「そういうのは、無粋だぞ。クロード」

「ふっ、分かっている。まさか、あんな提案されるとは思わなかったがな」

　そう言って、微び笑しようを浮かべて、マギさんとリーリーに向かって武器の強化に関して相談しているセイ姉ぇを眺ながめる。

「なんだ？　何か企たくらんでいたと思ったが、やっぱり何かしたのか？」

「内ない緒しよだ」

　俺たちに聞いてきたミカヅチにそう返すが、別にドロップを操作した訳じゃない。

　ボスの間まの前でセイ姉ぇを慰なぐさめるために幼よう獣じゆうを呼んだ時、クロードと幸運猫ラツク・キヤツトのクツシタには、セイ姉ぇの運を上げて貰もらった。ドロップ率を左右するかは分からないが、験げん担かつぎとしてお願いしただけだ。

　それが影えい響きようしたかは分からないが、セイ姉ぇがボスドロップを手に入れたのだから、結果よければそれでいい。

「それじゃあ、これで解散だな。そろそろ夜も遅おそいから俺はログアウトするな」

　その後俺は、また雲くも隠がくれを続行しつつ、蘇そ生せい薬の調合に入るだろう。と思い浮かべていると、生産職側を代表してマギさんが俺に声を掛かけて来た。

「ユンくん。イベントまでにはギルド勧かん誘ゆうとかの問題を全て片付けて大手を振ふって歩けるようにするから、待っててね」

「わかりました。楽しみにしています」

　そして、今度はセイ姉ぇが俺を呼び止める。

「ログアウトするなら、私に少し時間貰える？　それ程手間は掛からないよ」

「いいけど？　どうしたの？」

「少しお話」

　ふふふっ、と笑うセイ姉ぇ。

　その後、ミカヅチとマギさんたちと別れて、セイ姉ぇと一緒に来たのは、第一の町のポータルだ。

　かつかつ、と大通りを歩きながら、セイ姉ぇが話しかけてくる。

「ユンちゃん、ミュウちゃんのこと気にしている？」

「タクから話を聞いたのか？」

「うん。落ち込んでるみたいだった、って。だから、ユンちゃんも気にしてるんじゃないかな？　って思って。でも、ミュウちゃんは大だい丈じよう夫ぶだよ。強い子だもの」

　それなら、俺に声を掛けるよりもミュウに声を掛けた方がいいのではないだろうか。とも思いつつ、セイ姉ぇに連れられるまま西門を通り、城じよう壁へきの外へ出る。

　そこは、夜間にＰＶＰの練習が頻ひん繁ぱんに行われる場所だ。

　そして、その中心には、ミュウがいた。

　複数のプレイヤーを同時に相手取るバトルロイヤル方式の中で、一心に剣けんと魔ま法ほうを使って戦っている。

「まだまだ！　こんなんじゃ！　あのボスには届かない！　次っ！」

「それなら、俺も相手になるぞ。互たがいに実力高めてレベルを上げるか！」

「はい！　タクさんとのＰＶＰにも勝って、次はボスにも勝ちます！」

　バトルロイヤル方式のＰＶＰで最後まで立っていたミュウは、息つく間もなく次のＰＶＰを始める。その相手はタクであり、互いに高笑いを始めそうなほど笑顔で互いの得え物ものをぶつけ合っている。

　高度な攻こう防ぼうが続く光景をただ見ている俺にセイ姉ぇが声を掛けてくる。

「ユンちゃん、これを見てまだ心配？」

「心配して損してる。全く、俺の杞き憂ゆうだよ」

　あんなに落ち込んでたと思ったら、今度は前向きにレベルを上げて、戦せん闘とうでのプレイヤースキルを磨みがき始めるのだから、忙いそがしい妹様だよ。

　そして、二人の決着がつき、夜の平原に大の字に倒たおれ込む二人。その時、倒れ込んだミュウと目が合い、ミュウが大きな声を上げて、がばっと起き上がる。

「ユンお姉ちゃんにセイお姉ちゃん!?」

「げ、元気そうだな。それじゃあ、俺は、そろそろログアウトして明日あしたの準備を……」

「セイお姉ちゃん、ユンお姉ちゃんを確保！」

「離はなしてくれ！　セイ姉ぇ！」

　隣に立っていたセイ姉ぇが俺の腕うでを摑つかんで逃にがさないようにしてくる。ミュウに見つかった時点で嫌いやな予感がしたために、すぐに逃げ出そうとしたが、駄目だった。

　俺を囲む人員にタクが加わり、三対一で包囲されてしまう。

「ユンお姉ちゃんもあのデカワンコとの戦いには出るんだから！　逃げないで強くなろう！」

「いや、デカワンコって狼おおかみだろ。てか、俺なんてメンバーから外してもっと強い人選べよ」

　じりじりと後退しようとするが、セイ姉ぇに背中を押されて、仰のけ反ぞるような体勢になった状態でミュウに手を摑まれる。

「それじゃあ、軽く私たちとＰＶＰで特訓だぁ！」

「さて、ユンがどれだけ戦えるか。実は余り知らないからな。実力を見せて貰うとするか」

「そう言えば、ユンちゃん。さっき、私たちの知らない【付加】スキル使ってなかった？　その辺りをじっくりとＰＶＰで聞きましょう」

　俺は、とんでもない所に誘さそい込まれてしまった気がする。

　ＰＶＰでは、満足げに汗あせを拭ぬぐうミュウと、楽しげに俺を追い回していたタク。リーリーにメインに使っている杖つえを預けてもなおサブウェポンで俺を圧あつ倒とうするセイ姉ぇ。今度は俺が大の字で平原に倒れ込む。

　もう動くのも億おつ劫くうだが、お蔭かげで攻こう撃げきよりも回かい避ひなどに関わるセンスのレベルが集中して上がった。

　こうして、目に見える形で強くなったのを実感できたのは、悪くないと思う。

「それじゃあ、またやろうね！」

　だが、もう二度とやりたくない。という気分にもなり、ログアウトする。

　近づく生産職たちのイベント。そして、発見したレイドクエストに向けての準備と、やることは尽つきず、楽しめそうだ。

















─ステータス─




ＮＡＭＥ：ユン

武器：黒乙女おとめの長弓

副武器：マギさんの包丁

防具：ＣＳクロード・シリーズ[image: なんばー]６オーカー・クリエイター（外着、内着、胴どう体たい、腰よう部ぶ）




アクセサリー装備限界容量　２／10


・無骨な鉄のリング（１）

・身代わり宝ほう玉ぎよくの指輪（１）
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【弓Ｌｖ36】【長弓Ｌｖ８】【鷹たかの目Ｌｖ47】【速度上じよう昇しようＬｖ28】【看破Ｌｖ12】【魔法才能Ｌｖ44】【魔ま力りよくＬｖ48】【付加術Ｌｖ22】【調薬Ｌｖ28】【地属性才能Ｌｖ19】

　控ひかえ

【錬金Ｌｖ32】【合成Ｌｖ33】【彫ちよう金きんＬｖ２】【泳ぎＬｖ13】【生産の心得Ｌｖ34】【調教Ｌｖ８】【言語学Ｌｖ18】【料理Ｌｖ26】




状じよう況きよう


・レイドクエストを発見した

・生産ギルドによるイベントが迫せまっている

・ＰＫ・フレインに目をつけられた











　　　あとがき







　はじめましての方、お久しぶりの方、こんにちは。アロハ座ざ長ちようです。




　この本を手に取って頂いた方、担当編集のＡさん、作品に素敵なイラストを用意して下さったゆきさん様、また出版以前からネット上で私の作品を見て下さった方々に多大な感謝をしております。

　またエイジプレミアムにて、コミカライズ版のオンリーセンス・オンラインが連れん載さいしております。コミカライズ版の作画を担当して下さった羽は仁に倉くら雲うん様にも深く感謝しております。




　今回は、４巻と５巻の上下巻風の構成になっており、５巻に続く形となっております。

　Ｗｅｂ小説をライトノベルという形に再構築した結果、削けずったシーン、改かい稿こう・新規シーンなど多くなり、最近では、かなり変質してるなー。と一人遠い目をしております。

　４巻と５巻に関しては、プロットの段階でどう組くみ替かえるか、どう魅みせるのがいいのかを編集さんと相談しながら頭を悩なやませたのは、いい思い出になっております。相談に乗って頂きありがとうございます。




　前回、前々回と同じく堅かた苦くるしい話はこれくらいにして、今回も小ネタを用意させて頂きました。ネタは、前回同様にゲームネタ、です。




　私は、ニコニコ動画のゲーム実じつ況きようなどをいくつか巡めぐったりして、ネタを仕入れております。そんな私ですが、視し聴ちようした全てのゲーム実況から作品に使えるネタを収集できているわけではありません。




　作品に組み込んでみたいけど、無理だろうな。と感じたものの一つとしては『ネクロダンサー』というゲームがあります。これは、リズムに合わせて操作するローグライクゲームであり、この作品では、ＢＧＭに合わせた戦せん闘とうの爽そう快かいさが一つの味となっております。

　小説では、音楽やＢＧＭは表現が難しく、リズムは、改行などをしても読者全員に同じイメージを届けることはできません。なので、音楽要素を入れてみたいけど、無理だよなー。と半ば諦あきらめております。




　次に無理だろうな。と感じているのは、運営シミュレーションものです。具体的には『シムシティ』や『Ｂａｎｉｓｈｅｄ』のようなゲームです。これは、自由に都市を管理・発展させるゲームであり、プレイヤーは所謂いわゆる、神の視点から世界を操作します。

　この運営シミュレーションは、目的がないという点ではオンラインゲームに近しい性質を持っていますが、やり直しや作り直しを前提としているために、その点で組み込むのが難しいなどの理由があります。また、災害などの不確定要素が大きいシステムがあるので、作中に登場させる場合には、かなりシステムを簡略化しないといけません。そういう意味では、【アトリエール】の畑というのは、簡略化された管理運営システムとも言えます。




　そんな感じで様々なゲームで使えるネタを探しておりますが、私の見ている実況動画などはほんの一部でしかなく、まだまだ世の中には面白いゲームが沢たく山さんあります。これを機に、今までとは違ちがうゲームジャンルを開かい拓たくしてみる。というのも一つの楽しみ方ではないか、と思います。




　これからも私、アロハ座長をよろしくお願いします。

　最後にこの本を手に取ってくれた読者の皆みな様さまに、改めて感謝を申し上げます。

　また皆様に出会える日を楽しみにしております。





二〇一五年　一月　アロハ座長
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